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仕事しなさい！










ハッピーウェンズデイ




　ハッピーウェンズデイ。

　四月の頭の水曜日。

　社内の誰もが「定時に帰りなさいよ」と推奨されるこの日。十七時三十分ちょうどに、私はパソコンで社内ネットワーク上の勤怠管理を立ちあげ、退勤をクリックする。

　ウィンドウズを終了させて、勢いよく立ちあがった。

「お先に失礼します！」

　狭いオフィスで声を張ると、課長と五十代社員の白しろ木きさんが「おう、お疲れ！」と返してくれた。他の社員は営業で外出中だ。

　私は中央に六つ向かい合わせで配置されたデスクの横を抜け、課長デスクの裏手にあるロッカースペースに入る。ロッカーの前、パーテーションで区切られた半畳ほどの更衣室で、素早く私服に着替えた。スカートのホックを止め、ストッキングが伝線していないかチェックすると、ローヒールのパンプスに足を突っ込む。

　小型家電メーカー燦さん々さん電器株式会社。営業部営業三課は電器ポットをメインに扱う課で、私以外はベテランのおじさん営業マンしかいない。社員数、百五十名という中小メーカーの中、ここがいちばん地味な課であるのは、我が社の主力商品が余よ所その課で扱う炊飯器やホームベーカリーだから。

〝社内イチ地味〟と評判の私にはおあつらえ向きの課だ。決してメインを張らず、気合いバリバリの若手がいるわけでもない、静かな職場なのだから。




　東京駅近くの小さなオフィスビルを飛びだし、電車に乗る。

　吉きち祥じょう寺じ駅のほど近く、大きな池が有名な井いの頭かしら公園が今日の私の目的地。

「あ、倫りん子こさんだぁ」

　ユウちゃんが私を見つけて声を上げる。

「今日、新しい衣装ですよ！　着替えてみて、倫子さん」

　キョウカちゃんも言う。

　井の頭公園野外ステージに集まった女子は二十五名。ステージ裏に用意したテントで作った舞台袖の中で、私は衣装に身を包み、軽くストレッチをしておく。今日の新しい衣装は、派手な羽のついた蝶ちょう々ちょう。普段の私なら絶対使わない極彩色の色味で構成されている。

「カワイーでしょ？　倫子さんがいちばん目立ちますよ」

　メイクチェックをしている私の横から、キョウカちゃんが顔を出す。

　彼女はユニコーンをイメージした衣装だ。白やブルーが多い衣装は、彼女の華やかな顔立ちをよく引き立てている。

「私、顔が地味だから、このくらい衣装で盛らないとね」

　卑屈になったわけでなく、事実として言う。

　身長百六十二センチ、ブスと言われたことはないけれど、美人と言われたこともない平凡な顔立ち。髪の毛はずいぶん前から黒のままで、会社では後ろにひとつ結びで通している。

「倫子さんは美人ですよ。基本のパーツが整ってるから、お化粧のし甲斐がある顔立ちです」

　そんなことを言ってくれるキョウカちゃんは、デパートの化粧品売り場で美容部員をしている。

「倫子さんをいちばん可愛くしようって、後輩たちと相談したんです。ほら、大成功。バタフライ倫子さん、すっごく素敵。また、ファンが増えちゃいます」

　ドラゴン風のグリーンの衣装を着たユウちゃんも続ける。

　前言撤回。この華やかな後輩たちだけは私を褒ほめてくれる。美人だって持ちあげてくれる。

　私は困った顔で「ありがと」と答えた。




　十九時三十分、開幕の時刻だ。

　流れだす音楽は、某有名テーマパークのショーの曲を借りている。野外の客席には、ファンや通りすがりの人が百人ほどステージを見つめている。

　そして、私たちは踊りだす。




　安あん斉ざい倫子、三十一歳。

　私の唯一の楽しみがこれ。大学のＯＧで結成されたダンスチームで、毎週水曜日に踊ること。

　ヒップホップもＫ‐ＰＯＰダンスも踊るけれど、私がいちばん好きなのはジャズダンスだ。ミュージカルやテーマパークでダンサーが踊るような、あれ。今日は某テーマパークばりに派手な妖精コスチュームを着て、ジャズのショーダンスなのだから、燃えない理由がない！

　ダンスは大好き。湧きあがる高揚感と一体感がたまらない。私の平凡な日々にはない、非日常を与えてくれる。

　女子大を出て、燦々電器に就職して九年が経つ。気づけば、同期の女子は結婚退職か産休や育休に入り、私ひとりがとり残された形だ。

　彼氏なんかいないし、できたこともない。

　男性経験ゼロのまま、三十一歳を迎えてしまった。

　若いうちは女子大という出会いの少なさも理由にあったけれど、今にしてみればそれだけが理由ではない。

　きっと私の性格が原因なのだとも思う。何度か誘われて行った合コン、バイト先の飲み会、会社の飲み会、そんな場にうまく溶け込めるスキルが足りないのだ。上手に話せないし、盛りあげられない。静かに隅っこで過ごしているうちに、会が終わってしまう。

　楽しい場で、男性相手にうまく振舞えない。なんとなく男の人に対する苦手意識ばかりが大きくなって、最近では異性と親しくなる空間自体に近寄らなくなってしまった。恋愛の発生ポイントにいないのだから、必然的に彼氏はできない。

　恋がしたいとも、もう何年も思っていない。あるとしたら、漠然とした将来への不安だけ。このままひとりなのかな、なんて。




　今日もたっぷり踊って、大人のサークル活動は終了する。

「お好み焼き行きましょっかー！」

　裏手で窮屈に着替えながら、ユウちゃんが私を中心とした全員に言う。このダンスチームで最年長は私なので、おうかがいを立てくれているのだ。

　大好きな後輩たち。社内でいちばん地味で目立たない私を、イケてる先輩として扱ってくれる可愛いヤツら！

「あれー？　安斉さんですよね？」

　着替え終わって、メンバー全員でステージ周りの清掃をしていた時だ。

　不意に背後からかけられた声に私は凍りついた。聞き覚えのある男性の声である。私は振り向かずに知らん顔していると、その人物が私の正面に回り込んできた。

「やっぱり、安斉さんだ！」

　そこにいたのは会社の後輩、須す賀が 渡わたるだった……。




　その後、私はメンバーとのお好み焼きをキャンセルして、駅前のファストフード店にいた。お向かいの席では、須賀 渡がでかいハンバーガーを食べている。

　何それ、ベーコンにビーフパテにオニオンにケッパーに……節操なく挟みすぎじゃない？

　私はホットコーヒーを飲みながら、心中お門違いのツッコミを入れる。

　それほどに、焦っていた。よりにもよって、こんなヤツに見られてしまうとは……。

「前にも見たことあるんですよ。右センターで踊ってる人、安斉さんに似てるなぁとは思ってたんですけど、まさか本人とはなぁ！」

　須賀くんは屈託なく笑って、二個目のハンバーガーを手に取る。

　私は触れられたくない話に顔を引きつらせた。

「それはそうとして、こんなところで会うなんて偶然だね。家、この辺なんだっけ」

　会社からは距離がある。こんなところで会いたくないタイプの人間に会うなんて、理由はそのくらいでしょう？

　須賀くんはハンバーガーを口に運ぶ手を止め、なんでもないことのように答える。

「俺、学生時代にこのあたりでバイトしてたんです。今でもこの近所に友だちがいっぱい住んでるんですよ。今日は友だちンところに借りてたＤＶＤを返しにいった帰りです」

　それはそれは……私にとってはなんという不運だろう。




　須賀 渡、二十六歳。去年まで同じ課の後輩だった男。

　スラッとした体型で、細身のスーツがよく似合う。身長は百八十センチ近くあるかもしれない。同じ課にいた時は、見上げる格好で仕事の話をしたこともあったから。

　ダークブラウンの髪は、ナチュラルだけどしっかり今風に整えられている。顔立ちは鼻筋が通っていて、引きしまった口元。二ふた重えの目はくっきりとしたアーモンド型で、細めればセクシーに見え、見開かれれば可愛らしくも見える。わりと見栄えのする〝イケメン属〟の生物だ。

　明らかに軽そうなヤツなのに、会社の女子はみんなこいつが好きみたい。産休中の同期、サキちゃんだって、「一度でいいからエッチしたい！」って言っていた。うーん、理解できない……。

　実際、社内外問わず女のウワサが絶えない男なのだ。〝社内イチ地味〟の私とはまさに正反対の男。

「でも、すっげーカッコよかったッスよ、安斉さん」

　須賀くんは大きな目で興奮気味に私を見つめる。

「あのね……須賀くん」

　私は、須賀くんの言葉をさえぎって恐る恐る口を開く。

「今日、見たこと、黙っててくれないかな？」

「なんでですか？」

　須賀くんは相変わらず無邪気な表情で聞き返してくる。

『恥ずかしいからに決まってんだろーが、このバカ！』……なんて激しい反撃を口にできるわけもなく、私はびくびく微ほほ笑えんだ。

「ほら、私のキャラじゃないでしょ？　あんまり人に知られたくないっていうか」

「あー、はいはい。いいですよ」

　須賀くんはあっさり了承してくれた。

　はぁ、よかった……と思いきや……。

「あ、待って。やっぱり条件つけさせてください」

「は？　条件？」

　須賀くんは頷うなずいて、にっこり笑った。

「黙ってる代わりに、俺とつき合ってください」

「……どこに？」

「天然か！　……そうじゃなくて、俺の彼女になってくださいって話」

　安斉倫子、三十一歳。しばし、思考停止。

　彼の軽ーい笑顔と告白という事象が噛かみ合わず、私は固まったまま須賀くんの茶色い瞳を見つめる。

「はあああ!?」

　次の瞬間、私は身をのけ反らせて叫んだ。でも、がやがやとうるさい繁華街のファストフード店だけあって、私がちょっと叫んだくらいじゃ、周りは気にしないみたい。

　須賀くんも気にならないのか、ニコニコしながら続ける。

「安斉さん、今フリーでしょ？」

「……そうだけど」

　今も何も生まれてこの方、ずっとフリーですけど。

「俺、もうじき彼女いない歴一年になっちゃうんですよ。十六歳から数えて最長記録で。こりゃマズイって、彼女を真剣に探してたわけです」

「イヤ!!」

　そんなわけのわからない理由で、軽薄に告白してきたのか、この男は。

　私は信じられないという目で彼を見つめて拒否するけれど、須賀くんは朗らかに微笑んで続ける。

「安斉さん、年上だけど、大人しい系だし、顔もキレイ系だし、今までつき合ったことないタイプなんですよね。まー、ちょっと遊び感覚でつき合ってみません？」

「イヤ!!」

　遊び感覚って何よ？　そんな感覚で女子とつき合える男は無理！

「あ、俺、料理うまいし、エッチもうまいんで、損しないと思いますよー」

「だから、イヤなんだってば!!」

　私は再び叫んで、勢いよく立ちあがった。須賀くんを置いて、ファストフード店を飛びだす。




　なんなの!?　あいつ！　ホント、ウワサ通りの軽さ！　私みたいな年上地味女、かまって楽しいのかな。五歳差があると恋愛感覚ってこれほどズレるの？　それとも経験の差が問題？

　どんな気が向いたか知らないけれど、私が頷いていたらどうするつもりだったのだろうか。本気でつき合うことになっていた？

　イヤイヤイヤ、ありえないから。

　社内イチのチャラ男とつき合う、社内イチのアラサー地味女。

　そんなの絵的にも、ネタ的にもありえないから。何よりいちばんは、私の心情的にありえない!!

　多少、顔がイイからって調子に乗っているんだろうけど、誰もがあんたの誘いに乗ると思ったら大間違い！　何年、地味ＯＬやってると思ってるのよ。

　ああ、でもこれで明日から私は〝社内イチ地味〟なＯＬじゃない。今日のことが広まって、三十一にもなって、趣味はコスプレでダンスのイタイ女決定だ……。










ぐいぐい来る男




　翌日、私は重い気分で出社した。

　去年まで私は広報部広報課に所属していたのだけれど、三十歳を機に営業部に戻ってきた。それが今いる営業三課。もともと、こっちの仕事のほうが得意なのだ。

　入社から四年間は、営業部営業一課で事務をしていた。営業事務の仕事は営業マンから回ってくる受注入力や、生産管理がメインで、ほとんどが社内でのやりとりだ。それも、メールや社内システムを通じてできることが多く、他部署の人間とはあまり関わらない。受注入力などのデイリー業務は黙々とできるし、社外の人とは納期や問い合わせの時に、たまに電話で話すだけ。

　対外的な業務の多い広報課の仕事とは、だいぶ毛色が違う。

　須賀 渡は、広報課時代の後輩に当たる。

　明るくて社交的な彼は、私が異動した後も日に二、三度は顔を合わせる相手だ。営業三課と広報課は同じ四階にある上に、営業三課の扱う電器ポット関連の広報業務は、あいつの担当だからだ。

　私が最高に暗い気分で受注の入力をしていると、本日もあいつはやってきた。

「失礼しまーす」

　うう、来た！

　私の心臓がイヤな音をたてる。

　営業三課のオフィスに現れた須賀 渡。まず私には目もくれず、須賀くんはおじさん社員の間をペコペコしながら抜けつつ、課長のデスクへ向かう。そこで、しばしお仕事トーク。

　私はパソコンのディプレイの前で、顔を隠すように縮こまる。須賀くんとの距離はおよそ五メートルといったところ。

　昨夜のファストフード店を思いだす。

　もう私のことは、言いふらしただろうか。広報課や同期に「聞いてよ、昨日さ～」なんてやったのだろうか。鼓こ動どうがスピードを増す。

　ああ、そのまま帰ってくれ……。

　私はディスプレイを睨にらみながら、ひたすらに祈る。

　しかし、仕事の話がすむと、案の定、須賀 渡は私のデスクに寄ってきた。

「安斉さん、おはようございます」

　右後方に立った須賀くんが、細身の身体を折って、私に顔を近づける。あくまで仕事の話といった態度がわざとらしい。私は横目で二十六歳男子の整った顔を視界に入れた。ワックスで無造作に流した髪が、彼をいっそう若者っぽく見せる。今日はグレーのスーツだけど、上着はいつものように彼のデスクに置き去りの様子。パープル系のネクタイを、だらっとゆるめてある。誰か注意しないのかしら。

「三代器と四代器の画像を持ってましたよね。後で、社内の共有サーバに入れておいてもらえますか？」

「はい、了解」

　私は短く答えたまま、あえて彼のほうを見ない。

「須賀ー、さっきの件さぁ」

　まだ何か言いたそうな須賀くんに、課長から声がかかる。須賀くんがそちらを振り向いた隙に、私は席を立った。

　突き当たりにある三課のオフィスを出て、広報課と並びの給湯室を横目に廊下を進み、逃げ場を探す。トイレと向かいの自販機スペースの前を通り、エレベーターホールへ出た。小さな会社だからワンフロアが狭い。同じ階では、すぐに見つかってしまうだろう。そうだ、五階は社長室と役員室がある。今日は全員揃そろって甲こう府ふの工場に行っているはずだ。

　私はエレベーターホール手前の階段を使って、五階の自販機スペースまで逃走し、ようやくひと息ついた。ホットのミルクティーを買ってひと口含む。あたたかな甘さが、私の鼓動をゆるめてくれる。

　あー、ヤツの顔を見た瞬間から生きた心地がしなかった。あのまま、オフィスにいたら何を言われただろう。場の空気も読まず、昨日の件を蒸し返されたら……。考えただけでぞっとする。

〝社内イチの地味女〟。

　イタタなプライベートを握られて、私はどうすりゃいいのかしら。

「やっぱり、ここだ」

　階段のほうから声が聞こえ、私は弾かれたように振り向いた。

「な、なんで？　須賀くん……」

「安斉さんが逃げるからでしょ？　ゆうべも今日も」

　追いかけてきたのだ。まさか、ここまで探しにくるなんて。

「なんでここが……」

　わかったの？　私はミルクティーの缶をぎゅっと握り、一歩後ずさった。

「すぐに姿が見えなくなったので、階段を使ったのかなと。それなら上か下でしょ？今日、五階が無人なのは、みんな知ってることですし」

　須賀くんは革靴をコツコツ鳴らして近づいてくる。悠然としていて、顔には薄い微笑が見える。

「考えてくれました？」

「……何を？」

「俺とつき合うの」

　まだ、それを言うのか。私は強い口調で答える。

「イヤだってゆうべ言ったじゃない」

「損させないって言ったじゃない」

　須賀くんは私の口真似をして言う。

　私は苛立ちを隠し、彼を見据える。こんなところでムキになってもバカらしい。

　それにしても何、この子。話が全然通じない。五つも下になると、これほど会話が成立しないものだっけ？

　っていうか、同じ課にいた時は私のことなんかほぼ眼中になかったじゃない。それがなんで今よ？　なんで今さらつき合いましょうなの？

　須賀くんは、私の警戒心を解こうとするようにフレンドリーな笑みを浮かべて、一歩歩み寄る。

　私は反射的に何歩か下がった。距離を縮められたくなかった。

「ね、つき合いましょ？　俺、彼女作るの急務なんです。来週元カノの結婚式あるし、そん時彼女の写真見せらんなかったら、気ぃ遣わせちゃうでしょ」

　私の写真なんか見せたら、あんた見下されちゃうよ！

　私の心中を察したのか、絶妙なタイミングで須賀くんがスマホに画像を映す。ゆうべ踊っていた私の姿だ。

「俺の彼女。趣味、ダンス。カッコいいでしょ？　……ってやりたいんですよね」

　口調は変わらないのに、須賀くんの細められた目は腹黒そうに光っていた。

　これは脅しも同然だ。おまえの恥ずかしい写真をばらまかれたくなかったら……ってヤツよ。まさか、写真まで撮っていたとは……。しかも、私の顔がよくわかるベストアングルで。

　私は混乱と恐怖のため、青ざめた顔で言った。

「写メ消して……」

　須賀くんはスマホをささっとポケットにしまう。セクシーと評判の笑顔だけど、私には底意地が悪い、いじめっ子の顔に見えた。

「えー？　イヤですよ。……俺とつき合ってくれたら、社内の人には見せませんけど」

　なんて答えたらいいだろう。男性経験がゼロなので、軽々しくおつき合いできません。……とは言えない。

　あんたみたいな軽い年下男じゃなくて、私の人生の責任を持ってくれるような男性じゃないとバージンはあげられません！　……なんて、もっと言えない。

「わかりました、わかりました。そんな、怯おびえた顔しないでくださいよ」

　答えあぐねている私に、須賀くんが苦笑いを見せた。

　おお、妙齢女子をいじめるのはやめてくれたのかね！

「クーリングオフの期間を長くしてあげます」

「は？」

　須賀くんがもう一歩近づいてくる。ミルクティーを持つ私の右手を、彼の左手がぐっとつかむ。強い力。男の人の力だ。男性との接触に慣れていない私は、それだけで縮みあがった。

　男の人にこんなふうに近寄られたのは初めてだ。

　握られ、きしむ手首。指先まで固まって、ミルクティーを落とすことすらできない。私は彼から目をそらせないまま、全身硬直した。

　……怖い。

　距離も、彼が私を見つめる、思いのほか真剣な眼まな差ざしも。

　整った顔を間近に寄せ、須賀くんがささやいた。

「お試ししてみてください。俺のことが気に入ったら、正式につき合いましょ？」

　言うなり、ヤツの唇くちびるが私の唇に重なった。

　私は驚きと焦りと恐怖で、びくっと震えた。逃げようと顔をよじるけど、すでに顎あごをつかまれていて逃げられない。背後は自販機だ。

　キスだ。キスされている。こんなこと許してはダメだ。

　頭ではそう思うのに、恐怖でカチコチに固まった手足はちっとも言うことを聞いてくれない。逃げることはおろか、爪先まで感覚が失われていた。須賀くんに接触されている部分は、もう自分の身体ではないかのように凍りついている。

　次の瞬間、唇を割ってあたたかなものが入ってきた。

　これって！

　これって！　舌だよね！

　ディープキスってヤツだよね！

　私はキスのセオリーを無視して目を見開き、口こう腔くうを這はい回る他人の舌の感触に、全神経を集中させた。突如として湧いたその異物感は、私に恐怖しか与えない。

　無理！　私、もう無理！

　こっちは、ファーストキスなんですけど！

　そんなふうにやらしー音をたてるキスは初めてなんですけど！

　須賀くんが私の舌に自らのそれを絡める。私は息苦しさに喘あえいだ。

　さ、酸素が吸えない！　苦しい！

　っていうか、このキスはどこで息すりゃいいの？

　このまま、これが続いたら呼吸できなくて死んじゃう！

　須賀くんの唇は余裕たっぷりに私の唇を弄もてあそぶ。私が焦っていることなんか完全無視して、マイペースに、かつ最高にいやらしくキスを続ける。角度を変え、深く舌を差し入れ、酸素を求める私の吐息すら飲み込んで。

　恐怖と嫌悪で頭が真っ白になる。

　もう何がなんだかわからない。




　短いけど濃厚なキスが終わり、私は単純に呼吸困難を理由に肩で息をしていた。動どう悸きが激しい。酸素不足と、ひどい奇襲のせいだ。目尻に涙が浮かぶ。

　今のは……キスだよね。

　しかも恋人同士がエッチの前なんかにするヤツだよね。盛りあがった時にしちゃうヤツだよね。

　なんで、私がこんなヤツにされなければならなかったのだろう。しかも、よりによって会社で……。

「安斉さんの唇、柔らかい。すっげーハマりそう」

　須賀くんは私をまだ解放してくれず、耳元でささやく。

「からかうの……やめてよ……」

　私は息も絶え絶え、そして、何より精神的ショックで声が震えていた。

　私、ファーストキスだったんだからね！

　実際に言えない叫びが心の中でこだまする。

　好きな人のために大事にとっておいたシロモノを、あんたみたいなヤツに遊び半分に持っていかれちゃって……。

　イヤ、〝大事にとっておいた〟というのは語弊があるか。〝捧げる機会のなかった〟が正しい。

　どっちにしろ、チャラい後輩があっさり奪っていったのだから……もうどうでもいいことだ。

　ああ、もう。

　ホントやんなる……。泣きそう……。

　悪い夢みたい。

　須賀くんがぱっと手を離した。私はヨロヨロッと自販機に寄りかかる。

「そんなわけで、お試し期間、よろしくお願いしますねー。倫子さん」

　意識の遠くで、須賀くんの声が響きわたる。

　名前呼び……。いつの間に、そんなに親しくなったんでしょうか。

　須賀くんはニコッと人好きのする笑顔を見せて、去っていった。革靴をコツコツ響かせて、悠然といえる背中を向けて。

「バッカじゃないの？　……こんなことしてないで、仕事しなさいよ……」

　私は震える声で呟つぶやいた。彼には聞こえない、独り言レベルでだ。

　別に聞こえなくていい、ただの強がりだ。ファーストキスを奪われたアラサーの強がり……。

　な……泣きそう……。

　私はミルクティーの缶を床にコトンと置き、うずくまる。恐怖と、今頃湧いてきた怒りで、しばらく動けなかった。




　思えば、私の人生設計はこんな感じじゃなかった。

　女子高、女子大を出て、この中小企業のメーカーに就職した時はもっと気楽だった。今は彼氏もいないけど、きっと、五年くらいで先輩か取引先の男性と結婚して、三十歳くらいまでに子どもをひとり産むんだろうなぁ。

　そんな感じ。

　でも、現実はそうではなかった。年頃、お手頃な男性たちは、すでにお相手がいるか、私の同期や後輩の女子社員と縁づいてしまって、私は見事にひとりだけあぶれてしまった。

　婚活？　それって処女でもできるの？

　とにかく経験のなさがコンプレックスで、合コンも婚活パーティーも自分からは踏みだせない。

　彼氏は人並みに欲しいと思う。でも、出会いの場へ行ってもうまく振舞えない自分がいる。そんなのは今までの飲み会でイヤっていうほど感じてきた。

　相当な美人でもなければ、気の利かない女子は男性に目を留めてはもらえない。

　それなら、わざわざ出会いの場には行かず、友だちに紹介してもらうのはどうだろうか？　でもきっと、相手を退屈させて、友だちの印象を悪くさせてしまうだろう。「悪い子ではないけどね」なんて言う男の人の姿が目に浮かぶようだ。

　それに、私の年で処女って……男性的にはアリなのかな。

　最初は楽観視していた恋愛が、年を経るごとに重くなる。

　まだ三十一歳。頭では若いと思う。

　同時に、もう三十一歳とも思う。

　女性は三十を超えると、すでに売り手市場ではないなんて話も聞く。じゃあ、どうすりゃいいのよ？

　私は死ぬまでこのまま？　男なし人生？

　三十一歳。最近はそれもいいかと思えてきた。幸い、職場では信頼されているし、ここで定年まで働けば老後ひとりでやっていけるくらいは貯められるだろう。

　といっても実家に戻るのは気づまりだから、ひとりでマンションを買うべきかな？そうだ。房ぼう総そう半島に住んでいる兄夫婦と同居させてもらってもいい。もともとは祖父母が住んでいた家だ。一昨年おととし、離れを改築したばかりだしね。

　……なんて思っていたのに、それがこんな事件に巻き込まれるとは……。

　須賀 渡の顔が浮かぶ。

　近づいてきた端整な顔。重ねられた唇。深く絡められた舌。そして彼の高い鼻び梁りょうが私の頬ほほに当たった感触。

　思いだしたくないファーストキスの場面が、私の頭を駆け巡る。

　うん、もういっそ事件、むしろ災難。須賀 渡という男の存在は……。

　可能ならもう関わりたくないけれど、きっと彼は許してはくれない。写真を盾に、「さあ、つき合いましょう」と両手を広げて待ちかまえているのだから。

　もう、何がしたいのかわからない。こんな年上の地味女をかまう彼の真意が不明だ。

　つき合うって、お試しって、……どうすりゃいいのよ。

　もう、あんなキスとか……勘弁してほしいんですけど。




　翌日の夕方、一時間の残業を終え、十八時半に会社を出ると、玄関フロアに須賀くんが待っていた。

　受付は、来客用に総務直通の電話があるのみで無人。自販機と喫煙スペースと、エレベーターホールがあるだけの玄関だ。ちょうど、誰も通りかからなかったのは幸いだった。

「お、偶然ー。倫子さんも今帰り？」

　そんな偶然あるかい！と私が腹の中で毒づく。帰宅する何人もの社員に目撃され、人を待つ須賀くんの姿は目立っただろうな。

「私、帰るから」

　私は、須賀くんと一緒のところを見られないうちにと歩きだす。

「待ってくださいよ。お試し中とはいえ彼氏でしょ？」

　私は立ち止まり、須賀くんにツカツカと近づいた。間近で彼を睨んで言い放つ。

「それ、言うのやめて」

「お試しが終わるまで、誰にも言ってないですよ」

　須賀くんは余裕たっぷりに答える。彼にしてみれば、女子とつき合うなんてたいしたことじゃない。余裕なんて売るほどあるに違いない。

「いい加減にしてくれない？」

　私は腹立たしさを言葉ににじませながら続ける。彼には遊びでも、私は日常を乱されたくない。

「きみの言う『お試し』の終わりっていつ？」

「倫子さんが身も心も俺のトリコになった時」

　ため息が出そうだ。私はきつく言い返す。

「じゃ、そんな日は来ないわ」

「またまた、つれないなぁ。ねえ、そういうことは俺をひと通り試してからにしてくださいよ」

　須賀くんは逆に私の顔を覗のぞき込み、強引に視線を絡めてくる。おののく私に腕を伸ばしたかと思うと、髪の毛を束ねていた黒いゴムをぴっと取った。

　私の黒い髪がばさっと背中に垂れる。三十を超えたあたりから毛先がゆるくカールしてしまうので、大抵結びっ放しの髪だ。ほどいたところを見た人なんて数えるほどしかいない。

　ああ、バサバサのロングスタイルを、こんなヤツにさらしてしまうなんて。

　怒りが吹き飛び、私はショックで凍りつく。

　須賀くんは私の戸と惑まどう表情を見つめ、なぜかふわっと笑った。

「ほら、ほどいたほうが可愛い。金曜で仕事終わりに、髪結んでることないでしょ？」

　私が慣れない接触と、伸び放題の髪を見られたショックで言葉を失っているうちに、彼は私の手を取って歩きだした。あまりに自然に握られた手に焦る。

　ちょっと、会社の中じゃない。誰かに見られたら困る！

　須賀くんは私の気持ちを察したのか、ただのマイペースなのか、足早に歩きだした。玄関を出て、駅に向かう様子だ。

「夕飯、行きましょ？」




　連れてこられたのは麻あざ布ぶのフレンチレストランだった。といっても、立ち食いスタイルの気どらない店で、最近流は行やっているらしい。

　私は来たことのないタイプの店に不安になる。しかし、キョロキョロして慣れない様子を出したくなかった。精一杯胸を張って、須賀くんの後をついていく。

　須賀くんは慣れた様子で奥のふたり用テーブルに座を占め、さくっと注文する。

　店はフレンチレストランとは思えないほどくだけた雰囲気だった。外観はおしゃれな居酒屋のようにも見えるし、落ちついた木のテーブルは配置されているけれど、やはり居酒屋のように混み合っていて〝レストラン〟という感じはしない。人と人との距離が近く、立食ならではの人の動きを感じる。肩が凝らなくて、心地いい空間だ。

「前に女の子を連れてきた時は、『疲れたぁ、座りたい』なんて言われて興醒めしちゃったんですよ。倫子さんはダンスやってるくらいですもんね。足腰強いから大丈夫でしょ」

　須賀くんがぺらぺらしゃべる。私は眉をひそめたままだ。

　お店の感じはよくても、目の前の男子の感じはよくない。どうしてついてきちゃったんだろう、と後悔したくなる。

「ねえ」

「あ、他の女の子のこと言うとかアウトですよね。ごめんなさい」

　須賀くんが私の渋い顔を見当違いに解釈する。

「そうじゃなくて。いい加減、年上をからかうのはやめてくれない？」

「からかってないですよ」

　須賀くんは運ばれてきたグラスワインを持ちあげた。

「乾杯しましょっか」

「しない！」

　私は乱暴に言って、自分の前にあるグラスワインをぐいっと飲んだ。

「あーあー」とあきれたような須賀くんの声が響く。

　あんたの思い通りにはいかないの！

　諦あきらめてグラスに唇をつける須賀くんを見て、ふと、昨日私にキスをした唇の感触を思いだす。勝手に頬が赤くなるのを感じて、私はうつむいた。

　あんな傍若無人なキスをしてきたヤツと、なんで夕飯なんか食べようとしているんだろう。しかも、男の人とふたりきりで夕食ってシチュエーション自体、私には初めてなんですけど。

　須賀くんがあらためて口を開く。

「からかって言ってるんじゃないです。本気でつき合いましょうって言ってます」

「からかってるよ。私、きみに好かれるような容姿じゃないってわかってる。彼女候補なら、もっと可愛くて若い子にして。社内にもたくさんいるでしょ？」

　須賀くんは私の真面目な訴えを、笑い飛ばすように軽く答える。真実味の薄いチャラ男口調だ。

「倫子さんはキレイですよ。自分をわかってないなぁ。だから、かっちり制服着て、うすーいメイクして、髪の毛はひっつめてひとつ結びっていう定番地味スタイルなんだろうけどさ」

　かちんとくる上から目線だ。

　あんたの言い方に表れてんのよ。『地味でオバサンに片足突っ込んでて、誰もかまってくれないだろうから、ちょっと遊んであげようかなぁ』ってのが！

　私はワインを飲みほし空になったグラスを、乱暴にテーブルに置いた。腹が立つ。すぐにでも帰りたい。

　テーブルを挟んで、須賀くんが身を乗りだしてくる。私の視線をとらえようと下から見上げてくる表情は、挑発的でセクシーだ。

「ねえ、公園のステージで踊ってた時みたいに笑ってくださいよ。あの時の倫子さん、すっごくキレイだった。野性的で、しなやかで。あっちがホントの倫子さんでしょ」

「……帰る」

「はいはい、ダンスのことは触れられたくないんですね。困った人だなぁ。でも注文しちゃったから、帰っちゃダメ。残したら〝勿もっ体たいないオバケ〟が出ますよ」

　……まあ、料理を無駄にするのはよくないよね。

　私は仕方なくテーブルに留まった。須賀くんオススメのフレンチを味わい、彼の申し出を断り、しっかりワリカンにしてお店を出る。

　須賀くんはおごるつもりでいたようだ。冗談じゃない。つき合ってもいない、ましてや会社の後輩におごらせるなんて、とんでもない。

　そもそもデートだとしたって、毎回全額男性が払うなんてナンセンスだ。コーヒーも誘われたけど、逃げるようにメトロの改札に飛び込む。

「倫子さーん、週末の予定はー？」

「用事あるから！」

　追いかけてくる声を振りきって、ホームに続く階段を下りる。須賀くんが見送っているのがわかるので、見えなくなるまで絶対に振り向かなかった。

　ダッシュだ、ダッシュ。

　万が一にも追いかけてこないように、素早く改札を抜け、滑り込んできた電車に飛び乗る。

　今日の夕食ってなんだったんだろう。

　デート？　デートってこういうもの？

　私、ずーっとふてくされた顔をしていただけだけど。

　彼はこんな〝つき合う〟でいいのだろうか。意味不明だ。




　池いけ袋ぶくろから私鉄各停でふたつ。駅から十五分の木造アパートの二階の角部屋が私の部屋だ。小ギレイだけど、わりと古いし、駅から遠いから家賃はまあまあ安い。

　帰りつくと、驚くほどぐったりと疲れていた。慣れない、かつ意に染まぬ男性との食事ってこれほど疲れるんだ。

　女の子同士のごはんなら楽しい。話すことはたくさんあるし、相手の出方なんかうかがわなくても、警戒心ゼロで気楽に過ごせる。でも、相手が男子……しかも私を〝狙っている〟らしい須賀くんに変わった途端、この数時間はただの苦行だった。彼は楽しそうに話を振り、元気よく食べていたけれど、私はなんとか早く帰ることばかりを考え、美お味いしい子羊のグリルも飲み込むように食べてしまった。なんか、時間も味覚も、メンタル面も損した気分……。

　鞄の中でスマホが光っている。メッセージが入っているのを発見した。須賀くんだ。

『今日はありがとうございました。また月曜日』

『はい、おやすみなさい』

　私は即返信する。一刻も早く、電波上でも繋つながりを切りあげたい。

『週末は俺、ダラダラしてるんで、会いたくなったら、連絡してくださいね』

　しねーわ!!

　私は心中乱暴にツッコミを入れ、今度は返信せずにスマホをベッドに投げ捨てた。




　須賀 渡に絡まれるようになって一週間が過ぎた。

　須賀くんは毎日、営業三課にやってくる。ホント、いつ仕事をしているんだってくらいやってくる。

　半分は課長や白木さん、他の営業さんと打ち合わせなどが理由だけど、残りの半分は私に会いにくるのだ。

　最初こそキスを思いだし、気分が悪くなったものの、今では基本、無視を決め込んでいる。仕事中、理由もなく口なんか聞かなくていいんだし。

　お昼休みの十二時から十三時、この一時間がヤツのいちばん危ない出没時間だ。私がオフィスにひとりでいる確率が高いということがバレたからだ。

　お昼は、営業さんたちは外出しているか、外にごはんを食べにいくけれど、私はオフィスに残ってお弁当か、買ってきたランチがほとんど。ごはんを食べたら、読書したり、ネットニュースを見たり、無料サイトで古いドラマを見たりと、ひとり気楽な休憩時間を過ごす。

　この憩いの時間にヤツはやってくる！

「倫子さーん、ごはんにしよー」

　水曜日はハッピーウェンズデイだけれど、須賀くんがやってきたら、まったくハッピーじゃない。

　しかも今日は、昼休みに今夜の振りつけのおさらいしようと思っていたのに。

「お昼、ふたりきりっていいですよね」

　私の気持ちを知ってか知らずか、須賀くんは至って無邪気だ。コピー機と書架の前の私のデスクにお昼ごはんを置き、留守の営業さんのデスクからオフィスチェアを運び、私の横に席を作ると、私のお弁当を覗き込む。

「あー、倫子さんのお弁当手作りじゃん！　お願い！　卵焼き一個ください！」

　私がＯＫする前に、親指と人差し指で卵焼きを連れ去る須賀くん。

　ああ、毎日しんどい。

　彼の〝つき合う〟とはこういうことの積み重ねなのだろうか。そして、私は毎日この警戒心バリバリのランチタイムを過ごさなければならないのだろうか。

　ずっと無視していては感じが悪すぎるので、仕方なく彼に向き直る。ため息の後、諭すように私は言った。

「ねえ、自分のオフィスで食べたら？　広報課は女の子がいっぱいいるじゃない。その子たちとお弁当にしなさいよ」

「えー、やですよ。彼女以外の女と食べても美味しくないもん」

　須賀くんはサンドイッチをパクパク食べながら言う。その他にどでかいカップラーメンがお湯を注がれて待機中である。

　すごい食欲。やっぱ、若いわ、この子。

　当たり前か、だって私と五歳も差があるんだもんね。

　っていうか、そもそも彼女じゃないんですけど、その辺まだ、ご理解いただけていないわけね。

「倫子さん、想像してみてくださいよ。この誰もいないオフィスでふたりきり。若いふたりは、食欲を満たした後に、何をしたくなると思います？」

「眠くなるよね」

　私はなんの気なしに答える。

「ほほー」

　須賀くんが呑のん気きな相あい槌づちを打つ。感心しているようなので、私は至って真面目に補足を加える。

「成長ホルモンが出ると眠いらしいよ。若いうちに眠いのはそのせいなんだって」

　私の回答に須賀くんががっくりとうなだれた。

　え？　私、なんかハズした？

「だーかーらー、ちょいちょい天然挟まないでくれます？　今、真面目に答えたよね、倫子さん」

　不覚にも叱られてしまった。

　悪かったわね、真面目に答えて。そういう面白味のないところが、男にウケないって知ってるんだから。

「性欲ですよ！　性欲を満たしたくなるでしょ！」

　言うなり、須賀くんが椅子の上の私を抱きしめた。

　性欲!?　何を言いだすんだ、この子！　っていうか、警戒していたはずなのに、まんまとヤツの腕の中にいることにパニックだ。

　須賀くんの顔が私の制服のベストに埋うずめられる。吐息が肩に染みる。

　私はさらなる濃厚接触に悲鳴を上げた。

「やめて！　ごはん中!!」

　焦っているせいか、気の利いた拒否の言葉も出てこない。須賀くんがツッコむ。

「ごはんが終わったらいいんですか？」

「ダメ！　やだ！　拒否！」

　小学生のような言葉で拒絶を示し、両手で彼の胸をぐーっと押すけれど、びくともしない。私の両腕は彼の胸の前で縮まったままだ。

「あー、そんなふうに拒絶されたら、無理やりになっちゃうなぁ」

　須賀くんは私の制服の背をサワサワと撫なでる。制服のシャツとベストの向こうに須賀くんの手の感触を感じる。

　くすぐったいなどのプラスの感情は湧いてこない。ぞっとする。

　須賀くんの使うシャンプーなのか、コロンなのか、間近の襟足から香りがふわっとただよってくる。男性的なシトラス系の香り。この香り自体は爽やかだし、須賀くんによく似合う……ってそうじゃなくて、これほど近くで嗅がなくてもいい！

　私の頬がくっついた須賀くんの首筋は、滑らかだけど、決して女性的には見えない。男の人の身体だ。

　彼の吐息は私の肩から移動し、首筋や耳みみ朶たぶにかかる。まるで私の香りを確かめているみたいだ。そんな動物的なことをされたら怖い。私は拒否のため、両手に力を込め続けるけれど、彼の抱ほう擁ようからのがれることはできない。

　心臓がドクドクと強く脈打つ。

「倫子さん、すごくドキドキしてる。ほらぁ、想像続けて？　デスクに手をつかされて後ろから？　それとも椅子の上で騎乗位にする？　無理やりだったら、後ろから押し倒していれちゃうけどどうする？」

　たぶんいやらしいことを言われているんだけど、経験がないから想像つきません！

　力で敵かなわない私は必死に声を張りあげる。といっても広報課から誰か駆けつけたら大変なので、須賀くんにだけ聞こえるように。

「やーめーてー！」

「倫子さんが午後中エロい想像できるように、サービスしてるんですよー」

　須賀くんは熱っぽい口調で、ささやくように言う。

　このセクハラ男！　誰もが、あんたと同じ脳構造だと思うなよ！

　焦りつつ、須賀くんの気をそらす方法を一生懸命に考える。

　あ、手つかずのラーメン！　きっと、とっくに三分は経ってる！

「ほらっ！　ラーメン！　伸びちゃうよ！　勿体ない！」

「あ、それはそうですね。やばいやばい」

　須賀くんはあっさり私を解放した。

　私はオフィスチェアのキャスターを最大限利用して、肉食獣・須賀くんから思いきり距離をとった。

　身体が熱い。彼の吐息が当たっていた左肩付近は余計に熱い。

「今夜も公園でしょ？　見にいってもいいですか？」

「イヤ！」

　私は怒声に近い声を上げた。先週話しかけられただけでもぞっとしたのに、今日も来るなんて絶対にごめんだ。

　でも須賀くんは堪こたえていないようで、ラーメンをすすりながら何気なく言う。

「お友だちに彼氏って紹介してくださいよ」

「死んでもイヤ！」

　……しかしその晩、客席のいちばん目立つ場所で須賀くんが私を見ていたのは、言うまでもないことだ。










スーパー送り狼




　なんで、私なんだろう？　やっぱりわからない。

　自分が地味でイケてないって、よくわかってる。

　身長は人並み、スタイルも人並み。そりゃ、ダンスの衣装でショートパンツをはけば、『お、わりと脚長いじゃん』なんて自画自賛が出るけれど、それは誰も言ってくれないから、自分で褒めているだけであって……。

　胸は少しだけ大きいかな。といっても、高校生ぐらいからＣの六十ってサイズで固定しているから、実際のカップはわからない。ランジェリーショップで測ってもらえるらしいけれど、恥ずかしいもん。

　顔は……お世せ辞じ抜きで普通だと思う。崩れてはいない。一応、二重。鼻もお団子なわけじゃないし、歯並びだって悪くないと思う。

　ただ、この全体を覆う〝地味感〟。〝かまってない感〟。

　それが、私をいっそうブスで非モテに見せている気がする。

　昔は違ったと思う。人並みに自分磨きに興味があったし、ネイルサロンやエステに行ったことだってある。服や靴にもお金を使ってみたりした。

　でも、だーれも私を見てくれない。

　会社でも、友だちに誘われていった合コンでも、私がちょっと頑張ったくらいじゃ、だーれも注目してくれない。

　私はあくまで〝普通の子〟。美人だったりおしゃれだったりする子は、すぐに男の子が話しかけてくれる。

　普通な私は、相手や周囲を楽しくさせなければならない。

　実際、話がうまくて気が利く子たちはどんどん彼氏をつかまえていく。でも私はいつだって出遅れて、コミュニケーションの分野でもモタモタとどんくさい。

　ちょっと素敵だななんて思った男子も、私と話すのは数分、すぐに盛りあがっているほうに行ってしまう。

　私が美人じゃないからだ。うまく立ち回れないからだ。

　そのうち、私は努力をやめた。

　どうせ、誰も見てくれないし、見てくれたって、私は他の子みたいに機転よく振舞えない。きっと、私が可愛いと思ってやっていた努力だって、マイノリティなんだ。男の人たちは「あいつ、頑張ってるつもりかな」くらいに笑っていたかもしれない。

　どんどん卑屈になって、気づけば私は、自他ともに認める〝社内イチの地味女〟。

　だから、こんなことはからかわれている以外の何ものでもない。

　須賀くんのしかけてくる〝恋愛ごっこ〟が、私には息苦しい。

　過去の男性たちの残念そうな顔が浮かぶ。須賀くんは、ゲーム感覚で私を口説いているのだろうけど、彼だって私と親しくなればわかる。

　ああ、この女面白くないや、って。

　だから、私はこれ以上須賀くんとは親しくなりたくない。

　接近してほしくない。〝がっかり〟とセットのアプローチなんていらない。




　金曜日は、営業課と広報課の合同飲み会だった。営業の一から三課と広報課。あわせて六十人以上いるけれど、今日集まったのは五十人弱。会社御用達の居酒屋も、二階座敷を貸しきりにしてもらわなければならない。

　ホントは飲み会なんて嫌い。

　たいして飲めるわけではないし、一緒に器用に盛りあがれるわけでもない。隅っこでひとりぼっちになっちゃうこともある。でも、三課の営業さんたちは気楽に言う。「唯一の女子なんだから参加してよー」って。毎回断っていては和を乱す気がして、今日も私は渋々参加する。

　いいんだ。今日は広報課時代の後輩、堀ほり 弓ゆみ枝えちゃんが来ている。弓枝ちゃんと、私と同じ課の白木さんが両隣だから、まだ安心感がある飲み会になりそうだ。白木さんは五十代前半で、昔ラグビーで慣らした大きな身体の男性営業マン。優しくて陽気なオジサマで、私はけっこう仲良しだ。

　ささっとあたりを見回すと、須賀くんが広報課の女子に囲まれて笑っている。

　まあまあ遠くの席だ。よし、そのまま動かないでちょうだいよ？

　私は端のほうに座を占め、飲み会がスタートした。

「倫子さぁん」

　ダメだ。あいつは即やってくる！

　私の正面、若手社員を押しのけて席についたのは須賀 渡だ。早いよ、席替えが！

「一緒に飲みましょう」

　須賀くんの手にはお決まりの、お酌用瓶ビール。

　でも、今日は強力な助すけっ人とがいる。隣から弓枝ちゃんが力強く声を張った。

「ちょっと、須賀くん！　倫子さんに絡まないで！」

　彼女は現在も広報課に所属し、須賀くんの先輩に当たるのだ。

「絡んでないですよ！　これはアプローチってヤツです」

　当然の権利のように、笑顔で言いきる須賀くん。

　まさか、この場で彼氏候補だとか、お試し期間だとか言いださないよね？

　目の前の意味不明男が何を言いだすかと、戦々恐々とする私。

　すると横から白木さんが話に入ってきた。

「なんだ、須賀。最近やたらとうちの課に来ると思ったら、安斉さんが目当てだったのか」

「やだなぁ、仕事はしてるじゃないスか。ついでに」

「ついでかよ！」

　白木さんが盛大にコケてみせる。

　その隙に、弓枝ちゃんが私に耳打ちする。

「知ってるとは思いますけど、ヤツですからね。須賀 渡は女の敵。泣かした女は数知れず。要注意ですよ」

「大丈夫だよ。からかってるみたいなんだ、この子」

　私は苦笑いをしてみせる。須賀くんの『つき合いましょう』発言は、なんとしてもバレたくない。

「だと、いいんですけど。確かにあいつ、よく三課に行ってるなぁ。マジで倫子さんに手ぇ出す気かも」

　弓枝ちゃんは片眉を下げ、腕を組み、考える仕草だ。

　さすが弓枝ちゃんだ。去年、大学からつき合っていた彼と二十九歳でゴールインした、堅実なしっかり者。よく見てるわ。

「あ、もしかしてお昼も絡まれてたりします？」

　弓枝ちゃんは声をひそめ、続ける。須賀くんと白木さんは一気飲み合戦を始めているので、私たちの内緒話には気づいていない。

「まあ、ね」

　私は複雑な表情で頷いた。

「やだ！　最悪！　ね、倫子さん。週何度かは私と外食にしましょ？　安い定食屋さん見つけたんですよ」

「あ、ホント？　助かるなぁ」

　私たちは火曜と木曜のランチを外食にする約束をした。

　月曜は社内会議で営業さんたちが居残っていることも多いし、これで須賀くんの襲撃を週五から週二に減らせる。

　あー、飲み会に来てよかった。弓枝ちゃんに話せてよかった。

　私は安堵して、須賀くんに注がれたビールに口をつけた。




　しかし、私が『よかった』と思ったのはここまでだった。

　弓枝ちゃんが、結婚祝いだと広報課のおじさん社員たちに呼ばれて席替えをすると、須賀くんが攻勢に出てきた。

　須賀くんがニヤニヤと私の瞳を覗き込む。

「倫子さん、飲んでます？」

「私……あんまり飲めないから」

　私はうつむきがちに呟く。

「嘘うそだー。実はわりと飲めるって知ってますよ。俺、何年も倫子さんのこと、見てるもん」

　またまた、このチャラ男は適当なこと言って。

　確かにまったく飲めなくはないけれど、今この場で彼と差し向かいで飲むのは遠慮したい。

「イヤ、ホント無理だから」

「ねえ、なんの話しましょっか？　俺たちもっと、お互いのことを知り合うべきだと思うんですよね」

　やだ！　知り合いたくない！

　白木さーん、助けて～！と横を見るけれど、白木さんは他の若手社員とまたしても一気飲み対決中。これだから体育会系は！

「大学時代の話とか？　ね？　俺はねー……」

　私は彼の話をうんうんと流しながら、なるべく親密に見えないように顔をそむけ続けた。この場のごまかしに、目の前にあった日本酒をゴクゴクと飲む。

　後で気づいたんだけれど、その日本酒が次々と追加されていたのは、須賀くんの手配だった……。

　しかし、自分ではそれほど飲んだつもりはなく、『ふわふわするな』くらいにしか思わなかった。

「ねえ、倫子さん。もう少しこっち見てよ。俺の顔嫌い？」

「嫌いとかじゃなくて……その……」

「倫子さん、他に好きな男がいるわけじゃないんでしょ？　なら、いいじゃん、俺で」

　お酒も進み、場もくだけ、須賀くんはどんどん大胆になっていく。周りの目を気にせず私を口説き始める。といっても、周囲の人たちがこちらを気にしている様子はなかった。

　お酒が入って彼の瞳はかすかに潤み、女性誌の男性アイドルのグラビア並みに艶つやっぽい表情を見せる。こういう自分の顔が女子に人気だってこと、彼は自分で熟知しているに違いない。

　私は逆に周囲を気にして、怒って拒絶ができない。あまり大きな声を出して、注目を浴びたくないもん。彼の、今にも私の手を握りかねない距離感に、不安を覚える。

　こうして見れば、須賀くんはやっぱりイケメンだ。客観的にはそう思う。

　しかし、他の女の子たちがときめくように、私の心は動かない。キスされたり、抱きしめられたりと不意打ちを食らえば、そりゃパニックにはなるけれど、恋愛方面には気持ちが向かわない。

　だって、明らかに私と世界が違う。今までの恋愛偏差値も、今後の恋愛観も。

　私の現在のドキドキは、お酒のせいと、会社の人たちの前で彼とふたりきりという特殊な状況のせいだ。

「今度、おうちデートしましょうよ。俺、ごはん作ってあげる。倫子さんのリクエストならなんでも作るよ」

「や……ホント……そういうの……」

　無理。男の人をうちにあげるなんて無理。小学校から数えて、男子がプライベートスペースに入ってきたことなんて一度もない。兄の友だちが来ているだけで、部屋に引っ込んでしまうタイプだったんだから。

　こんな押せ押せ男、余計無理。何されるかわかんないもん！

　その時だ。

「おいおい、須賀ぁ。おまえ、飲みすぎなんじゃねーかぁ？　安斉さん困ってんぞ」

　頭上から声が降ってきた。見上げると、営業一課の藤とう堂どうさんがいた。

　社内イチのイケメン登場だ！　私より三つ上の三十四歳。美人の同期さんと職場結婚して、今や一児のパパだけど、男っ振りは私の入社当時から変わってない。現在奥さんは専業主婦、女子のウワサではうらやましいくらいの円満夫婦なんだって。

　藤堂さんは、弓枝ちゃんがいた私の隣の席にどっかと座る。

「安斉さん。大丈夫？　顔色、真っ白だよ。外の風に当たる？」

　藤堂さんの優しい態度に緊張がゆるむ私。

「あ……そうですね。……ちょっと外に行ってきます」

「危ないから肩貸すよ」

　藤堂さんが、肩どころか私の腰を支えるように身体を起こしてくれる。

　普段だったら赤面確実のシチュエーションだけど、この時の私はけっこう酔っていて、恥ずかしいとか思う余裕がなかった。

　須賀くんは置き去り。どんな顔してるかは見えなかったけど、正直、離れられてほっとした。

　藤堂さんに連れられ、居酒屋の外に出る。飲み屋街の喧けん騒そうの中だけど、酔った頭に新鮮な空気は美味しかった。

「そうだ、この前はありがとうね」

　藤堂さんがタバコに火をつけながら言う。

「ああ……たいしたこと、してないです……」

　先日、一課の営業事務全員がインフルエンザにかかった時、私が仕事を代行したのだ。幸い、うちの課は出張が多く仕事が少なかったし、私も久しぶりに本気を出せる仕事量で嬉しかった。何年も仕事しかしていないと、単純な入力作業でも、スピードや量を求められる局面では喜びを見いだしてしまう。

「ホント、うちの女子社員がみんな安斉さんみたいならよかったよ。仕事は速いし、清楚な美人だし」

　は？　美人ですと？

　なんだろ、最近褒められること多いな。モテ期ってヤツかな？

　私は、まじまじと藤堂さんを見つめる。

「安斉さん、一課に異動にならないかなぁ。俺、本気で部長に頼んでみようかな？」

「またまた……お世辞言っても……何も出ませんから……」

　悪い気はしないけど、まぁ、妻子持ちとチャラ男にモテても仕方ないや。

「あ、でもホントお礼はしたいからさ！　今度、ごはんおごらせてよ。安心して、薄給の俺がおごれるのって激安ランチくらいだし」

　藤堂さんは妻子持ちの余裕なのか、もともとのイケメンパワーなのか、スマートに私を誘う。どこかの誰かとは大違いだなぁ。

　私は少し気をゆるめ、頷いた。

「あはは……。じゃあ激安ランチならお供します」

「おー、じゃあ来週の月曜、誘いにいくよ」

　私たちがニコニコ笑い合っていると、背後からよく知った声が聞こえた。

「倫子さん、具合どう？」

　来たっ！　やっぱりあのまま引き下がるヤツじゃなかったか。

　振り返ると須賀くんが、私のコートとバッグを持って立っていた。

「酔っちゃってるみたいだし、俺、タクシーで送りますよ」

　なんで、あんたがタクシーで送るのよ！　ひとりにさせてよ！

　私は両手を顔の前に出し、お断りのポーズをとる。

「だ、大丈夫だよ。まだ電車あるし」

　言いながらよろける私を、再び藤堂さんが支えてくれる。須賀くんがむっとした顔で、私に近寄ってくる。

「ほら、ひとりじゃ危ないよ」

「おまえと一緒のほうが危ないんじゃないのか？」

　藤堂さんがからかい半分、本気半分の声音で言う。

　須賀くんはバカにしたみたいに笑った。

「俺、不自由してないんでぇ。酔っぱらった女の子に変なことはしないですぅ」

　反論を許さずに、須賀くんが私の身体を藤堂さんから引きとった。先輩社員相手に、相当強引な態度だった。

　肩を抱かれ、大通りまで引っ張っていかれる。すぐにやってきたタクシーに、私は押し込まれてしまった。

　須賀くんが運転手に短く行き先を告げ、タクシーは滑らかに発進した。

　私は酔いと、それにともなう眠気でぼんやり。

　早く帰りたい。この面倒な男子から離れたい。

　ややあって、須賀くんは私にポツリと話しかけた。

「覚えてます？　昔は逆の立場でしたね」

　なんのことかわからず、視線だけ須賀くんに向ける。

「倫子さん、酔っぱらった俺を、こうやって送ってくれたじゃないですか」

「え？」

「うわ、忘れてるし。三年半前。納涼祭で酔った俺を、介抱してタクシーで送ってくれた。ホントに覚えてないんですか？」

　言われてみれば、彼が新人時代にそんなこともあった気がする。うっすらと脳内に画像が浮かぶような浮かばないような……。

　でも、私が覚えている須賀くんの新人時代のエピソードといえば、入社一ヵ月で同期の女子五人全員と関係を持って、全員を振って、そのうちふたりは二ヵ月で退職したという……。伝説的なタラシエピソードのみだ。

「あの頃、俺二課で。みんなすっげー飲む人たちだったから、簡単に潰されちゃってさ。倫子さんが助けてくれたの、よく覚えてる。路地で吐いてる俺の背中をさすってくれて、送ってくれて、俺が部屋に入るまで心配そうに見ててくれた」

　須賀くんは懐かしそうな、感慨深そうな声だ。

　なるほど、だから今、私を送ってくれているわけだ。

　なんだ、善意の恩返しに『早く帰りたい、離れたい』なんて思っちゃって、悪かったかな……。

　タクシーが停まる。須賀くんはさっとお金を払い、私を連れだした。

　あれ？　そういえば、うちの住所言ってないし、ここどこ？　駅？

　目の前にはネオン煌きらめくお城風の建物がある。これって、まさか……。

　須賀くんが私を抱えるように中に入る。

　狭いフロントに微妙なタイル張りの内装。部屋の空き状況がわかる電飾。

「ちょ……待って！　恋人同士でもないのに、なんで……ホテルなんか入るの!?」

　呂ろ律れつすらあやしい自分自身に戸惑いつつも、必死に叫ぶ私。須賀くんが『何こいつ』といった表情で私を見ている。

「はあ？　酔い醒ざましにご休憩使うのなんてフツーでしょ？　さては、倫子さん、こういうところ来たことないんだ？」

　図星を指されて、反射的に言い返す。

「バカ言わないで。……あるわよ！　ホテルくらい！」

「じゃあ、休んでいきましょ」

　エレベーターで三階に移動し、ごわごわの絨じゅう毯たんが敷かれた廊下を進む。ワインレッドの壁紙、飾られた妙な趣味の静物画。狭い廊下は、すれ違うのも大変そうだ。別のカップル同士が鉢合わせしたら、気まずくないのだろうか。

　酔っているせいか、変なことに考えが回る。

　洋館の蔦つたのような、悪趣味な飾りのついたドアの前に立ち止まり、須賀くんが鍵を開けた。部屋に入ってすぐに、私は自分がはめられたと知る。

　須賀くんはそれまで支えていた私の身体を、乱暴にダブルベッドに投げだした。

　うわ、いきなり、何？

　自分が何をされたのか把握できない。スプリングで弾みながら、私は天井の鏡に気づく。へー、こんなのついてるんだ。

　……なんて呑気なことを考えていたら、スーツの上着を脱ぎ捨てて、須賀くんが覆い被さってきた！

　須賀くんの端整な顔が間近にある。お酒のせいか、その頬が上気している。

　彼の身体は熱い。この前と同じ彼の香りと、男の人の重みを感じる。

　驚く私の唇をキスでふさぎ、彼は私のコートを開いた。私の私服は大人しめなレースシャツにカーディガン、膝ひざ丈のペンシルスカート。こんなの『脱がせてください』っていうくらい難易度が低い服じゃない！

　案の定、須賀くんは私の唇を丹念に味わいながら、器用にカーディガンとシャツの前を開けていく。

　怖い……!!

　男の人が、明らかにそういった意味合いで私に触れてきている。

　私は必死に彼の手を押し留めようとするけれど、酔いと恐怖で力が入らない。

「んーっ！　んんーっ！」

　キスからのがれようと首を振り、唇が束の間空気に触れる。しかし、相手は百戦錬磨だ。あっという間に再び唇をふさがれた。

　それどころか、須賀くんの右手が開かれた私の襟から中に入ってきた。ブラジャーの上からバストを触る手。

　信じらんない。

　酔ってる女の子には何もしないとか言っておいて、めちゃくちゃヤル気じゃん!!

　私は拒否の意思表示に首を激しく振った。しかし、須賀くんは解放してくれるどころか、大きさを確かめるように手でバストを包み込んだ。

　下着越しに感じる温度に恐怖を覚える。

　空いている右手で彼の肩をつかみ、遠ざけようとするけれど、片手で持ちあがる体重じゃない。酔いで力もうまく入らない。

　拒否の言葉は唇を弄ばれている以上、発することができない。

　怖い！

　彼は本気だ。

　唇をほんの少し離して、須賀くんがささやいた。

「ははっ、やっぱ着やせしてますね。Ｄカップよりあるかな」

　須賀くんはわざといやらしく響くように、言葉を選んでいるようだった。

「……やめてよ」

「やめませんよ。倫子さんのペースだと、いつまでも身体は試してくれなさそうだから。今夜はたっぷり俺を試乗してみて？」

「やだっ……たら」

　私は引きつった顔で言う。恐怖で目は見開かれ、きっと色っぽい表情は欠片かけらもしていないだろう。

　須賀くんの唇が私の顎に移動し、そこから鎖骨までつーっと舌が這った。感じたことのない刺激に、私は身体を硬直させる。

　首筋、鎖骨、彼の唇と舌がせわしなく動き回る。右手はブラジャーの上からだけど、私の胸の突起を弄んでいる。

　気持ちよさなんて感じない。恐怖しか感じない。これから何が始まるのか、そして何をされるのか、おぼろげに想像がつく。

　恐怖と彼の重みで身体が動かない。唇が震え、声は出し方を忘れてしまったかのようだ。

　やめて！

　私は叫びたかった。

　やめて！　お願い！

　これじゃ、レイプだよ!?

　やめて！　こんなことやめて！

　ダメだ、言葉が出てこない。

　逃げなきゃ！と思うのに、身体がまったく言うことを聞かない。目の前の須賀くんが見知らぬ他人に見える。

　どうしよう！　私、こんなかたちで処女をなくすの？

　自分の過失で？

　チャラい後輩の気まぐれで？

　パニックになればなるほど、声が出ない。代わりに涙が溢あふれだした。恐怖と後悔と、何より混乱で制御が利かない。

「うっうっ……」

　言葉じゃない、嗚お咽えつが私の喉のどをせりあがる。

「ううっ……うぇぇぇぇん」

　私は声を上げて泣きだした。子どものようにエンエンと大声で。

　さすがに須賀くんは驚いた表情を見せ、私の上から少し身体を浮かせた。

　強く感じていた彼の重みがなくなり、身体の自由が戻った感覚がする。

　私を見下ろす彼の瞳は困惑の色を映したかと思うと、すぐにぎゅっとつぶられた。

「わーかりましたよ！」

　須賀くんが表情を歪ゆがめた。悔しそうにも、切なそうにも見えた。

「そこまでいやがられちゃできません！　今夜は何もしませんから、どうぞ寝てください！」

　私から目をそらし、やけっぱちな口調で言うと、須賀くんは私の上から退いた。そのままベッドから下り、背を向ける。

「風呂行ってきます！」

　私はシャツの前を合わせ、しばし彼が消えたシャワールームの扉を見ていた。

　手足の震えがおさまらない。今の一連の出来事はなんだったのだろう。私はパニック状態から平静に戻ろうと、何度も深呼吸をする。少しずつ心臓のスピードが落ちついていく。

　それからシワになるのを覚悟で、かけ布団の中に潜った。

　シャワールームからはいつまでも水音が聞こえ、須賀くんはなかなか戻らない。酔いと大泣きした疲れだろう。いつしか、私は眠りに落ちていた。




　翌朝、痛む頭を押さえて身体を起こすと、まず自分が見知らぬ場所で寝ていることに気づいた。軽いショックとともに、ゆうべの記憶がありありと甦よみがえる。

　そうだ、私、酔って、須賀くんに押し倒されて、それで泣いちゃったんだ。

　酔っていたとはいえ、三十一歳にもなって怖くて泣いてしまうなんて……。

　恥ずかしすぎる。死にたい……。

「おはよーございます」

　声のほうを見ると、ひとりがけのソファに頬杖をつく須賀くん。座って脚を組み、こちらを見ている。よれたシャツと、ワックスが流された彼のサラサラの髪が時間の経過を物語っていた。

　たぶん、私がベッドを占領して寝ちゃったから、ひと晩ソファにいたのだろう。もしかすると、ひと晩中寝ていないのかも……。

「出ましょっか」

　どうでもよさそうな表情で言って、須賀くんが眠そうに伸びをする。

　私はそろそろとベッドから這いだし、気まずく頷いた。




　外に出ると、まだ頭上には紺色の夜が残っているものの、空全体の明るさは夜明けが近いことを感じさせた。空気は冷たく、あんなことがなければ、清々しい早朝と言えただろう。

　ふたりで不忍池しのばずのいけに沿って、上うえ野の駅まで歩く。

　どちらも無言だった。

　須賀くんは少し前を歩き、私は仕方なしにその後をついていく格好だ。

　謝らないぞと、私は心中誓う。

　絶対、謝らないぞ。

　そりゃ、ノコノコついていったのは私だけど、ひと晩彼をソファに放置してぐーすか寝てたけど、信用させておいて騙だまし討ちなんてひどすぎる。

　本気で、本気で怖かったんだから……！

　須賀くんが立ち止まった。大通りに戻り、缶コーヒーをふたつ買ってくる。ひとつを私の手にのせてくれた。私は須賀くんから目をそらし、わたされたコーヒー自体をイヤなもののように、手のひらの上で持て余す。須賀くんはわずかに眉尻を下げたけれど、すぐに真面目な表情に戻った。

「……倫子さん」

　私は消え入りそうな声で答える。

「……何？」

「ゆうべは怖い思いをさせてしまって、すみませんでした」

　須賀くんが私に向き合い、あらためて頭を下げた。腰から折った最敬礼だ。そのまま身体を起こさず、しばらく停止している。

　私は須賀くんの意外な行動に驚いたけれど、ぐっと気合いを入れ直す。

　ここで、甘い顔をしてなるものか！

「これで、わかったでしょ？　私は、きみがつき合ってきた女の子たちみたいにはいかないの。もう、こんなことやめて」

「そうなんですよね……。ねえ、倫子さん」

　須賀くんが真顔で問うた。

「倫子さん、処女ですよね？」

　私はぎょっとした。すぐに否定しようとしたけど、あまりに挙動不審で、もう答えを言っているも同然だったと思う。

「やっぱり……。じゃあ、俺なんかに軽々しくやれないよな。バージンは」

「う……うるさいなぁ！　きみには関係ないでしょう？」

　須賀くんは、私を見つめる。その瞳は今まででいちばん真しん摯しで熱を帯びていた。

「倫子さん、お試しでつき合うのは保留します。その代わり、俺が倫子さんの男慣れを手伝います」

「は？」

　私は不可解といった表情で須賀くんを見つめ返す。

「倫子さんが処女あげようと思うのって、もう結婚とか意識した人になると思うんですよね。でも、三十過ぎて男性経験ゼロはフツーの男にとっちゃ、正直重い」

　須賀くんは分析するように言う。

　うう、やっぱりそうだよね。重いよね……。

　須賀くんの言葉を聞いて、私はあらためてショックな顔をしてしまう。

「だから、俺が手伝います。本番以外の男性経験全部。倫子さんが処女あげたい人が現れるまで！」

　須賀くんが自信たっぷりに請け負った。まるで、名案を思いついたと言わんばかりの表情だ。

「わっ……わけわかんないっ」

　私は唸うなるように言った。

　ホント、何を考えていたら、こういう思考になるんだろう？　意味不明すぎる！

「大丈夫、俺、この分野大得意ですから！　きっと倫子さんを場慣れしたアラサー女子に育ててあげられると思います。もう、昨日みたいな無理やりはありませんから！」

　私は須賀くんを置いて、先に歩きだした。

　あきれたというか……、これ以上話しても意思の疎通は難しいように思える。

　もういいよ。ゆうべので十分。

　頼むから、私を放っておいて！

　私はコートの裾すそをはためかせ、ローヒールのパンプスをガツガツ打ち鳴らしながら、駅に向かって歩いた。










振り回される日々




　月曜日のお昼、藤堂さんが誘いにくるまで、私は飲みの席で交わした約束を忘れていた。営業三課に現れた藤堂さんは、人目もはばからず私を呼ぶ。

「安斉さん、お昼行こう」

　あ、お礼の激安ランチの件かぁ。わけのわからない須賀 渡のせいで、完全に頭から消えていたよ。

　藤堂さんに連れていってもらったのは、居酒屋が並ぶ通りの一軒。キレイとは言いがたいけれど、のれんの間からいい匂いがただよってくる。すでにサラリーマンの行列もできている。回転がいいようで、列に並んだ私たちは五分ほどで席につけた。

　カウンターが八席と四人がけの席がふたつ、ふたりがけの席が四つ。それほど広くない店内にひしめき合って置いてある。そこがすべてサラリーマンで埋まっている光景は、なかなか壮観だ。

　メニューは壁に貼ってあり、すべて手書きだ。ほとんどがおつまみで、ランチの定食類は別に書かれたメニューをわたされる。活字で並んでいるのは、定番だけど魅力的な定食の数々だ。

「美味しいです」

「だろ？　オススメなんだよ、ここ」

　私が頼んだのは肉じゃが定食で、藤堂さんはミックスフライ定食。小鉢もふたつついて七百円という金額設定。この立地と内容を考えたら安い部類だ。

　そして何より、美味しい！

「ありがとうございます。今度、またひとりで来ちゃうかも」

「えー、その時は俺を誘ってよ。社内にいればさ」

「え……あはは」

　私は答えに困って、曖あい昧まいに笑う。

「ここ、夜は飲み屋なんだ。つまみもうまいから、夜のお誘いでもいいよ」

　藤堂さんは邪気なく言う。

　モテ男さんって、こうやって無意識に相手を懐に入れちゃうんだな。うまいっていうか、すごいっていうか、凡人にはマネできないっていうか……。

　私にまでそんなサービスしなくていいのに。

　私が男性慣れしていない未経験女子じゃなかったら、「あ、手応えはイイ感じ。今度は夜も誘っちゃおうかな。飲みも、その後も……」くらいは思うのかもしれない。

　でも、地味でモラリストな私は、妻子持ちとはきっちり距離を置くことにする。

「ありがとうございます。お気持ち嬉しいです」

「ところで……ねえ、安斉さん。須賀には気をつけなよ？」

　急に藤堂さんがトーンを変えた。

「あいつ、悪いヤツじゃないんだけど、女関係はだらしないからさ。安斉さんみたいな、真面目できちんとした人が巻き込まれるのは、見ていて忍びないんだよ」

　心底、私を心配した口調で、藤堂さんは言う。やっぱり見ていてくれる人は、彼の暴挙に気づいているのね。

　私は藤堂さんの気遣いに嬉しくなったけれど、須賀くんを悪く言う気にもなれなかったので、首を横に振った。

「ありがとうございます。でも、きっと気まぐれだと思うので、放っておこうと思います。そのうち飽きると思いますし」

「そう？　……もし、困ったことがあったら言うんだよ？　俺でよければ、力になるから」

　藤堂さんが優しく目を細めて言った。善意の眼差しはなんだか居心地が悪かった。私が男性の視線に慣れていないこともあるだろうけど、なんとなく男性全体に警戒心が湧いてしまう。

　ランチを終え、藤堂さんとエレベーターで別れてオフィスに戻ると、白木さんがデスクから顔を上げた。

「一度、須賀が来たよ」

「え！　はい」

　私は驚いて答える。なぜか、気まずい気分になる。

　月曜は営業さんがたくさん残っているから来ないと思っていたのに……。イヤイヤ、それはともかく気まずくなる理由はない。

　白木さんが私の表情をうかがうように言う。

「藤堂くんとごはんって言っちゃった。……マズかった？」

「マズくないですよ！　全っ然！」

　……たぶん。




　十八時過ぎ、オフィスを出て玄関フロアに下りると、須賀くんが無人の受付にもたれて待っていた。

　私に気づいて顔を上げる。その顔は無表情に近い。

「帰りましょ」

「社内で……待ってるのやめようよ」

　私は須賀くんとの距離を十分に保ちつつ、つい顔をしかめてしまう。彼の、当然といった態度が気に食わないのもある。

「藤堂さんとは並んでお昼を食べにいくのに？」

　やっぱり、引き合いに出すのか、お昼のことを。

　私はむっとして答える。

「藤堂さんは別に変なこと言わないし、しないもの」

「どーだか」

　須賀くんは冷めた表情で言い、先に立って歩きだした。

「わかりました。今度は駅で待ち合わせましょう」

　背を向けたまま彼は言う。私は待ち合わせなんかしたくないんだけど、という意見は聞いてもらえないんだよね……。社内で言い合いをしたくもなく、仕方なくついていく。

　結局、この日も須賀くんに夕食に連れていかれた。本日はオイスターバー。毎日、これじゃ散財だ。ある程度言うこと聞きながら、一緒に夕食をとる回数は減らさないといけない。毎回ワリカンにするにしたって、けっこうな額になってしまう。

　帰り道、駅まで歩きながら私は口を開いた。いくら来るなと言っても、須賀くんは言うことを聞かないだろう。それなら、先手をとるべきだ。

「ね、お昼、火木は弓枝ちゃんと食べるから。来るなら、それ以外の日に来て」

「はあ」

　それまで、いつも通りしゃべっていた須賀くんの様子が、さっきの不機嫌モードに戻った。私はひるまず続ける。

「あと、夕食も。毎日は無理だから、行く日を決めてにしよう？」

　すると、須賀くんが私の右手首をぎゅっと握った。

　びくっとして彼の顔を見る。須賀くんのはっきりとした二重の瞳が、不満そうな色に染まっていた。

　ぐいっと引っ張られ、私は路地裏に引きずり込まれる。

「ちょっと！」

　拒否する前に、彼が私の身体をビルのすすけた壁に押しつけた。

　脚の間に彼の太ももが押し入れられた。そのまま強引に上を向かされキスされる。

　通算三度目のキスだ。拒否しようにも、こうなった時の須賀くんの力は強く、私の反抗なんか簡単に押し込められてしまう。

　一度押しつけた唇を離さず、舐なめあげ、噛み、舌を絡め、激しく唇を交わすと、須賀くんは私を解放した。でも、まだ右手首を離してくれない。

　私は意に反するドキドキに戸惑いながらも、須賀くんを睨みつける。

「藤堂さんなら、毎日誘ってもついていく？」

「……え？」

　なんなの？　また藤堂さんが出てくるの？

　須賀くんは冷たい表情で私を見つめている。しかし、その瞳はやけに熱っぽく、視線は痛いほどだ。顔と顔の距離がぐっと近づき、鼓動が跳ねる。

「藤堂さんが相手だったら、キスもセックスもイヤじゃない？」

　言われたことの意味を理解して、カッと頭に血が上った。

「バカ言わないで！　藤堂さんは奥さんがいるでしょ。私は今日、仕事のお礼でおごってもらっただけ！」

　須賀くんが全然私を信用していない目で見下ろす。

　向かい合った状態から、須賀くんの唇が私の耳元に移動する。私は耳にかかる吐息にびくっとした。

「ねえ、あんなヤツとふたりっきりにならないでくださいよ」

　口調は艶っぽく、誘惑するかのようだ。

「きみとふたりっきりになるほうが不安だよ！」

「あんなヤツにバージンあげるの、許しませんからね」

　私はドンと彼の胸を押した。須賀くんが一歩下がる。

　私は怒った顔をしていたと思う。誰にバージンあげるかなんて、須賀くんには関係ない。彼の束縛的な態度と言葉に腹が立った。

　でも心と裏腹に、彼の吐息がかかっていた耳朶が熱い。胸も苦しいほどにドキドキしている。

　須賀くんは少し黙ってから、急に表情を崩して笑いだした。

　え？　何？　どうしたの？

　私は予想外の反応に固まる。おかしそうに腹を抱えて、須賀くんは顔を上げた。

「どうです？　彼氏に嫉しっ妬とされる体験。……ドキッとしました？　後ろめたくなりました？」

　私はこの一連のやりとりの意味を理解し、あらためて怒りを感じた。

　また、からかわれていたんだ！　最低、こいつ！

　私は憤慨して歩きだそうとした。

「帰るから、手を離して」

　須賀くんは私の手を解放しないばかりか、指を絡めてくる。

「イヤです。手ぇ繋いで帰りましょう」

「やだ！」

「手、繋いでくれたら、さっき言ってたこと聞いてあげます。火木はお昼に行かないし、夕食は週一、二回ですね。了解、了解」

　須賀くんはあっさり了承する。

　なんだ、わかってくれたんだ。そうだよね、須賀くんだって私に時間を合わせるのが大変だったに違いない。

「その代わり、土日のどっちかはデートしましょう」

　須賀くんは前を向いたまま言いきった。表情はよく見えない。

「ええ!?」

　私は横に並び、下から彼の顔を覗き込んだ。

「ＯＫしないなら、手ぇ離さない。あと、社内でいろいろ言いふらしちゃう」

　こちらを見た須賀くんはイヒヒとアニメの悪役みたいに笑った。

　私は再び頭にきて、右手首をぶんぶん振ったけれど、須賀くんの左手は離れない。むしろ、彼を面白がらせるだけだった。

　なんなの、この自由なチャラ男は……。

　まんまと振り回され、言いなりになって、私は混乱して怒ることしかできない。今だって、キスに土日拘束の約束にと、いいことなしだ。

　やっぱ、こいつ最低最悪！




　不本意ながら、須賀くんとデートすることになった。

　行きたいとは思わない。断れないだけだ。彼にはダンスの件も、処女だって件も秘密を握られている状態なので、どうやったって私の分が悪い。

　ここはひとつ、大人しく従っておいて、彼の出方を見よう。今後、彼が私の〝男慣れ〟とやらにどんな方法をとってくるかわかるかもしれない。

　その週の日曜日、私は須賀くんと昼前に待ち合わせた。約束通りの休日デートである。須賀くんがサッカーを見にいこうと言ったのだ。

　私はサッカーに興味がない。ワールドカップなんかをテレビでやっていても、ほとんど見ない人間だ。そんな私が見にいって大丈夫だろうか？

　ジーンズで行こうかと思ったけれど、やっぱり私も女だった。せっかく出かけるんだしと、一昨年セールで買ったワンピースを着てしまった。これならシンプルだし、流行りすたりのないデザインだし、気合いも入ってなく見える！

　髪の毛は結ぼうか迷って、折せっ衷ちゅう案でてっぺんでお団子にした。ダンスの時はたまにするけれど、須賀くんには見せたことがない。

　変かな？　あ！　でも、後ろの席の人に邪魔だったらどうしよう！

　お化粧も下手なりに念入りに、かつ濃くなりすぎないように。口紅もピンクベージュで、普段より少し明るい色を選ぶ。

　……っていうか、私、須賀くん相手に何真剣に支度しているんだろう。デートだって半ば強制なのに。服とかメイクとか髪型とか、どうでもいいじゃない！

　よし！　今日は何があっても変なことをされないようにしよう！　キスされそうになったら、全力で逃げる!!

　そう誓いながら、私は待ち合わせ場所の駅に向かった。

「倫子さん、可愛いな！」

　改札を抜け、私を見つけるなり須賀くんが駆け寄ってきてそう言った。正直めちゃくちゃ嬉しかった。でも、素直に喜ぶわけにもいかず、内心嬉しい気持ちを隠して私はわざと仏頂面を作る。

「普段と変わんないよ」

「違いますよ。メイクも変えてるし、服もすげー似合う。お団子も可愛い！　男ってお団子嫌いなヤツいるけど、俺は断然肯定派！」

　そんなに褒めなくても……。彼にとってはデートの相手を褒めるのは定石なのだろうか。それだって、私を熱心に見つめる彼の目は眩しくて、頬が熱くなってしまう。思わず手の甲を頬に当てて確認してしまうほどだ。

　思い返せば私の人生、男の人に褒めてもらえることは、ほぼなかった。頑張って支し度たくしたのを気づいてもらえるって、こんなに嬉しいことなんだ！　自分の努力が認められたように感じてしまう。

　須賀くんが私の手を取る。

「軽くごはん食べてから行きましょう」

　今さら拒否してもしょうがないので、私は頷いた。

　サッカー観戦は思いのほか楽しかった。流れがよくわからない私に、須賀くんがさりげなく解説をしてくれる。

　それでいて、彼もきちんと楽しんでいるようで、私はほっとした。私の面倒を見ていて楽しく観戦できなかったら困るし。

　しかも、スタジアムが冷えるからと、須賀くんは薄手のブランケットを用意してくれていた。好かれる男って、こういうところがあるのね。マメっていうか？　気遣いができるっていうか？

　すごくデートらしいことをしている気がする。だって、周りを見ればやっぱりカップルはいて、彼氏が彼女に試合を説明している光景が多い。私と須賀くんもそんなカップルのひと組に見えているんだろうか。

　試合の流れに合わせて、歓声を上げたり、がっかりしたりする須賀くんは少年みたいだ。こんな無邪気な表情、初めて見たかもしれない。少しだけ……、本当に少しだけ、試合に夢中な須賀くんの横顔を可愛いと思った。

　スタジアムを出ると、タクシーで移動し夕食をとることにした。須賀くんが連れていってくれたのは、〝超〟がつくほどボロボロな中華料理店だ。

　のれんも引き戸も油染みができていて、ビニールのクロスは拭ふいても拭いてもくすんでいる。いきなりホテルでディナーってのはないと思っていたけれど、デートのわりにはお店の雰囲気に驚いてしまう。男の人ってこういう系、得意だよね。味がよければＯＫっていうね。

　しかし、出てきた料理の味は期待を裏切らない美味しさだった。中でも点心とデザートの杏仁豆腐は激ウマだ。

「普通の女子はこういうとこ、苦手でしょ？　倫子さんなら喜んでくれるかと思ってさ」

　確かに女子が来たがる外観はしていない。〝普通の女子〟に該当しなかったのが引っかかるけれど、事実このお店は完全に私のツボ！

　料理の素晴らしさに完全に心を奪われた私は、須賀くんのお店選びの正確さに感心していた。

「ダメ、美味しすぎる。また来たい、ここ」

　思わず、そんなことを言った私に、須賀くんが笑う。

「じゃー、また今度一緒に来ましょう」

　やだよ、ひとりで来るよ！……と言おうとしてやめた。

「うん、またお願い」

　私は素直に頷いていた。

　変なの。藤堂さんの時は即ご遠慮だったのに。

　妻子持ちとチャラ男、〝接近しちゃいけないレベル〟は同じくらいなのに。なぜか、須賀くんとまたここに来たいと思っちゃったんだ。

　……私、いったいどうしちゃったんだろう。

　会計の時、いつも通り自分の分のお札を出す私の手を、須賀くんが制した。

「デートなら男が払うもんですよ」

　私は不満な顔をする。いくら〝デートごっこ〟でも、須賀くんは後輩だし、私の感覚としては男性が必ず払う、というのは違和感がある。

「今日はデートの講習なんだから。たまには、俺の顔を立てさせてください」

　苦笑いして会計に立つ須賀くんの後ろ姿を眺め、私は釈然としないものの彼の言い分に従った。それがデートだって言うなら、一回くらいはおごられてあげよう。次回は私が払えばいいんだし。

　そこまで考えて、ぶんぶんと首を振る。

　なんで、次回のデートのことを想像してるのよ、私は。今日だってイヤイヤ来ているはずなのに、どうして次の機会なんて……。

　その日、私たちはごはんを食べてすぐに帰宅した。

　須賀くんは手を繋ぐ以外の接触をしてこず、別れ際もあっさり手を離し、普通に手を振っただけだった。

　よかった、変なことはひとつもされなかった。私は安堵しながら、帰路につく。

　家に着いて、インスタントコーヒーを淹いれる。ワンピースを脱いでハンガーを通すと、壁に引っかけた。

　今日の楽しかった場面がワンピースに染み込んでいるみたいだった。須賀くんとデート。男性と、初めてデートらしいデートをしてしまった。

　今もまだ胸が高鳴るのはなぜだろう。ドキドキワクワクした気持ちが抜けない。

　うーん、不覚にもイイ日だと思ってしまった。〝須賀マジック〟にハマってるかな？やばいかな？

　そんなことを考えながら、その日は眠りについたのだった。




　火曜日、私はオフィスでひとり残業していた。今日は事務処理が多くて、忙しい日だった。営業さんたちもみんな忙しく、まだ外回りしているメンバーも今日は直帰の連絡がきた。私が残りの処理を終わらせたら、このオフィスを閉めて出ないといけない。

　日曜から今日まで、須賀くんは模範的な〝彼氏〟だった。日曜の紳士的なデート、昨日は仕事で顔を出しただけ、今日のお昼は私が弓枝ちゃんと外食と知って、やってこない。

　うんうん、ようやく言うことを聞いてくれる気になったのか、ヤツも。

　それでも、私はなんで須賀くんが私とつき合おうとしているのかが、いまだにわからなかった。

　広報課で一緒だった頃、須賀くんは私に格別関わろうとはしなかった。広報課は女子の多い部署で、彼は課長から〝課内恋愛禁止〟のお達しを受けていたっけ。

　それでも、彼は女子社員とのコミュニケーションに暇いとまがなかった。婚約者がいる弓枝ちゃんにまで、ふざけてスキンシップをはかるので、よく怒られていたなぁ。

　そんな中で、私だけは彼がかまってこない立ち位置にいた。挨あい拶さつと仕事の話しかしない。今みたいにお昼を一緒に食べたことも、冗談を言って笑い合ったこともない。

　それが、どうして今さら『つき合いましょう』なんだろう。

　もしかして、罰ゲームなのかもしれない。よく、学生がやる「おまえ、負けたからあのブスに告白してこいよー」的な？　想像して、思わず私は納得してしまう。

　うーん、ありそうだなぁ。やっぱり深く考えずに適当にあしらったほうがいいのかもしれない……。

〝本番〟はしないって、あっちも言っている。恋愛経験値が低すぎる私には、彼の存在が経験値アップに役立つのは確かだ。現にこの前のデートは楽しかったし……。

　もう少し、このままつき合ってみようかな……。須賀くんといること自体は慣れてきた。彼のさりげない気配りは居心地よかったりもする。

　そんなことを考えていると、オフィスのドアが開いた。

「倫子さん、お疲れ様です！」

「須賀くん……」

　当の須賀くんがそこにいた。

　私が残りの受注を入力してしまう間、須賀くんは隣のデスクでコーヒーを飲んでいた。待っていてくれなくていいと言ったけれど、彼は聞かない。

「今日は一緒に帰るだけだから、いいじゃないですか」

　私は仕方なく、キーボードを叩たたく作業に戻る。

　二十時四十五分、入力が終わった！

　私は勤怠管理を立ちあげて退勤をクリックし、パソコンの電源を落とした。営業が帰ってこないと知った時点で、すでに私服に着替えて仕事をしていた。後は、帰るだけだ。

「ねえ、倫子さん、この前の日曜日の俺、どうでした？」

　私の仕事が終わったと見て、須賀くんが親しげに話しかける。

「無理やりキスとかしなかったでしょ？　イイ彼氏だったでしょ？」

「はいはい、そうだね」

　帰り支度優先の私は、素っ気なく答える。半分は、須賀くんの無邪気な態度にこの前のデートを思いだして、なんだか恥ずかしくなったからなんだけど。

「ああいうデート、たくさんしましょうね。デート慣れしとくと、新しくメンズと知り合っても楽ですよ」

「お気遣いどうも」

　私が席を立ってブラインドを閉めていると、須賀くんがズカズカと歩み寄り、前に回り込んできた。

「せっかく、好青年風に接してるのに。あんまり冷たいと、俺にも考えがありますけど？」

　不満げに唇を尖とがらせた須賀くんの顔が、ちょっとだけ可愛い……と思ったのが隙だったみたいだ。

「何よ……きゃあっ！」

　須賀くんが米俵でも持つように、私の身体を担ぎあげたのだ。

　そのままデスクに運ぶと、パソコンのディスプレイの横に私のお尻を下ろした。

「何するのよ！」

「倫子さんが生意気な態度とるからさ。少し、お仕置きがいるかなぁと」

　ニヤニヤしながら須賀くんが私の太ももに片手を置く。反対の手は私の後頭部。ぐいっと引き寄せられ、キスされる。

　本日も彼のキスは激しい。

　何度かされるうち、息を止める必要がないのはわかったけれど、執拗に絡められる舌にどう応えたらいいのかは不明だ。

　須賀くんは私の唇を責め立てては、首筋や耳、おでこなんかにキスを繰り返す。そして、また唇に戻る。

　右手は私のストッキングの太ももを撫でさすっている。今日の通勤スタイルはフレアスカートにしてしまった。制服のタイトスカートより、奥に侵入しやすい構造なのは明らかだ。そのまま、内ももやお尻のほうに手がいきそうで、ヒヤヒヤしてしまう。

　正直に言えば、それらの感触すべてが心地よかったりはする。たとえば、私がヤル気を出して彼の唇や手を受け入れたら、もっと気持ちよくなれるのかもしれない。

　そんなことを考え始めている自分に気づいて、びっくりした。

　キスは続く。互いの呼吸音と濡ぬれた音がオフィスに満ちる。

　私は勇気を出して、彼の舌に自らの舌を絡めた。たどたどしく、でも真剣に。

　キスがより深くなる。

　須賀くんが少し驚いたのが気配でわかった。次に彼がものすごく喜んでいるのが、唇から伝わってきた。キスは情熱と勢いを増し、彼の手や身体を通し鼓動さえ聞こえてきそうな熱量を感じる。

　やばい。気持ちいい。

　頭の芯がクラクラする。

　キスってこんなに気持ちがいいんだ。そりゃ、みんなするよね。私、この年まで未経験で損してたなぁ。あ、でも相手が百戦錬磨の女好きだから、こんなに気持ちがいいキスが経験できてるのかな。

　どれくらい時間が経ったんだろう、私たちはキスの楽しみをしばらく共有した。唇を離すと須賀くんがにやっと笑う。

「倫子さん、今すっごくエロい顔してますよ」

「え!?」

　須賀くんのイタズラっぽい表情に私は赤面する。きみのほうがよっぽどセクシーな顔してますけど……。

「倫子さん、真面目だからキスも真面目に学習しちゃったんですね。超よかったです。やばいなぁ、俺、会社にいること一瞬忘れてました」

　それは……私も忘れていた。無我夢中っていうのかな。とにかく目の前の欲求に飛びついてしまった感じだ。

　……今頃、急激に恥ずかしくなってきた。

「帰ろ」

　私は赤い顔を隠すように伏せて、慌ててデスクから下りた。

「あ、あと五分待ってください」

　須賀くんがオフィスチェアにかけて、えらそうに脚を組んでいる。

　ドキドキがおさまらない私は、のんびりかまえている須賀くんにちょっとイラッとしながら声をかける。

「もう九時過ぎてるし、私、お腹減ったから帰ろうよ」

「そうそう簡単に元には戻らないので、ご理解ください」

　ニヤニヤ笑う須賀くんの回答は意味不明だ。私が首を傾かしげていると、須賀くんは空を仰いだ。

「もー、察してください。下が反応しちゃってるんで、おさまるまでお待ちくださいってこと！」

「え！　あ!!」

　そっか……男性はそういう機能があるんだった……。

　私は意味に気づき、さらに赤面する羽目になった。

　須賀くんから完全に目をそらし、私はバッグの中身をごそごそと漁り、無意味に点検し始めるのだった。










まっとうなデート




　水曜日のダンスに、須賀くんは懲りずにやってきた。といっても、今日はダンスの後に夕食の約束をしているのだ。

『後輩の子たちがいる前では話しかけちゃダメ！』

　私の指令を受けて、須賀くんはいちばん前の席でニコニコ見学中である。イイコにしているといいことがあるって知ってしまったようだ。模範的な彼氏を演じる須賀くんには、わりと好感が持てる。

「倫子さんの後輩くん、また来てる」

「この前、声かけてきた彼ですよね」

　ユウちゃんとキョウカちゃんが私に言う。

「イケメンですよね。私らより年下かな」

「そうだよ、ふたりよりふたつ下」

　私は着替えスペースのテントから出てきて答える。ユウちゃんとキョウカちゃんは私より三つ下なので、今年二十九歳だ。

「じゃあ、倫子さんの五つ下かぁ」

「つき合ってるんですか？」

「やめてよ」

　私は苦笑いを作って、余裕のある否定をする。あいつの前でなきゃ、年相応の余裕があるんだから。

「えー、でも先週も来てたじゃないですか」

「倫子さんのこと好きなんじゃない？」

「彼が好きなのは女の子全般。女子が何人もいるから、知り合いたくて来てるんじゃない？」

　私は言い捨てて、ヒールの爪先をトンとついた。

　そうそう、今は須賀 渡のことは一回頭から出そう。これから、週に一度のお楽しみの時間なんだから。




　十九時半開幕。今日はＫ‐ＰＯＰメドレーだ。

　私たちは白いジャケットにショートパンツ、生足にハイヒールという、美脚強調スタイル。しかも、Ｋ‐ＰＯＰメドレーの時、私はセンターポジションなのだ。

　軽快な音楽に合わせて私たちは今日も踊りだす。私は髪を下ろして、独特の、可愛くてセクシーなダンスを踊る。普段の私なら絶対にしない色っぽい眼差しも、表情も、ダンスの場なら平気だ。ここは私の一夜の夢なのだから。

　私たちのグループには男女ともに熱心なファンもついていて、大抵前列を陣どるのは彼らだ。そして彼らご期待の振りがある。センターポジションの私がひとりを指名し、セクシーに指さす。そのままワンコーラス踊り、最後にウィンク。

　これにはいつも歓声が上がる。

　私は踊りながら、ふとイタズラ心が芽生えた。ヤツはこの振りつけを知らない。

　いっつもドキドキさせられっ放しの私。よし、反撃してやろうじゃないの。どんな顔をするか見てやるんだから。

　私はくるんとターンすると、客席の須賀くんを指さした。




　ダンスの後、私たちは裏で撤収作業をする。ゴミが落ちてないか、客席もチェック。この公園のステージは公園の管理事務局に使用許可をもらっているので、私たちは模範的な利用者でなければならない。

　すると、常連のファンの男性が私に近づいてきた。

「お疲れ様です。今日も素敵でした」

　三十代だろうか。雰囲気は、学校の先生のようだ。彼は私の手にたっぷりとしたデイジーの花束をのせてくれた。

「また、来ます。失礼します」

「あ、ありがとうございます！」

　私は去っていく彼におじぎをした。こういうのは、ちょっと嬉しい。

　メンバーと別れ、駅の反対側で須賀くんと落ち合う。行こうと決めていた野菜バーにふたりで向かった。

「見てましたよ、お花もらったとこ」

　須賀くんが私の手にある花束を指さす。

「ああ、たまにね。くれる人がいるの。お菓子の差し入れとかなら、みんなで分けちゃうけど、お花は分けづらいから私がもらっちゃった」

　お店の席につくと、店員さんが気を利かせてエアコンが当たらないところにお花を預かってくれた。

　須賀くんが言った。

「いいんじゃない？　あの人、倫子さんにあげたかったんだと思うし」

「そんなことないよ」

「……今日の指さし。あれ、前にあの人にもやったことあるでしょう？」

　須賀くんは好奇心を含んだ声音だ。

　私は思いだしてみる。そんなこともあったような。でもこの振り、恒例だからなぁ。何人にもやってるわ。

　須賀くんがぐっと身を寄せる。

「あんなことされたら、男はイチコロだよ？　自覚ないでしょう？」

「だって……振りつけだもん」

「ドキドキしました、俺。倫子さんに指さされて、見つめられて。挑発的でやらしー顔してた」

　真剣な瞳で言われて、私は恥ずかしいので顔をメニューに向ける。

　何よ。ドキッとさせるつもりが、私のほうが胸が苦しい。

「倫子さんは〝イイ女〟なんだから。自覚しないと、男を惑わす悪女になっちゃいますよ」

「だから……変なこと言わないでってば」

「俺は十分惑わされてるけど。悪女の素質あるよなぁ」

　私はぷいと顔をそむけ、店員さんを呼んだ。

〝イイ女〟なんて言われたことない。須賀くんの言葉がどこまで本気なのかわからない。でも、なんの因果かな。初めて、〝イイ女〟と言ってくれたのが、後輩のチャラい男子だったなんて。

　でも、彼の言葉が、私を見る熱っぽい視線が、なんだか嬉しいと思っちゃう自分が確かにいるんだ……。




　須賀くんにつきまとわれるようになって一ヵ月。

　カレンダーは五月になっていた。ゴールデンウィークはダンスチームの練習や合同イベントで忙しい。とはいえ、デートは無理と言っても聞いてくれるヤツじゃない。一日空きがあるとバレた途端、無理やりデート日に設定されてしまった。

　連休の真ん中の日、私たちは池袋の水族館にやってきた。

「魚！　倫子さん見て、魚！」

「ここは水族館。当たり前でしょ」

　私ははしゃぐ須賀くんと手を繋ぎ、館内を歩く。ゴールデンウィークなので、家族連れやカップルですごく混んでいる。手を繋ぐのは不本意だけど、はぐれないためには仕方ないよね。そう自分に言い聞かせて、彼の手を握る。

　もう何度か手を繋いでいるけれど、須賀くんの手はけっこう大きく、握っていると安心感がある。人の波に呑のまれそうになった時、ぐっと引き寄せてくれる力強さも心地いい。男の人が頼りになるって、こういう感覚なのかな。

　大水槽に目を奪われ、クラゲやマンボウに夢中になる須賀くん。隣にいると、私も自然と同じ目線になるから不思議だ。いつしか、私も子どもみたいな気持ちで魚やカエル、アザラシなんかに夢中になっていた。

「こういうとこ来たの、学生の時以来」

　南国仕様の水槽を眺めながら私が呟くと、須賀くんが驚いた。

「そうなんですか？　それは絶対損してる。倫子さん、動物園や遊園地も行ってないクチでしょう？」

「テーマパークはショーのダンスを見に何度か行ったけど、そのくらい」

「じゃあ、これから俺とあちこち行きましょうね。連れてってあげる」

　須賀くんがにっと笑う。

　年下のくせになんで上から目線？と文句を言おうと思ったけど、彼の笑顔を見たら、言葉がつまってしまった。

　その顔はやんちゃだけど、大人の男の安心感があった。

「……お茶、飲もっか」

　私は目をそらした。なんだか、彼の笑顔が眩しかった。私、なんか変だ。

　水族館内のカフェは屋上部分にあり、屋外水槽やイベント広場に面している。ちょうど、アシカのショーをやっていて、カフェは席が空いていた。

　コーヒーを手にカフェのオープンテラスにつくと、私は須賀くんの瞳を見つめて、最近考えていたことを口にする。

「須賀くんさ、いい加減、私にかまうのやめていいんだよ」

　きちんと言っておかないと、私自身、彼の好意に甘えて、気持ちのブレーキを忘れてしまいそうだ。

「私が男の人に慣れるまで、とかそういうのいいし。最近、須賀くんが女の子と遊んでないみたいだって、三課のおじさんたちもウワサしてたよ。私に義理立てして、他の子とデートとかもやめてるんでしょ？　女の子たちから不満が出るんじゃない？」

「義理立てじゃないですよ。一応、今は彼氏彼女だと思って倫子さんと会ってます。他の子と遊ぶ理由もないです」

　須賀くんはしれっと答えた。

　それが、変だと思うんだけど……。そもそも、この関係は彼氏彼女で片づけられるものなの？

「じゃあ、この〝彼氏彼女ごっこ〟はいつまで続くの？　今度は私がきみを好きになるまで、とか無茶なこと言わないでしょ？」

「やだなぁ、倫子さん。今を楽しみましょうよ。こうしてデートしたり、ごはん行ったりするのって楽しくないですか？」

　はぐらかそうとしている。私が不満げな顔をしていると、須賀くんは観念したように答えた。

　弄んでいたアイスコーヒーのストローから手を離し、片眉を下げた困り顔だ。

「前も言いましたけど、倫子さんがバージンあげたいくらい好きな人ができたら、俺はささーっと身を引きます」

「それ、きみにメリットあるの？」

「ありますよ。ウブな女の子の開発！　燃えますね。処女と触れ合う機会なんて、この年になるとなかなかないですもん」

　悪かったわね、三十一歳処女で。

　私は口に出さずに文句を唱える。

　今の言葉だけ聞くとすごく軽い。やっぱり、須賀くんにとって私は「ナシ」の部類なんだなと、かすかにがっかりしてしまう。

　須賀くんが落ちついた口調で続ける。今のチャラい発言を軽く飛び越える真面目な笑顔だ。

「それにね、俺だって探してるんです。真剣に結婚を意識してつき合える女性を。倫子さんを大事にすることで、自他ともに認めるタラシ男の俺も、勉強になってると思うんですよ」

　なるほどね。

　……そっか、彼もそんなことを考える年になったのか。今年、須賀くんは二十七歳になる。

　彼女を作るのが急務なんて適当なことを言っていたけれど、実際、私は須賀くんが真面目に恋愛するための練習台でもあるわけだ。それなら、お互いのためだ。もうしばらく、つき合ってみてもいい。

「そんなわけで、お互いもう少し勉強しましょうよ」

　須賀くんはペンギン型の肉まんを食べて、へらっと笑った。

「すっごい不本意だけどね」

　私は仏頂面で答える。

「前から思ってたんですけど、倫子さん、俺に対してずーっと素ですよね。同じ課にいた時は、もっと優しかったし、気遣いトークしてくれてたと思うんだけど」

「だって、今さら面倒なんだもん」

　頬杖をつき、須賀くんとその向こうのアシカショーの人垣を眺めながら、私は言い返した。

　趣味のダンスもさることながら、〝いまだに処女〟という最大の秘密を知られちゃったら、あらためて優しい先輩の顔なんてできないでしょ。

「まー、いいけど。前より距離が縮まってるっぽくて嬉しいし。俺しか知らない倫子さんの顔のひとつだよね」

　須賀くんはへらへら笑う。そんな彼の笑顔を見ながら、私はふと思いを馳せる。

　確かにね、きみにしか見せてない顔だよ。ノーサービスの仏頂面も、慣れないキスの顔も。




　水族館を出て、ファッションフロアで洋服をチェックする。男の人の服飾ショッピングに同行したのは初めてだ。

　彼が選ぶ服は、やっぱり『若い』と感じてしまうものばかりだった。今日だって、須賀くんは原宿あたりのおしゃれ男子そのものって格好をしている。

　伊達メガネやキャップを選ぶ彼を見て、私は五歳という年の差を痛感する。

　痛感……。

　イヤ、痛くはない。痛くはないぞ。私は自分に言い聞かせる。

　須賀くんが、私の服も見たいというので、仕方なく見て回る。最近、須賀くんと出かけることが多い。服装はもともと地味めだし、バリエーションもないから、新しい服を買おうかな……とは思っていた。

「うわ、これ可愛い！　絶対似合う！」

　須賀くんは積極的にいろんな服を持ってきては私にあてがう。

　男の人って買い物につき合うのは苦手って聞いたことあるんだけどな。彼はあまり苦にならないみたい。そういうところがモテるのかもしれない。

　結局、試着してみて彼が大絶賛したワンピースを買うことにした。なんだか、裾が短いんだけど、レギンスをはけば大丈夫だよね。うーん、須賀くんの趣味に寄ってしまった。

　彼の選んだ服を私が買ったことが嬉しいようで、須賀くんは何度も頷いていた。

「次回のデートはそれ着てきてくださいね」

　でも、こんなふうに無邪気に言われると悪い気がしない。

　なんか、本物のカップルみたいだ。

　ああ、私どうしちゃったんだろう。完全に須賀ペースじゃん。

　買い物を終え、夕食にはまだ早いのでビルをブラブラと歩き回る。

　ふと、人ひと気けのないテラスに行き当たった。こちら側の外階段は利用者が少ない様子だ。古くて巨大なビルなので、こんな穴場的に誰もいない場所もあるみたい。

　私たちはそこでしばらく地上の車の流れを見ていた。

「明日、何踊るんですか？」

　不意に須賀くんが質問してきた。

「ショーダンス系ジャズ。あのテーマパークのショーの曲」

「あー、俺が最初に声かけた時、やってたヤツだ」

　須賀くんは納得して頷く。

　そうだ。あれから一ヵ月経った。

　須賀くんに振り回され続けた一ヵ月。

「でも、本家のショーと振りつけが違いますよね。あれって誰が作るんですか？」

「私も作るけど、まとめるのはユウちゃんっていう後輩。ダンスのインストラクターやってるんだ、彼女」

「へー。倫子さん、そっちの道は選ばなかったんですね」

　そっちって？　ダンスを仕事にするってこと？

　須賀くんをまじまじと見つめ返してしまう。

「私は大学のサークル活動でやっただけだから。もともと、運動は得意じゃないし、飲み込みも悪いから、これでもけっこう自主練してるんだよ。今は趣味で踊れていれば十分幸せ」

「そう？　勿体ないな。会社の人ら、絶対驚くよ。倫子さんが踊るところ見たら。本当にキレイだし、魅力的だよ」

　須賀くんの褒め言葉は単純に嬉しい。

　でも、私は首を横に振った。そんなの見なくていい。知られなくていい。

　ダンスが私を非日常に連れていってくれる。それだけでいい。

　魔法少女が正体を隠すのと一緒だよ。

「ねえ、倫子さん。踊ってるとこ見たいな、今」

「どうせ、明日来るんでしょ？　ここではイヤ」

　須賀くんは、「えーっ」と大げさな表情をしてみせた。

「そんなこと言わないでさ。どーせ、誰も通りかからないですよ。さっきから二十分くらいいるけど、おばあちゃんと孫がひと組通っただけじゃん」

「いーや！」

　私の拒否に、須賀くんはなおも食い下がる。

「わかった！　じゃあ、ワンコーラス分だけ、俺に教えて！　俺、けっこう運動神経いいよ？　すぐできちゃうよ！」

　自信満々の彼に、私はにやっと笑った。

「ダンスを舐めるなよ、若造」

　さっと背を向け、脚を開いて立ち、私はスタートポジションへ。

「ターンでポーズ。ここからエイトカウントだからね」

「え！　ちょっと待ってくださいよ、倫子さん！」

「ワントゥースリーフォー、ファイブシックスセブンエイ。ほら、ここまで！」

　私はちっとも待たず、どんどん振りつけを追加していく。

　須賀くんがついてこられなくて、困って笑いだす。私も笑った。

　ひと通り踊ると、須賀くんが大仰に拍手する。それから、私に駆け寄りぎゅっと抱きしめてきた。

　勢いよく抱きしめられ、一瞬私の身体が宙に浮くほどだ。彼の予想外の力に驚くと同時に恥ずかしい。

「ちょっと！　どさくさ！」

　私は腕を突っ張って、彼の身体を遠ざけようとする。しかし、須賀くんは離れる気がないようで、私の肩に顔を埋め、楽しそうにくふふと笑った。

「やべー、惚れ直した。やっぱ、会社の人らには見せらんないや。みんな、倫子さんに惚れちゃうもん」

　私は照れてうつむいた。『惚れ直した』なんて、やめてほしい。冗談でも心が揺れてしまう。

　ホント、口ばかり達者なんだから。

「明日はでっかい花束持っていきます」

「花束よりお菓子にしてよ。シュークリームかエクレアを希望します」

　そういう私の唇を須賀くんの唇がふさいだ。

　当然のようなキスは強引だけど、すでに私には慣れた感触だった。絡められる舌も、頬に触れる彼の大きな手も、いつものコロンの香りも……。

　お互いの吐息まで飲み込んでしまいそうな、密度の濃い接触のすべてが心地よく、あたたかい。

　キスは甘くて情熱的で、私の全部を認めてくれているみたい。

　私はいつしか、彼の首に腕を巻きつけ、そのキスを幸福感とともに味わっていた。










牽けん制せいします




　ゴールデンウィークが明けると、新人配属の時期になる。三課にも西にし村むら卓たく馬まくんという二十二歳の新卒社員が入ってきた。全体で六名の新人のうち、貴重なひとりだ。

　おじさんたちの中にひとり若者が！という感じ。そのうち営業になる彼は、これから半年は私について営業事務の仕事を学ぶ。

　燦々電器社員の就労形態として、男性は転勤ありの総合職、いわゆる営業となり、女性は一般職として事務方を受け持つ。新人は男女問わず、まず社内システムのノウハウを学ぶため、営業事務の仕事を覚えるのだ。必然的に新人を最初に教えるのは女性社員ということになる。私のように古株になってくると、後輩の指導係をやる機会も増えてくる。

　水曜日のランチタイム。私は西村くんとオフィスにふたりきりになった。

　月曜は営業さんたちが彼を連れだし、火曜は私が弓枝ちゃんと外でランチだった。今日ようやくお昼を一緒にとることになったのだ。

　仕事を教えて三日目になる。西村くんはなかなか覚えがよくて、教え甲斐のある新人だった。

　私はお弁当、西村くんは買ってきたコンビニ弁当をデスクに並べる。彼の席は私の隣、オフィスの入口に近いポジションだ。前まで書類の束が積まれていた空きデスクを、ゴールデンウィーク前に私が片づけて彼のデスクにしたのだ。

「安斉さん、午前中は何度も電話を取らせてしまってすみませんでした」

　西村くんはまだ大学生そのものというくらい若々しい雰囲気。しかも童顔で可愛いタイプなので、九つも年上の私はすっかり老け込んだ気分になってしまう。

「いいんだよ。最初は入力に集中しちゃうよね」

「安斉さんはいつもひとりで全部こなしてるんですよね。すごいです」

「慣れてるだけだよ」

　西村くんは純粋な尊敬の眼差しを向けてくる。

　ああ、どっかの誰かもこのくらい純真に私を見てくれたら、どんなにいいか。

　そうだよね、後輩ってこういうものだったよね。ヤツを見ているとそのマイペースと傍若無人ぶりに、後輩ってことを忘れそうになっていた。

「ところで、安斉さん」

　お弁当を食べ始めてすぐに、西村くんが再び口を開いた。まるで、話のついでというように、自然な力の入っていない口調で、私に問う。

「おつき合いしてる方はいるんですか？」

　その時の私のショックときたら……。

　ブロッコリーを吹きだすのは留まって、なんとか飲み込む。

　何？　今なんつった？

　しかし、私がひとりでパニックになっているうちに第二撃が……。

「僕、安斉さんみたいな人タイプなんです。彼氏がいないなら、立候補してもいいですか？」

「な、何を言ってるの」

　笑おうとするけれど、口の端が引きつってしまう。いきなりの告白に反応の仕方がわからない。

「僕、本気ですよ？」

　西村くんはニコニコと無邪気に、かつ攻める雰囲気ゼロの口調で言う。

　こ、こいつも肉食系か！　可愛い顔して、ぐいぐいくる系か！

　須賀くんがチーターみたいなわかりやすい肉食系だとしたら、西村くんは見ためが子リスかなんかだ。

　だからこの発言は、可愛い子リスがいきなり口を開け、バッタをムシャリと食いちぎったくらいに衝撃的だった。

　冷静になろう。この子はまだ大学生に毛が生えた程度だ。

　私は大人として、諭すように答える。

「つき合ってる人はいないけど、私、きみよりだいぶ年上だから」

「えー？　僕、年上が好きなんですよ。研修で三課に挨拶にきた時から素敵な人だなぁって思ってたんです。そしたら、三課に配属されてラッキーでした！」

『でした！』じゃないし！

「安斉さんって野に咲く花タイプですよね。目立つタイプじゃないけど、清楚で密やかに美しい」

　素直で悪気はないんだろうけど、イマイチ褒められてないような……。はっきり『地味』って言われているような……。

　西村くんは私の顔をうっとりと見つめる。

「僕の初恋の人……小学五年生だった時の担任なんですけど、安斉さんとよく似てるんです。ひと目惚れですかね、これって」

　目を輝かせて見つめてくる子リス系男子に、私の笑顔はやっぱり引きつってしまう。

　なんなの？

　三十一年目にして、やっとモテ期が来たと思ったら、肉食限定？

「イヤ！　ホント、冗談はやめよう」

　私が慌てても、西村くんはニコニコしている。まいったなぁ、もう！

「そうそう、俺の倫子さんをたぶらかすのはやめろよ、新人」

　背後から剣けん呑のんな声が聞こえた。てっきり今日は来ないのかと思っていたヤツの声だ。振り向くと、三課の入口のドアにもたれた須賀くんがいた。

「こんにちは。三課配属の新入社員の西村卓馬といいます」

　西村くんがさっと立ちあがり、屈託なく挨拶する。

「俺は倫子さんの彼氏で広報課の須賀 渡。以後よろしく」

「ちょっと！　嘘言わないでよ」

　私は怒鳴る。ふたりだけの時ならまだしも、他の社員にまで彼氏とか言わないで！

　須賀くんが面白くなさそうに息をつき、私の背後に寄ってくる。

「仮に彼氏じゃなかったとしても、倫子さんとイチャイチャしていいのは俺だけだから。わかった？　求愛禁止、接触禁止」

　後ろから私の肩に手が回され、さらに、腕を首に巻きつけられる。私は須賀くんの腕を思いっきりつねった。ワイシャツから出た手首のあたり。

　須賀くんは短く「いてっ」と叫んで少し離れたけれど、まだ名残惜しそうに私の肩に手を置いている。

「そうなんですね、検討します」

　西村くんはさっぱり堪えていないような返答だ。

「検討じゃなくて、了承しろよ。あんまし、ものわかりが悪いといじめちゃうぞ、新人」

「うちの課の新人をいじめないで！」

　くだらない言い合いを止めたくて私は怒った声を出した。しかし、効果があったかは微妙だ。

　牽制バリバリのチーター・須賀 渡と、ゆるゆる子リス・西村卓馬に挟まれる私。昼休みはちっとも心が休まらず過ぎていった。




　その日、水曜夜の定例、ダンスに来ても私はぐったりムードだった。

　西村くんは午後も無邪気な新入社員のままで、私ばかりが意識してアワアワしてしまった。須賀くんがいつ理由をつけて乗り込んでくるかもヒヤヒヤした。

　そして、今、ストレッチをしながら客席を見ると、いつもの位置にファンの子に混じってスーツ姿の須賀くんの姿があった。

　はあー。

「倫子さん疲れてるー」

　キョウカちゃんが後ろから私を茶化す。

　いいよ、今日のガールズヒップホップは、私、後列だし。本番は気持ち切り替えるよう努力するから。




　ダンスの舞台が終わり、いつも通り後輩たちと別れる。ささっと女子の輪を離れると、すぐに腕をつかまれた。少し距離をとった暗がりに須賀くんが待っていたのだ。

「怖いよ、そんな暗いとこで待ち伏せしてたら」

　須賀くんは何も言わず、私の手を引いて歩きだす。いつもは駅に向かうのに、今日は公園を歩きたいようだ。

　私は須賀くんが不機嫌なので、たいして反抗もせずについていく。だいぶ奥まったところで私たちはベンチにかけた。

　缶コーヒーを開ける。私が着替えている間に須賀くんが買ってくれたものだ。

　五月の夜はまだ少しだけ肌寒い。

「須賀くん、西村くんをいじめないであげてね」

　無言で気づまりだったので、私は思いきって言う。

「庇かばうんですか？」

　須賀くんが不機嫌そうに問う。すでに缶コーヒーは飲み終わったようで、彼の横に置いてある。

「倫子さんにちょっかい出そうとしてるガキですよ？　俺が放っておくと思います？」

「まだ、新人なんだから。大学のサークルのノリで私に絡んでるだけだよ。須賀くんがムキになることない」

　西村くんをとりなす言葉が、なぜか焦ったように響いた。

　なんで、私がこんな言いわけじみたことを言わなきゃなんないんだろう。そもそも、〝須賀くんはよくて、西村くんはダメ〟っていうのは、私の理由じゃないよね。須賀くんの理屈だよね。私たち、つき合ってるわけじゃないんだし。

「倫子さんが何考えてるか、わかっちゃうなぁ」

　まるで、私の思考を読んだようなタイミングで須賀くんが言った。

「俺だって、倫子さんに絡んでるガキですもんね」

　須賀くんの声色に、軽い怒りが見えた気がした。

　次の瞬間、逃げる間もなく須賀くんが私の肩をつかんだ。私の缶コーヒーが弾みで地面を転がる。残った液体が土に黒々とした染みを作った。

　須賀くんが当然のように私にキスをした。引き寄せ、抱きしめる。いつもの束縛的なキス。

　唇の甘さに、しばし思考が止まる。

　唇は勝手に彼を受け入れようと開いてしまう。

　ダメだ、こんなところで。私はキスからのがれようと足あ掻がいた。

「須賀くん！　……ここっ……人通るから！」

　私はキスの合間に必死に訴える。夜の公園はまだ散歩している人がちらほらいる。さっき客席にいた人たちが通りかからないとも限らない。

「いいじゃないですか。見せつけてやりましょーよ」

　須賀くんが舌を覗かせた口で言う。唾液で光る唇がすごくセクシーだと思った。

「ダメ……イヤだよ……」

「しょうがないなぁ」

　須賀くんが私を抱いたまま立ちあがった。そのまま、ベンチの後ろの藪やぶを分け入っていく。緑豊かなこの公園は、低木の藪や木立が多くある。

　須賀くんは私の背をくぬぎの木に押しつけ、キスの続きを再開した。確かにここなら、遊歩道からは見えないけど……。そういう問題じゃない！

「うんっ！　やっ！」

　私は首をよじり、キスをかわす。須賀くんの唇はそのまま、私の耳朶に移動。

　耳はやばい！　いつもより激しい愛あい撫ぶに自然と身体が震えてしまう。

　須賀くんは私の耳朶をたっぷりとねぶりながら、ささやいた。私が身を震わせていることにも気づいているに違いない。

「俺もあの新人も同じ穴のムジナかもしれない。でも、俺のほうが優先権あるんだよ」

「何っ……言ってんのよ！」

　その気になれば逃げられる力の抱擁だった。しかし、耳や首筋から伝わる感覚に、私の身体は拒絶も逃走もできないほど強く捕らわれていた。

「倫子さんにキスを教えたのは俺だから。……倫子さんを自由にする権利があるのは今のところ俺だけ」

　私は顔が真っ赤になるのを感じる。

　須賀くんの攻撃はやまない。舌が、歯が、私の耳朶を弄ぶ。

　胸が苦しいほどに、鼓動が鳴り響いている。

「あー、このまま倫子さんの初めてを全部もらっちゃいたい。他の男にやるなんて、勿体なさすぎる」

「やめて……須賀くん……」

　須賀くんの手が、私の腰をさする。ゆっくり下がっていき、そのままヒップラインにいくのは時間の問題だ。

　耳元で響く彼の低い声に、私の身体が震える。

「他の男に盗られたら、俺、我が慢まんできないだろうな。倫子さんのこと、さらって監禁しちゃうかも。それで、俺のでしかイケない身体に改造しちゃうんだ」

　そう言ってクスクス笑う。こんな言葉遊び反則だ。

　危険な手と唇。

　心を揺さぶる戯ざれ言ごと。

　私は混乱と心地よさの狭間で、泣きそうな声を出した。

「もう、許して。須賀くん……」

「名前で呼んでください。そしたら、許してあげる」

　須賀くんの名前……呼んだことなんてあるはずもない。私は目をつぶり、ひと呼吸おいた。

「……渡、お願い」

　須賀くんがもう一度、私の唇に口づけた。それからにっこり笑った。

「よくできました。今日は許してあげます」

　私は彼の腕の中、荒い呼吸をしながら抱きしめられていた。抱擁もキスもたまらなく気持ちよくて、私こそ、このまま流されてしまいそうで、怖かった。

　蜘く蛛もにつかまった蝶を思いだす。

　蝶は足掻けば足掻くほど、蜘蛛の糸に絡めとられ逃げられない。やがて、逃げる気すら失い補食される時、きっと私は歓喜を持って彼を受け入れてしまう。

　こんな関係よくない。

　よくないのに。




　翌日の職場、午前中のことだ。給湯室で急須のお茶っ葉を捨てていると、西村くんがやってきた。

「僕がやりますよ、そんなこと」

「いいの、いいの」

　西村くんが急須を洗う私を見つめる。

「そうだ。昨日の件なんですけど」

　横から急に言う。

　なんのこと？

　仕事で何かあったっけ？と顔を上げる。西村くんは調子を変えずに続けた。

「須賀さんはずっと安斉さんに恋してるみたいですね」

　そっちの件かい！と、私はぎょっとする。慌てて、首を左右に振って否定する。

「違う違う。彼、ふざけてるだけだから」

「安斉さんからしたら、そうかもしれませんけど、須賀さんは本気だと思います。なので、ひとまず僕は身を引きます」

「……はあ」

　本気って？　どうしてわかるのだろうか。男同士で何か感じとるものがあるのだろうか。

「須賀さんがしっかりフラれて、また僕にチャンスが巡ってきたら、アプローチ再開します。それまでは普通に後輩ってことでお願いしますね」

　そう言って、西村くんはにっこりと笑った。

　……わからん。二十二歳、子リス系男子の言ってることも、さっぱりわからん。

　私が頷くと、西村くんは私の手から急須とタオルを取って、先に歩きだした。

　もう、疲れた。このモテ期。










先に進む？




「マジ勘弁ですわー、あのオバサン」

　トイレから出てきて、給湯室の前を通らないとオフィスに戻れない場合。

　そして、その給湯室から、私のことと思われる内緒話が聞こえてしまった場合。

　どうしたらいいのかな。

「安斉さん、何考えてんですかね？　須賀さんに手ぇ出そうとするなんて」

　あ、やっぱり私の話してる。会話をしているのはおそらく広報課の女の子ふたり組だ。ひとりは須賀くんの同期、もうひとりはそのひとつ下。

　やっぱりね。

　須賀くんみたいなヤツに絡まれていたら、こんな日が来るのは予想がついた。女子の陰口の対象にされる日。須賀くんには、彼を好いている何人もの女の子たちがいる。私はその全員を敵に回す可能性があるわけだ。

　明らかな悪口は続く。

「だいたい、須賀さんも須賀さんですよね。あんな地味でブスなオバサンをかまってあげるなんてどういう神経？」

「えー！　金だよ、金！　安斉さん、他に使い道ないから、溜め込んだ金で須賀を買ってるんだよ！」

「マジですかー!?　最低ー！　そんなことしないと誰も抱いてくんないんだー」

「ほら、須賀はさ、誰とでも寝ちゃうじゃん？　だから、金もらってラッキーくらいにしか思ってないんだよ。でも、同じ女としてうちらは不快だよねー」

　あー、口さがないっていうか、口汚いっていうか。なんで、想像だけでそこまで話がふくらんじゃうんだろう？

　須賀くんのほうから私をかまってくることが、そんなに不自然？　私や須賀くんの気持ちはおかまいなし？

　でも、どれほど事実とは違っても、言い慣らされればそれが真実になっちゃう。それが、ウワサの怖いところだ。

　まあ、仕方ないのかもしれない。傍はたから見たら、確かにお局つぼねが若い子を口説いている図に見えるのかも。須賀くんが私をかまうことで、割りを食った子だっているんだろうし。

　はぁ、でも凹む。誰からも悪口を言われないように、息を殺して、もめ事を避けて、ここまで来たのに。

　こんな時、育休中の同期、サキちゃんがいてくれたらなぁ。切ない愚痴を聞いてくれるのに。弓枝ちゃんも聞いてくれそうだけど、文句を言っているのが弓枝ちゃんの直の後輩じゃ、空気悪くなっちゃうよね。言えないや。

　そんなことを考えながら、はぁ～と深くため息をつくと、聞き覚えのある声が聞こえてきた。

「あー、村むら田たと田た中なかちゃんがサボってるー！」

　そのふざけた声は、須賀くんだ。私はトイレの戸の陰から顔を覗かせる。須賀くんが給湯室の入口に身体をもたせかけ、中に向かって話しかけている。

「やだ！　須賀じゃん！」

「私たち、サボってないですよぉ」

「えー？　てっきり仕事ヒマすぎて遊んでんのかと思った。俺も混ぜてー」

　須賀くんはいつもの調子で女子の輪に入ろうとする。

「やだよ、須賀、最近ノリ悪いもん。飲み会来ないし、土日のフットサルも行ってないんでしょ？　この前、うちら応援に行ったのに、あんたいなかったじゃん」

「仕方なくね？　用事あったし」

　須賀くんはけろっとしている。たぶん、そのフットサルの日、彼は私と水族館に行ってたんだ。

「どんな用事だか」

　須賀くんの同期の村田さんはスネた口調でツンツンしている。

　その時、私には見えた。須賀くんが彼女の頭をナデナデしているのが。

「何、スネてんだよ？　来週の飲み会は行くから、機嫌直せって」

　年下の田中さんがキャッキャと笑う声。村田さんが「やぁだぁ」とじゃれて笑う声。

　なんかイヤな感じだな……。胸がざわざわする。

「約束！　絶対だかんね」

「はいはい、約束破ったらキス一回サービス」

「やだ、わざと破る気だぁ！」

　後輩ふたりはきゃあきゃあ言いながら、広報課のオフィスに戻っていった。

「だーれが破るかっての。安くねぇぞ、俺は」

　須賀くんはふたりの後ろ姿に独りごちてから、私が隠れているトイレに向き直った。

「お待たせしました、倫子さん。追っ払いましたよ」

　気づいてたんだね。

　私はばつの悪い顔で、戸の陰から姿を現した。




「やっぱり、須賀くんといるべきじゃない気がする」

　ポツリと私は口にした。

　その日の夜、私と須賀くんは夕食の約束で、新宿にいた。高層ビルのレストランフロア。

　平日は人が少なくて、のんびり夜景が楽しめるからと、須賀くんが連れてきてくれたのだ。

「昼間のあいつらのこと？」

　須賀くんは運ばれてきたコーンチップスをアボカドのディップに突っ込む。そしてぱりっとかじりながら言う。

「あんなの気にしてたら、誰ともごはんに行けないですよ。連中、ヒマだからあることないことネタにするし」

「でも、たとえ彼氏彼女ごっこでも、私たちが釣り合ってないのは事実じゃない？　須賀くんのことが好きな女の子たちは、それが面白くないわけで」

　私の反論は表向き冷静だけど、心中は昼からずっとざわついている。

「じゃあ、俺が女優とつき合ったらあいつら黙ると思います？　無理っしょ？」

　須賀くんは笑い飛ばすように気楽に答えた。

　私はカシスオレンジをマドラーでぐるりと混ぜる。視線はグラスの位置から上がらない。

「でも、あの……少なくとも村田さん？　彼女は須賀くんとつき合ったことあるわけだし、気に入らないんじゃないかな」

「村田は同期ですけど、つき合ったことないですよ」

　え？　だって、同期全員と関係持って……あ、そっかエッチだけだと、つき合ったに入らないのか。私が「うーん」と考えていると、須賀くんの表情が変わった。

「あ！　倫子さんもあのウワサ信じてるんだ！　俺が同期全員とヤッて、ふたり退職に追いやったって話！」

「……違うの？」

　須賀くんは片手を額に当て、「あーあー」と困ったような声を上げた。

「違いますよ！　確かにひとりはつき合いましたけど、二股かけられて、俺が捨てらたんです！　その子は勝手に気まずくなってやめました。もうひとりは、実は妊娠してて即やめたの！」

　あらら、そんな事実が……。私、すっかり信じていたよ。

　ウワサが真実に変わる……鵜う呑のみにしていた私も人のこと言えないね。

　私がウワサを信じていたことがショックなようで、須賀くんは口を尖らせ、スネた表情だ。

　ウワサを鵜呑みにしていた引け目から、私は苦笑いする。

「あの妙なウワサは、村田に告られて振ったら広まったんで、あいつ発信ですよ。そんな女、あらためて好きになると思います？　確かに俺、軽いですけど、特定の子がいる時は絶対遊びません」

　須賀くんが言いきった。それから、しっかりと私を指さす。

「特定の人。今現在」

　私は困って顔をそらす。本当に困る。最近、彼の感情はストレートすぎる。最初は面倒だった彼の言動を、心地よく感じる自分がいた。

　いつの間に、須賀くんの気持ちを嬉しく感じるようになっていたのだろう。このままじゃ、本気で勘違いするよ、私。

「じゃあ、特定の人がいなければ遊ぶんだね」

「そりゃあ……いえいえ、そういうのも卒業しますよ。俺は」

　私はあからさまに話をそらした気まずさから、カシスオレンジを一気に飲みほした。




「おうちデートしましょうよ」

　そんな須賀くんの誘いを断れなかったのは、私自身、彼との日々に慣れたせいもあった。外であちこち遊んで回るのも楽しいけれど、家でまったりとした時間を彼と過ごしてみてもいいかもしれない。そんなふうに思ったのだ。

　キスくらいはされるかもしれないけど、まあ、キスくらいなら……。彼限定だけど。そんなふうに思う自分に驚いていた。

　その日は午前十時に私の最寄り駅で待ち合わせた。須賀くんの指示で、近所でいちばん大きなスーパーに立ち寄る。

「今日のお昼は俺が作りますからね」

　須賀くんはカゴを手に、胸を叩いてみせた。

『今度、おうちデートしましょうよ。俺、ごはん作ってあげる。倫子さんのリクエストならなんでも作るよ』

　須賀くんのセリフが思いだされる。そういえば、以前の飲み会でそんなことを言っていたね。

「倫子さんちにあるものは教えてくださいね」

　そう言って、何かを手に取るたび、私におうかがいを立てるので、買い物はわりと時間がかかった。だって、中濃ソースがどのくらい残っているとか、料理酒がどんな種類のものだとか、普段から頭に入ってないもん。

「倫子さんって、料理する人？」

　スーパーを出て、私の家まで歩きながら須賀くんはそんなことを聞く。

「することはするけど、ひとりだからさ。あんまり凝ったものは作らないかな。お総菜買ってすませちゃうこともあるし」

　そうだ。須賀くんとデートするようになる前は、よくあのスーパーでコロッケやチキンソテーなんかを買って帰った。

　お総菜を選んでいると、その量や内容がいかにも〝独り身です〟という感じで、侘わびしかったのを覚えている。隣では小さな子どもをカートに乗せた同世代ママが、『今日はズルしちゃおうね』なんて言いながら、家族の分のお総菜を買っていたりして。

　私は自分のカゴにあるコロッケひとつ、九十九円のひとり用サラダを見つめ直し、孤独を感じたものだ。私は死ぬまでこのルーティンなのかしら。

　でも、最近はそんなこと忘れていた。

　昼でも夜でも、休日でも、須賀くんと過ごす時間が私を明るく照らしてくれる。それは、彼と会わない日にも波及していた。

　私は、彼といることで日々に光をもらっている。

　ずっと静かだった私の生活を変えたのは彼だ。新しい世界を見せてくれたことに感謝こそすれ、疎うとましいとはもう思えない。そんな須賀くんの存在って、私にとってなんだろう。

　まだ、よくわからないけれど、もう少しこうして日々を重ねていきたい。私の中の臆病な気持ちが溶けてしまうまで。ゆっくりと時間をかけて。

「じゃあ、大丈夫ですね」

　須賀くんが言い、私は現実に立ち戻る。何が『大丈夫』？

「俺、料理も他の家事もできるんで、結婚してもふたりで家事分担できますね」

「はあっ!?」

　私はすっとんきょうな声を上げて、それからあっという間に赤くなった。『結婚』って……。

　何言ってんの？　この子！

「きみと結婚なんかしないよ」

　私はなるべく冷静に、かつわざと怒った口調で答える。須賀くんが朗らかに笑う。

「だって、今の俺たち、まるで新婚さんみたい」

　大通りに面したヘアサロンの大きな鏡に、休日スタイルの男女が仲良く買い物袋を持って映っている。

　須賀くんはジーンズにＴシャツ。髪をラフに上げ、飾らず気張らずのオフスタイル。私はドルマンスリーブのカットソーにショートパンツとレギンスという、近所にお出かけスタイル。

　ふたり揃って買い物の若夫婦？　確かに、私たち、そう見えなくもないけど。

「〝彼氏彼女ごっこ〟の次は〝新婚さんごっこ〟？」

　私はわざときつい口調で言う。須賀くんはめげないどころか、にやっと笑った。

「あ、いいんですか？　〝新婚さんごっこ〟になると、もうちょっと、することのレベル上がりますけど」

　私は無視して、ぷいと横を向いた。

　到着した我が家、狭い一Ｋのアパートに須賀くんを招き入れるのは、ものすごく緊張した。家族以外の男性がプライベートスペースに入るのは初めてで、実はゆうべ遅くまで片づけに四苦八苦していた。普段から散らかしているわけじゃないけれど、須賀くんの目に映る範囲で変なものはないか、ほこりは溜まっていないかと、ずいぶん神経質に掃除してしまった。使いたいと言われていたキッチンは特に。

「お邪魔します」

　須賀くんが玄関で靴を脱ぐ。私は先に自分の部屋に入った。

「荷物、よければベッドの上に置いて」

　自分で言ってベッドという言葉にびくっとしてしまう。何か起こるわけでもないんだし、意識しすぎだ。

「ありがとうございます。先に、冷蔵庫に食材しまってもいいですか？」

　須賀くんは屈くっ託たくなく答えて、キッチンスペースの冷蔵庫の前にしゃがみ込んだ。やっぱり私、緊張しすぎみたい。

　須賀くんは私を部屋で待たせると、キッチンで調理を開始した。私はベッドを背もたれ代わりに床に座り、彼が立ち働く姿を見つめていた。

　私の家の狭いキッチンで、須賀くんが作ってくれたのはハンバーグだった。正直、その手際のよさには驚いた。つけ合わせやスープも並行して作るし、完成品の見た目の美しさに思わず私は写真撮影をしてしまう。

「よく、パスタを作る男がいますけど、あんなのは初心者ですよ」

　須賀くんは持参のカフェエプロンで手を拭きながら言う。

「誰でもお手軽に作れるものじゃ、女の子の胃袋はつかめないんだな」

　自負があるのね……。このハンバーグも、いったい何人の女子に食べさせてきたんだか。って、そんなこと考えるのはよそう。これじゃ、嫉妬しているみたいだもん。

「ちなみにレパートリーはまだたくさんあるので、次回のリクエストがあれば言ってくださいね」

　私たちは小さなテーブルにごはんを並べ、昼から缶ビールを開けた。

「乾杯」

　休日の昼ビール。ひとりじゃ絶対やらないけど、ふたりだとわけもなく楽しい。

「え！　すごい、美味しいよ。須賀くん！」

　私は彼の自信作を口に運び、叫んだ。お世辞抜きにハンバーグは美味しかった。

「でしょー？」

　須賀くんが嬉しそうに笑う。

「ふっくらしてるし、ジューシーだし！　私、いつもペチャンコになっちゃうんだ！」

「ポイントは一回しか返さないことです。ふふふ、胃袋つかめました？　俺」

　私が褒めたことがよほど嬉しかったようで、須賀くんは得意げな表情だ。

「つけ合わせのニンジングラッセ、超好き。悔しいけど、半分くらいつかまれたわ」

　須賀くんが「半分かよ！」と、後ろにひっくり返ってみせる。

　私は勇気を出して言う。

「もう半分つかみたかったら、また作りにきて」

　さりげなく言ったつもりだけど、ちゃんと意味は伝わっただろうか。現時点で精一杯の告白だ。

　須賀くんが身体を起こし、私をぽけっと見つめて、次に満面の笑みになった。

「もう！　俺、会社やめて、倫子さんのメイドになりますっ！」

「ええ!?　イヤよ！　お給料払えないもん！　邪魔だし！」

　私は今にも抱きついてきそうな須賀くんから、距離をとろうと後ずさりする。意味は十分に伝わったみたいだ。

「そんなこと言わないでくださいよ。毎日、可愛いメイド服着て、いろいろご奉仕しますから～」

『ご奉仕』ってあたりが引っかかるの！　可愛いメイド服とかいらないし！

「拒否！　さあ冷めないうちにいただいちゃおうっと」

　私はぶうぶう言う須賀くんを放っておき、恥ずかしさをごまかすようにごはんを食べることに夢中になった。

　ホント、これだけ料理上手な旦那さんなら幸せだわ。

　須賀くんに選ばれた女子はラッキーだね。……なんて、言おうと思ってやめた。

　軽々しく言えない気分だった。




　食後はふたりでＤＶＤを見た。レンタルショップで須賀くんが借りてきてくれた新作。ハリウッドのアクション大作っていう触れ込みで、楽しく見られそうだから私が指定したんだ。床に並んで座った私たちは、テーブルに紅茶を用意して液晶画面を見つめる。

　案の定、映画はざくっと大味なストーリーながらも、派手な演出で飽きさせない。しょっちゅう起こる爆発に私たちは驚きの声を上げたり、ゲラゲラ笑ったりした。新米カップルがふたりで見るにはちょうどいいかな？

　……なんて思っていたら後半は、いきなりラブロマンスものにシフトチェンジ。気づけば、かれこれ十分以上は、主人公とヒロインが睦むつみ合っている。

　えー!?　こんな話だったの？

　繰り広げられるベッドシーンと室内に満ちるヒロインの喘ぎ声。私たちの間に流れるビミョーな空気。

「なっ……なんか長いね」

　空気をごまかしたくて、私は言う。

「一応、Ｒ18設定でしたからね、この映画。……もしかして倫子さん、知らないで指定した？」

　私が頷くと、須賀くんはぶはっと吹きだして、笑いだした。

「なんだ、誘ってくれてるのかと思った！」

「誘わないよ！」

　私は笑われたことも、自分のチョイスミスも恥ずかしくて、真っ赤な顔で怒鳴った。

「まあまあ、それなら勉強がてらしっかり見ましょう」

　ラブシーンはたっぷり続き、再びアクションパートに戻ったけれど、もうすっかり集中力は切れていた。意識は隣の須賀くんにばかり向いてしまう。

　二時間半の映画が終わり、エンドロールが流れだす。紅茶を淹れ直そうと立ちあがる私の手を、須賀くんがつかんだ。そのまま、ストンと元いた床に座らされる。

「逃げないでくださいよ」

「逃げて……ない」

　須賀くんが余裕ある表情で見つめる一方、私はわかりやすく目をそらしてしまう。

「気まずいんでしょ？　俺とエッチなシーン見ちゃって。それとも、興奮しました？」

「してないから……」

　須賀くんは私が逃げださないように、手首をぎゅっとつかんでくる。

　また赤い顔をしていないだろうか。そんなことばかりが気にかかって仕方がない。

「こんなことなら、ＡＶ持ってくればよかったなぁ。倫子さんの勉強のために」

　須賀くんが私の手を持ちあげ、甲に口づけた。私は心臓を打ち鳴らしながら必死に頭を巡らせる。

　マズい。このムードはおかしい。

　おかしなムードに引っ張り込まれないように、私は無理やり言葉を続ける。

「須賀くんみたいにモテる子でも、ＡＶ見たりするの？」

「そりゃ、見ますよ。男子には必要なんで。……でも、最近はあんまり見てないなぁ」

　私は言葉の意味なんか考えず、ただ会話を成立させようと続ける。

「ＡＶも卒業？」

　須賀くんが間近く私を見つめると、にやっと笑った。

「わざわざ見なくても、倫子さんのこと考えてたら、何度でも抜けちゃうから」

　ダメだ！　話がそれるどころか、どんどん核心に近づいちゃう！

　須賀くんは私の手の甲にキスを繰り返す。つかまれた手から速すぎる鼓動が伝わってしまいそう。手のひらに汗がにじんでいることだって、きっと気づかれている。

「俺、想像の中では何度も倫子さんのこと抱いてる」

　そんな告白に心臓の音がいっそう強く、速くなる。

　私を？　想像して？

「須賀くん……」

「俺の頭の中じゃ、倫子さんはすごいエッチなお姉さんですよ。自分からキスして、俺におねだりしてくれる」

　須賀くんが私の人差し指を口に含んだ。そのまま、口腔で圧迫し舌で舐めあげる。その激しい刺激に私は声を上げそうになった。

　何これ？

　指を舐められるだけで、これほど気持ちがいいの？

　須賀くんは逃げないように私の肩をがっちりつかみ、左手の指を犯し続ける。私はただただ、声を噛み殺し、うつむき震えていた。

　すべての指を刺激され、ようやく小指が解放されたと思ったら、彼の唇は私の唇にターゲットを変える。

　唇を深く合わせ、舌を絡め、吸いあげる。角度を変え、髪に指を滑り込ませ、互いを貪むさぼるようにキスが続く。

　キスがこんなに気持ちいいって教えてくれたのは須賀くんだ。彼なら最高に気持ちいい方法で私のすべてを奪ってくれるかもしれない。

　唇がわずかに離れる。私の視線は彼の濡れた唇にいく。私を翻ほん弄ろうする彼の唇。須賀くんが確実に速くなっている呼吸の合間にささやいた。

「今日はもうちょっと先まで進んでもいいですか？」

「え……」

「大丈夫。本番と、倫子さんがイヤなことはしない」

　私は困って視線をさまよわせる。悩んで迷って、最後に恐る恐る頷いた。

　須賀くんがぎゅっと私を抱きしめる。

　ただの好奇心？　違う、須賀くんだからだ。

　須賀くんだから、もっと、たくさん触れてほしい。

　これが恋かなんてわからないけれど、須賀くんの全部にたまらなく惹ひきつけられる。

「嬉しいな」

　須賀くんの声音は本当に感動した様子だった。熱い身体を通して、彼の情熱が伝わってくる。

「声、我慢しちゃダメですよ」

　耳元でささやく声にとろけそうになりながら、私は彼に身を委ねた。

　須賀くんの手のひらが私の背を撫であげる。円を描くように勿体ぶって。その間も彼の舌は私の口腔を動き回る。

　心臓がドキドキを通り越して、痛いほど弾む。

　自然と呼吸が速くなる。

　カットソーの裾から入ってきた大きな手を押し留めてしまったのは、反射だった。須賀くんは私のお腹で指先をぴたっと止め、顔を覗き込んでくる。

「ここからはイヤ？　まだダメ？」

　ホテルで無理やり触られた時は、恐怖と混乱しか感じなかった。

『ここから』……今はその言葉の意味に恐怖より、喜びを感じる。

　私は首を横に振った。

「んーん……いいよ……」

　かすれた声はいやらしく響かなかっただろうか。恥ずかしくて、心配になる。

　彼の右手が私のバストを包み込んだ。最初はブラジャーの上から、優しく撫であげる。私の吐息が弾んでくるとハーフカップを押し下げ、直に触れてくる。長い指で先端をつままれ、私はひと際大きな声を上げてしまった。

　恥ずかしくてうつむくと、須賀くんが耳元に唇を寄せてくる。

「可愛い声、もっと聞きたい」

　熱っぽくてゾクゾクする声音に私の芯がうずく。

「あ……ダメだよ、須賀くん」

「なんで？　俺しか聞いてないよ」

　変化していく触れ方に私は声を殺しきれない。彼の肩に額をつけ耐えるけれど、身体の制御が利かなくなりそう。びくびく震える私の耳に、さらに追い討ちをかけるセリフが聞こえる。

「ね、舐めてもいいですか？」

　もう、早くもわけわかんない。

　なんて答えていいかも、どこまで許したらいいかも。

「す……がくん……」

　私の答えを飲み込むように、須賀くんはカットソーを押しあげ、その唇が私の先端を包んだ。思わず吐息がもれる。

　床に座り、ベッドを背もたれに、私は彼の頭をかき抱いた。

　判断不能。

　何もかもが初めてすぎて、そして何もかもが気持ちよすぎて。

　このまま、須賀くんのものになってしまうかもしれない。頭の片隅の不安を、初めての刺激が埋めていく。

　私は幸福と快感に目を閉じた。










裏切り




「安斉さん、楽しそうですね」

　仕事の合間、ほとんどの営業さんが外出して空いたオフィスで、西村くんが言った。私はひと息入れようと用意したコーヒーを置く。

「普通だよ」

　なるべく冷静に響きますように。心当たりのある私は祈る。

「須賀さんとうまくいってるとしか思えない。悔しいですね」

　とても悔しくは聞こえない、呑気な口調で西村くんは言った。基本、のほほんとしている彼だ。からかっているつもりもないらしい。

「須賀くんは関係ないから」

「じゃあ、他に恋人ができたんですか？」

　身長がそれほど高くない彼は、少し腰を屈めると私を下から覗き込む格好になる。弟みたいにイタズラで、子どもっぽい表情で西村くんが言った。

　私はその若さゆえの無遠慮に、口を尖らせる。

「……できてませんけど」

「じゃあ、須賀さんだ」

　やっぱり！という顔で西村くんが弾んだ声を上げる。

　私は肩を回してから上にうーん、と伸びる。内心の焦りを隠すためにストレッチをする。

「やめてー、その恋愛中心思考」

　私が余裕ぶって言うと、西村くんがさらっと答えた。

「女性がキレイになるいちばんの理由は愛し愛されることですから」




「倫子さん、超楽しそう」

　これは、広報課の弓枝ちゃんの言葉。ふたりでご近所の定食屋さんでランチ中だ。

「ハッピーが駄々もれてる。新婚の私の百倍くらい駄々もれてる」

　駄々もれ……私ってそんなにわかりやすいの？

「何よ、それ」

　私は努めて冷静に聞き返す。

「原因は須賀 渡ですか？」

　もう、西村くんにしろ弓枝ちゃんにしろ、どうしてそうなるかなぁ。

「そんなんじゃないよ」

「つき合ってるんじゃないですよね？」

「つき合ってないってば！」

　私はきっぱり言う。若干声が裏返りそうになったけれど、なんとか否定した。

「でも、たまにごはんに行ってるんですよね？」

「あれは、私が女に見えないから気楽に誘ってるんだよ。地味でヒマそうに見えるんでしょ？　恋愛対象で誘ってるわけじゃない」

「でも、須賀くんも楽しそうなんです」

　弓枝ちゃんの言葉に私はドキッとした。

　須賀くんが楽しそう？　広報課でってことだよね。

「すっかり浮かれちゃって、面白いくらい。仕事も絶好調だから、そこはいいんですけど。須賀ファンの女子たちは騒然ですよ。須賀くんが本気で恋してて、その相手が倫子さんだって」

「そんなバカな」

　完全否定しながらも、胸の中では意外な喜びに満ちていた。須賀くんが私に恋しているなんて。恋で浮かれているなんて。

「だってそういうウワサなんです。正味な話、どこまで許しちゃったんですか？　あのタラシに！」

　お箸でハンバーグをちぎれんばかりにつまみ、弓枝ちゃんがつめ寄る。

　私は赤面してないか不安になりながら、首を振った。

「大丈夫！　何にもしてないから！」

　語弊はあるけど、とりあえず。

　ホントにしてない。最後までは。

「なら、いいんですけど……。私、〝須賀くん本気説〟は信しん憑ぴょう性せいがありそうに見えるんですよね」

　そんなこと、あるわけない。彼が相手にするには、私は重すぎるのだ。

　この前も最後までしてくれなかった理由はそれだろう。

　私の家で映画を見た後、須賀くんは私を抱きしめた。もう少し先までするって。

　たくさんのキスとたくさんの愛撫で私を酔わせて、私の心も持っていかれそうになった時、彼が身体を離した。

『今日はここまでにしておきます』

　驚く私は、ほとんど彼のものになる覚悟を決めていた。だから、ものすごく拍子抜け。須賀くんは荒い息を整えるように深呼吸すると言った。

『これ以上は、ブレーキが効かなくなりそうだから』

　須賀くんのひと言で、私はハッと気づく。

　そうだ、私たちは彼氏彼女ごっこをしているに過ぎない。本番までしては、私は年下のモテ男くんに夢中になってしまうし、彼は私を切れなくなる。処女を奪った責任を感じてくれる程度には、須賀くんは真面目だ。

　わかってる。だから、やめて正解だった。彼を私の〝初めて〟で縛るわけにはいかない。

　寂しさを感じたものの、その後も帰るまで、彼は私を抱きしめ、優しく頭を撫でてくれた。次のデートはどこに行こうかなんて話をしながら。

　その時の幸福感が身体から抜けていかない。須賀くんと過ごす日々の幸福。

　ずっと閉じこもって、恋にも他人とのコミュニケーションにも臆病になっていた私。無理やり引きずりだされて、めちゃくちゃに振り回されて、気づいたらその生活にハマっている。

　須賀くんのことが好き？　あまりに恋愛と離れすぎていた私には、まだ自分の気持ちに自信が持てない。須賀くんみたいな若い男の子に、この一瞬の熱い感情で駆け寄ってしまってもいいものなのか。

　だけど、素直になりたい。須賀くんが見せてくれる優しさに応えたい。キスを返した時みたいに、ごはんを『また作りにきて』と誘った時みたいに。小さな勇気をかき集めて凝縮させれば、今の言葉にならない須賀くんへの思いが、欠片でも伝わるかもしれない。

〝重い〟処女でも、本気で恋ができるかもしれない。

　須賀くんは今、確かに私を大事に思ってくれているのだから。

　マズいなあ。西村くんや弓枝ちゃんにもバレるくらいだもん。察しのいい、須賀くん本人なら、きっと気づいてしまう。

　安斉倫子が、須賀 渡にハマってるってこと。




　六月がやってきていた。

　小雨の降る月曜日の午後、私は西村くんとふたり、宅配便を出しにいっていた。電器店から初期不良のポットが、送り返されてきたのだ。甲府の工場に不良品解析の専門部署があるため、通常はそちらに戻されるんだけど、なんの手違いか本社に来てしまった。

　その数は五個。たいした数じゃないけれど、ひとりで運ぶには骨が折れる。本社を回る宅配業者もすでに行ってしまった後だ。少し手も空いたし、ふたりで近所の宅配便の集配所まで持っていくことにした。

「この型、前も不良が出たんだよね」

　雨は傘をささなくていい程度だけれど、濡れないように私たちは小走りする。

「旧型だし、モデルチェンジが近いから、開発も放っておいてるんですかね。スイッチが入らないなら、危険があるわけじゃないですし」

「適当だね、うちの会社」

　そんな会話をしつつ、集配所から戻り、ふたりで玄関フロアに入る。無人の受付の前を通り、エレベーターフロアへ出た。一階はエレベーターの奥に自販機があり、その前に社内唯一の喫煙スペースがある。

　缶コーヒーを飲んでひと息ついてからオフィスに戻ろうと、私たちは自販機スペースに立ち寄った。正確には、自販機スペースの手前、間仕切り代わりのグレーのパーテーションで立ち止まった。

「しかし、須賀、ホントにうまくやってんのかぁ？」

　パーテーションの向こうから声が聞こえる、聞き覚えのある声。たぶん、どこかの営業部署の人だ。パーテーションの真裏に自販機と喫煙スペースがあるため、誰なのか、私と西村くんには見えない。

「やってますよー！」

　次に須賀くんの声が聞こえた。

　あ、今そこにいるんだ。タバコは吸わないから、飲み物を買いにきたら先輩たちにつかまったクチかな。

「妻子持ちは引っ込んでろ的な、えらそうなこと言っといて、全然進んでないってどういうことだよ」

　笑いを含んだ声が一課の藤堂さんだと気づいた。

　なぜか私は西村くんを制して、歩みを止めていた。自然に顔を出すことができない空気があった。

「どういうことですか？」

「実はさぁ、二月の飲み会から賭かけやってんだよ」

　今の声は私の同期の原はらくんだ。企画営業課だから、ほとんど会わないけど。問うた声は二課のひとつ下の後輩かもしれない。

　藤堂さんの声が続ける。

「三課の安斉倫子いるだろ？　あの地味な女。あいつが入社以来、全然男っ気がないからさ。処女なんじゃねーかって話になって」

「処女かそうじゃないか賭けすることになったんだよ」

　心臓がどくんと鳴った。それを最後に動きを止めてしまうんじゃないかというくらい、大きな音だった。

　しかし、不幸なことに私の心臓は止まってはくれず、さらに残酷な真実を耳にすることになる。

「確かめる係に立候補したのが、須賀でさ。なのに、こいつまだなんにもできてねーの。ダセーだろ！」

　そこで、場にいる数人の男性が一斉に笑った。盛大な笑い声をかき消すように、須賀くんが声を張りあげる。

「ちょっとは進んでますって！　けっこう頑張ってデートしてますよ」

「じゃあ、もうヤったのかよ？」

「いやぁ、ガードがなかなか堅くてぇ。処女ではないみたいですけど、正直、わっかんないなぁ～」

「ダメじゃねーか！」

「おいおい、あんな非モテ女も落とせねえって。百戦錬磨の名が泣くぞ、須賀ぁ」

　彼らの笑い声が頭の奥に鈍く響く。

　賭け。

　私が処女かどうか。

　目め眩まいがする。

　視界もフィルターがかかったみたいにボケてるし、呼吸が苦しい。

　吐き気がする。

　すると、西村くんが私の横を通り過ぎた。私がハッと気づいた時には、パーテーションから西村くんが喫煙スペースを覗き込んでいた。

「なんか、面白そうな話してますねー」

　西村くんの顔を見て、須賀くんはどんな反応をしただろう。考える間もなく、西村くんが私の手首をつかんだ。そして、私もろともパーテーションの中に入る。

「僕らも混ぜてもらいましょーよ、安斉さん」

　場が私の登場に凍りついた。藤堂さんを始め、同期や先輩後輩、六人はいただろうか。全員が言葉を失い、気まずさにうつむいていた。

　その中にひと際青ざめた須賀くんの顔を見つける。

　それで、全部わかった。

　ああ、そうか。

　そうだったんだね。

　私がひとりで、知らずに浮かれてたんだ。

　西村くんは平然と缶コーヒーをふたつ買い、ひと言も発さない面子を残し、私の手を引いて退場した。冷静で見事な対処だった。

　エレベーターに乗って、私は何も言葉にできなかった。ただ、震えが止まらない。何人もの男性たちに賭けの対象にされ、嘲ちょう笑しょうされていた。

　そして、その中心に須賀くんがいた。

　嘘みたいな本当の話。イヤ、逆だ。あまりにしっくりきすぎて、涙も出ないや。

　西村くんは何も言わず、私の手首を握ったままだ。

　エレベーターを降りると、廊下に須賀くんが先回りしていた。息を切らしているから、階段を使って後を追ってきたことがわかった。

「倫子さん……違う！」

　私は須賀くんの顔が見られない。どうして？……なんて聞けない。

　聞かなくても全部わかった。

　それならもういい。今すぐ隔たりたい。

　冷えた声で須賀くんの言葉をさえぎったのは、西村くんだ。

「今さらどの面下げて？ってヤツですよ、須賀さん」

　西村くんが私の手首をぎゅっと握り直す。態度も表情もにこやかで余裕綽しゃく々しゃくなのに、瞳は冷たい軽蔑の色を映していた。

「あんな話を知られて、申し開きも何もないでしょう」

「おまえとは話してない。おまえは関係ない」

　須賀くんが敵対者として、西村くんに憎しみのこもった表情を向ける。

「関係ありますよ。好きな女性が傷つけられたんですから。安斉さんはもう話したくないと思いますよ」

　西村くんの言葉に賛同するように、私は顔を伏せたまま、彼の後ろに身を隠した。いたたまれなかった。自分が今何をしているかも、どんな表情をしているのかも、もうわからない。

　早く戻りたい。居心地のいい、ひとりきりの世界に。

「倫子さん……話、聞いてください」

「僕らは仕事あるんで。須賀さんもオフィスに戻りましょうよ」

　西村くんは私の手を引き、彼の横を通り過ぎた。須賀くんの視線を背中に感じながら、私はオフィスのドアを閉めた。




　その日はもう何も手につかず、普段は十五時には終わる入力作業が十八時を過ぎても終わらなかった。結局西村くんが手伝ってくれて、二十時頃にすべての作業が片づいた。すでにオフィスには誰もいなくなっている。

　須賀くんがまた現れるかもしれないと警戒して、西村くんが池袋まで送ってくれた。

「お疲れ様でした。ゆっくり休んでくださいね」

　私鉄の改札前で西村くんが言った。

「今日はいろいろ助けてくれてありがとう」

　頭を下げた私は、たぶんすごく疲れた顔をしていたのだろう。西村くんが不意に私の頬に手を当てた。

　私を見つめる彼は穏やかで、親身な表情をしていた。

　ずいぶん年下の彼に接触されると、異性としてではなく、まるで幼い子どもに撫でられているような気分になった。ドキドキするより、単純に温度に癒される。

「会社、やめるなんて言わないでくださいね」

「……言わないよ。やめても次がないもん」

「僕がいます」

　私はここにきて、彼の好意が冗談ではなかったのだと思い至った。それでも、西村くんの真摯な言葉はやっぱり弟みたいにしか響かない。それは、まだ私の心に別な存在の占める場所が大きいせいかもしれない。

　私は西村くんに手を振り、改札に入る。私鉄でふたつ。電車を降り、駅から家まで歩いている間も心は虚うつろだった。

　バカにされていた。賭けの対象にされていた。

　私を嘲あざ笑わらった男たちのことより、その中に須賀くんがいたことがショックだった。私に近づいた理由が〝処女かどうか確かめる係〟だったから。

『罰ゲームだ、あのブスに告白してこいよー』

　中学生あたりがやりそうな、悪辣なイタズラが浮かぶ。

　最初に想像したじゃない。須賀くんが私に近づいてきた理由として、ありそうなことだって。それが事実だからって、今さら、ショックを受けてどうするのよ。




　自宅のアパートに着き、二階に上がる外階段の前に人影を見つけ、私はぎくりと立ち止まる。逃げだそうと思った時には、彼が私を見つけていた。

「倫子さん……」

　いつから待っていたのだろう。スーツ姿の須賀くんが立っていた。

「……帰って」

　決然と言ったはずなのに、声はろくに出なかった。喉に引っかかったようなかすれ声が、やっと空気を震わせた程度だ。私は須賀くんと目を合わせない。

「謝りにきました」

　横を抜けようとすると肩をつかまれた。その気安い接触に嫌悪を感じて、私は須賀くんの手を思いきり振り払った。そのまま、二、三歩下がって距離をとる。

「倫子さん、本当にすみませんでした」

　須賀くんが頭を下げる。

　そんな謝罪、無駄だ。見たくもない。

　すぐに、須賀くんががばっと身体を起こす。

「俺、ずっと、あなたに憧れてました。納涼祭で助けてくれた時から」

　私は黙っていた。彼から目をそらしたままで。

　彼の言葉は別な世界の言語のようで、私の内側には染みてこない。

「広報課で一緒になった時はすごく嬉しくて。だけど、倫子さんは俺みたいなタイプは好きじゃないでしょう？　下手に近づいて拒絶されるくらいなら、見てるだけでいいやって思ってました。毎日会えるし、ときどき笑った顔とか見れるし」

　須賀くんの告白なんて今さら聞きたくない。もう、何が本気か嘘かもわからない。

　私は顔をそむけ、首を横に振る。

　かまわず、須賀くんは言い募る。

「部署が分かれて、接点が減ってどうしようと思っていたところに、飲み会で賭けの話を耳にしたんです。他の男が、遊び半分に倫子さんに触れようとしていることが我慢ならなかった。俺がずっと見てきたあなたを、誰かが安易に抱くなんて許せなかった。それなら、俺がその役をやれば、あなたに近づく理由になると思ったんです」

「もうやめて！」

　私は須賀くんを睨み、短く叫んだ。なんの意味もない告白をさえぎりたかった。

「言いわけは聞きたくない！」

　須賀くんは顔を切なげに歪め、拳こぶしをぎゅっと握った。震えだしそうに、全身に力が入っているのがわかる。

「ごめんなさい、倫子さん。……わかってます。俺の言ってることがくだらない弁解だって」

　うなだれ、一度唇を噛みしめてから須賀くんは勢いよく顔を上げ、私をまっすぐに見つめた。視線を絡めることが嬉しかった日々は、すでに遠い。

「……でも、俺、倫子さんを失いたくない！　この二ヵ月、本当に幸せだったんです。あなたと過ごせて、触れてキスして……、もしかしてこのまま、俺のことを好きになってくれるかもしれないって、ものすごく期待しました。いつか全部、俺のものになってくれるんじゃないかって……」

　なんで？　私を騙していたその口で、どうして私への愛を語るの？

　私は須賀くんを睨み続けていたけれど、彼の周りの空気が変わるのを感じ、ハッとした。

「こんな話を聞いて信じてほしいなんて、おかしいですよね？　それでもあなたが好きです。この気持ちだけは、ずっと、嘘偽りなく本物です！」

　須賀くんが泣きそうな表情で近づいてくる。手首をつかまれ、私は必死に振りほどこうと足掻いた。しかし、すごく強い力でつかまれて束縛ははずれない。

「離して！」

　須賀くんが必死に縋すがる声で言う。悲痛な表情にいつもの余裕はない。

「倫子さん、嫌いにならないで……。俺、あなたが好きなんです。こんなかたちで離れたくない」

　それでも、私だってこれ以上は限界だ。今はもう、誰とも関わりたくない。

「イヤ！　離して！　人、呼ぶから！」

　私の拒絶の強さに須賀くんの手が一瞬ゆるむ。私は手を振り払って、階段を数段駆けあがった。

　振り返ると階下で須賀くんが、捨てられた子どものような表情で私を見上げている。

　なぜだか、笑いが込みあげてきた。

　滑こっ稽けいだ。私も彼もバタバタとせわしない人形劇みたい。糸はもう切れている。後は、地べたに転がるだけ。

　私は虚ろに微笑んだ。

「もう、きみと話すこともないと思います。仲間に『処女だった』って、結果発表して賭けは解散してください。私も、社内で長い間笑い者にされてるのはツライので」

「倫子さん！」

「エッチ……しないでよかったね、お互い」

　最後にへらっと笑うと、私は彼に背を向けた。須賀くんが私を追ってこないことはわかった。

　だから、私はゆっくりと階段を上がり、一度も振り返らずに部屋に入った。

　それで、おしまい。

　私は泣くことも怒ることもせず、服を脱ぎ捨てベッドに入った。




　人生はツラい。

　どれほど、状況が過酷でも、精神状態が最悪でも、朝はやってきて出勤時間はやってくる。火曜日、私は普通に出勤した。

　大人なんだ。ちょっとツラいことがあったくらいで会社は休まない。

　しかし、仕事のペースは鈍足で、まるで使いものにならない状態だった。西村くんのフォローがなければ、とても回らなかったと思う。

　弓枝ちゃんとのランチもキャンセルして、オフィスに閉じこもる。白木さんが「元気ないね」と私の好きなシュークリームを買ってきてくれたけれど、まったく食欲が湧かなかった。無理やり口に押し込んだものの、味を感じられない。

　水曜日もそんな感じだった。ダンスをすれば気分転換になるかもしれないと、井の頭公園までは行った。しかし、始まる前に貧血を起こしてしまい、ステージに立つことはできなかった。

　木曜日、私は有給休暇の申請書を提出した。明日から土日挟んで、来週いっぱいお休みをもらう。

　取得事由は『義あ姉ねの怪我により、兄の家業の補助が必要なため』。もちろん、でっちあげだ。

　大人なんだから、この程度のことで休むもんかと思っていた。しかし、笑ってしまうくらいに心のコントロールを失っていた。気力が入らず、ミスも増え、このままじゃ営業さんたちに迷惑をかけてしまう。

　そして、日に何度かオフィスに姿を見せる須賀くんを見るのが非常にツラかった。結局、これに尽きるのだ。

　私は須賀くんの存在が苦しい。彼の視線を感じたくない。彼はまだ私と話すチャンスを狙っているようだけれど、オフィスでも帰り道でも西村くんがつき添っているため、果たせない様子だ。さすがにもう家までは来ない。

　それでも、彼の姿を見るだけで毎日がツラい。

　お休みをとるのは西村くんに断ってからにした。私が不在の間、三課の営業事務は彼だけになるからだ。

「会社のことは気にせず、骨休めしてきてください」

　西村くんはいつもの調子で言った。

「その代わり、必ず帰ってきてくださいよ？　僕、待ってますから」

　後輩に頼りきってしまう私は、苦笑いでその好意を受けとる。

　翌日、金曜日。私は房総半島にある兄の家に向かって出発した。










海辺にて




　内うち房ぼうの小さな町に兄夫婦が暮らす家がある。昔、祖父母が住んでいた家を改装して、小料理屋をしているのだ。夏場は離れを格安の民宿としても貸している。

　まだ、シーズンには早い六月、私はバッグひとつを担いでこの家にやってきた。都内から電車で二時間半、小旅行だ。

　玄関を開けると、三歳十ヵ月になるひとり息子の海かい士じが飛びだしてきた。

「りんちゃん！」

「海士大きくなったね。今日、保育園は？」

「朝、お熱が少しあって、行けなかったの」

　後ろから引きとるように言ったのは義姉の葉よう子こさんだ。

「あら、じゃあランチタイムの営業は私が海士を見てるね」

「ありがとう。実は倫子ちゃんをアテにしてたのよ」

　葉子さんは苦笑いをしてすまなさそうに言う。可愛い甥おいっ子のお守りなら、いくらでも引き受けるのに。

「任せて。ただ飯食らいにきたんだから」

　私は居間に荷物を置かせてもらい、葉子さんからふたり分のお弁当を預かって、海士と海岸に出た。

　空は晴れわたり、暑いくらいの日射し。私は麦わら帽子を深く被る。

　海士は私が貢いだ戦隊物の合体メカを手に上機嫌だ。時に「変身！」とポーズをとってくれる。熱は下がっているらしいけれど、走り回らせたくはなかった。

　でも、三歳児ってまったく言うことを聞かない。砂浜を走り、合体メカを砂に埋め、片時もじっとしていない。やんちゃが服着て歩いているようなものなんだから、これは、葉子さんも大変だろうなと思う。

　会社の同期のサキちゃんも男の子が産まれたので、いつかこんな生き物を相手にするわけだ。

　大変そう。

　子どもを授かるということ。たぶん、私には一生縁のない世界だ。

　お弁当の唐揚げで釣って、どうにか海士を隣に座らせると、小さい身体はすでに汗びっしょりだった。

　子どもは代謝が高いんだなぁ、なんてやっぱりオバサン気分になってしまう。

「りんちゃん、東京から来たの？」

「そうだよ？」

「明日と、来週といる？」

『明日と、来週』というのは〝ずっと〟という意味だろうか。まだ言葉が未発達の幼児と話すのは面白い。

「うーん、明日からは余所の民宿を点々としようかと……」

「なんで？　かいじと遊ぼうよー」

　まっすぐ見つめてくる海士の顔を見返し、私はきちんと答える。

「遊ぶ、遊ぶ。でも、りんちゃんくたびれてお休みに来たんだ。だから、ちょっとブラブラ放浪したいんだよ」

　三歳児にまともに答えてしまった。これ、兄夫婦に伝えられたらやだなぁ。

　だが海士は『遊ぶ』という解答で満足したらしく、お利口にお弁当を食べ始めた。一年ぶりに会う海士は、幼児から少年に変わる頃だった。手足がすんなり伸びてきて、表情もすっかり男の子らしくなってきている。

　私を見るやんちゃで一生懸命な瞳。注意を引きたくて、拙つたない言葉でたくさんしゃべりかけてくる。

　少し前にも、こうして私を見つめてきた男がいた。必死に気を引こうと、強引に接近してきたあいつは、やっぱり少年みたいに無邪気だった。

　私を見つめるひたむきな瞳を思いだす。二ヵ月、私のそばにいた男。

　胸の中にはまだ怒りとも悲しみともつかない感情が渦巻いている。

　振り回すだけ振り回して、嘘がバレた途端に『好きです』だなんて、今さらムシがよすぎる。だけど、まだ消えていかない。彼の瞳もキスも温もりも、私を捕らえて離さない。

「りんちゃん」

　ハッと立ち戻ると、海士が私を見上げていた。

「シャケのおにぎり食べないの？　かいじ食べたよ？」

「ごめんね。ぼーっとしてた。食べるよ」

　私は海士の手からおにぎりを受けとった。

　お弁当をすませ、眠そうな海士と家に戻る。私用に準備してあった布団を敷いて、海士を寝かせた。

　添い寝したら、小さい甥っ子はコテンと寝てしまった。まだ、本調子じゃないのかもしれない。

「おう、倫子」

　料理屋の厨ちゅう房ぼうスペースから兄が出てきた。刈り込まれた短髪を手ぬぐいで覆い、作さ務む衣えに前かけ姿の兄はすっかり小料理屋の主人といった雰囲気だ。私より三つ上で、昔は背ばかり高い印象だったけれど、今は恰かっ幅ぷくよく貫禄がついたように見える。葉子さんは「太っただけよ」なんて言っていたけれど。

「お兄ちゃん、お邪魔してます。急にごめん」

「なんだ、元気そうだな。俺はてっきり具合が悪いのかと思ってた」

「ただの有休消化だよ。とっておかないとなくなるから、まとめてとれって総務に言われたの」

　私は平気ででまかせを言う。兄が手を口元に持っていき、誰もいないのに、内緒話をするみたいに影を作った。

「もしかして、彼氏と破局したか？　傷心旅行か？」

「違いますぅ」

　私は口を尖らせさくっと否定しながら、内心『近い』と思っていた。

　傷心旅行。かたちとしてはそうなるのかな。




　その晩は兄夫婦と海士とごはんを食べ、泊めてもらった。

　翌日から、私は近所の旅館や隣町の旅館を点々とすることにした。もともと、夏場の海水浴客を当て込んだ土地だ。シーズンオフは格安で泊まり放題。たまに、大学生のゼミナール合宿にぶつかるけれど、それさえ避ければ静かな時間が過ごせる。

　私はまず、町の南端の海岸付近に宿をとった。何をするでもなく、旅館の窓から空を眺めたり、砂浜で海を眺めたりするだけ。波が少ないせいかサーファーも少ない。

　遠く、船が通る。私は持ってきた文庫を開いては、すぐに閉じて置いてしまう。活字は頭に入ってこなかった。

　こうして、時間を過ごせば、心は軽くなるだろうか。

　いろんなことから、逃げだしてここに来た。もう、考えたくなくて、早く忘れたくて、日常から離れた。

　須賀 渡を忘れられるだろうか。私の心に土足で踏み込んできた年下男。〝イケメン属〟のモテ男。チャラめの今時男子。

　今にしてみれば不思議だ。なんで、あんなヤツの好意を信じていたんだろう。

　ずっとからかわれていると疑っていたのに、気づいた時にはハマっていた。彼の愛情を、本物だと信じてしまった。

　信じたくなってしまった。

　私も彼を、好きになり始めていたから。

　須賀くんといると世界が明るかった。手を繋ぐと、恥ずかしくて嬉しかった。キスの心地よさを初めて知った。

　全部、まやかしだったのに。

「苦しい」

　私は呟いた。

「苦しい」

　もう一度、呟いてみる。

　心が脳にあるのなら、一部をくり貫いてしまいたい。心臓にあるのなら、えぐりとってしまいたい。

　そうやって、須賀 渡を私の中から消去したい。彼がくれた全部をなかったことにして、また元の世界に帰りたい。粛々と日々を消化するだけの音のない世界に。




　翌日は隣町に足を伸ばし、宿を決めた。

　小さなカフェが海岸線にあったので、そこで遅めの朝食をとり、今日もブラブラと海辺で過ごす。ノースリーブのロングワンピース一枚でちょうどいい気温。夏はすぐそこに近づいていた。

　ふと、会社をやめる構想が浮かぶ。西村くんは待っていると言ってくれたけど、あんなふうに物笑いの種にされて、戻る必要があるのかな。賭けに関わった面子とは、これからも仕事で関わり続けなければならない。

　何より、須賀 渡の存在が痛すぎる。彼の姿を目にする以上、この痛みは楽にはならない気がする。

　でも、将来のことを考えると容易にやめることはできない。年齢的にも、営業事務の職歴だけで転職するのは厳しいだろう。余所で今と同じ待遇が望めない以上、会社に居残るしかない。ひとりで生きていくなら、なおさらだ。

　甲府の工場への異動はできるだろうか？　もしくは埼玉の戸と田だにある物流センター、いっそ、大阪支社でもいい。異動がかなえば、私の心と生活は楽になる。戻ったら、課長に相談してみよう。

「倫子さん」

　その声は背後から聞こえた。海沿いの道をぶらりと歩いていた私は、ありえない声に恐怖を感じた。

　嘘でしょ？

　なんで、いるの？

　背筋を寒くしながら振り向くと、そこには須賀 渡がいた。




　私は彼を見て、嫌悪と畏い怖ふしか感じなかった。だって、こんなところまで追いかけてくるなんて。私はこの男を忘れたくて、ここまで逃げてきたのに。

「何……してんの？」

　私はかすれた声で聞いた。

「倫子さんを迎えにきました」

「なんで、ここがわかったの？」

　須賀くんの表情は落ちついていて、口調も静かだった。しかし、瞳の奥に燃えるような光がある。

「西村が、倫子さんが千葉のお兄さんの家に行ったって教えてくれて。後は、倫子さんの同期のサキさんに連絡をとりました。そしたら、サキさん、昔ここに来たことがあるっていうから」

　確かに、いつかの夏休みにサキちゃんと兄の家に来た。そんなことが仇あだになるとは。

「お兄さんを尋ねたら、今日泊まってる民宿を教えてくれたので、会いにきました」

　兄はきっと、須賀 渡を私の〝元カレ〟だと思ったのだ。そして、人助けのつもりで居場所を教えたに違いない。

　最悪だ。

　震えを必死に抑えて、声を絞りだす。

「……帰って」

「話をさせてください」

「話すことない」

「俺はあります！」

　須賀くんが大きな声を出して、一歩近づく。

　ハーフパンツにおしゃれなサンダル姿の脚を見て、私は反射的に何歩か後ずさりした。ここにいるのは自分とは違う世界の生き物なのだと思い至る。それは、恐怖に近い拒絶反応だった。私の怯えた態度に、須賀くんが苦しそうな表情になる。

「お願いします。最後のチャンスをください。話、させてください」

　小さな町の路上で話し合いは目立つ。私はやむを得ず、泊まっている民宿の部屋に須賀くんを連れていった。

　六畳ほどの古い和室にはテーブルと座布団以外のものはなく、このあたりの民宿の常として、大きく作られた窓から、海岸線を望むことができる。今は開け放たれた窓から、熱風のような潮風が吹き込んでいた。

「話って？」

　私は畳に座らなかった。いつでも逃げだせるように、早く話をすませられるように。

　相対する須賀くんも立っている。須賀くんが再び深く頭を下げた。

「倫子さん、本当にすみませんでした」

　もう、そんな謝罪はいらない。

「あなたが好きなら、賭けなんてのらずに、連中を止めるべきでした。そんな理由をつけないと、あなたにアプローチできなかった俺は卑怯者です」

「もう、その話はいいから」

　早く彼を追い返したくて、謝罪なんて聞きたくなくて、私は言葉をさえぎる。しかし、須賀くんは謝罪で帰るつもりはないようだ。

「倫子さんは想像つかないでしょ？」

　須賀くんの声は震えていた。私は盗み見るようにしか彼を見られない。

「俺みたいな軽い男が、何年も真剣にあなたに恋してたなんて。他の女の子にするみたいにできなかったんです。好きすぎて、他の女とヤりながら、あなたのことを妄想するしかできなかったんですよ。だから、倫子さんを口説く理由ができて、心底嬉しかった。ずっと、あなたに触りたかったから。キスしたかったから。早く抱きたくてしょうがなかった」

「やめて！　気持ち悪いこと言わないで！」

　私は耳をふさいで、うつむいた。

　それが隙だったのだ。須賀くんが一気に私に近づくと、強引に抱きしめた。

　顔をそむけていたせいで反応が遅れた私は、捕らわれ、須賀くんの腕の中で激しく暴れた。

「イヤッ！」

「そっか……俺のこと、もう気持ち悪いんだ」

　須賀くんの声が理性をなくしていくのを感じる。私を束縛する腕の力がぐっと強くなる。頭の中で警鐘が鳴る。

「もっと、気持ち悪いこと言ってあげましょうか？」

「やめてってば！」

　身をよじり、必死に抵抗しながら叫ぶ。

「俺、あなたにプロポーズしにきたんです」

　私は彼の胸を押し返しながら、顔を見上げた。

　何を言ってるんだろう、この子は。

　須賀くんは追いつめられたような微笑を浮かべている。

「これから、あなたを抱きます。全部、俺のものにする。もちろん、責任もとります。俺のお嫁さんになってください」

「……バカじゃないの？」

　須賀くんはふっと、自じ嘲ちょう気味に笑った。

「バカでしょ？　でも、俺本気なんです。ここ何日か、どうやったらあなたを失わずにすむか、そればかり考えてた。簡単ですよ。あなたのバージンをもらっちゃえばいいんだ。あなたはあの晩、『エッチ……しないでよかったね』なんて言ってたけど、俺はしなかったことを死ぬほど後悔しました。だって、あなたは真面目だから！　一度でもヤッて情が湧いたら、俺のこと切れなくなるでしょう？」

　そう言うなり、須賀くんが私を畳に引き倒した。

　無理やり唇を奪われる。歯列を割って熱い舌が侵入してくる。私の内側をかき回す。乱暴な手が私の身体を撫で回す。

　ワンピースの裾をたくしあげられ、脚を閉じられないように太ももを膝の間にねじ込まれた。動けない。

　須賀くんは本気だ。本気で私をレイプしようとしている。

　彼の優しい顔は、今は欲に染まって恐ろしい形相に見えた。私をとろけさせてくれたキスも愛撫も、私を征服する手段になるとただの暴力だった。

　顔をそむけ、彼の大きな手を押しのけ、圧のしかかる身体を退けようと押し、叩いて、脚をばたつかせ、必死に抵抗した。

　しかし、やがて力を抜いた。それらすべてが無駄であるとわかったからだ。

　涙が溢れた。目尻からこぼれ、こめかみの髪の間に吸い込まれていく。次から次へと滑り落ちていき、止まらない。

「今日は、泣いてもやめませんよ」

　私を見下ろして、須賀くんが冷淡に言った。私は首を横に振る。

　もう、いい。

　もう、疲れた。

　自分の都合で、私を振り回して。自分の気持ちばっかり、押しつけて。

　きみは私の気持ちなんか知らないでしょう。

　私だって須賀くんが大事だったんだよ。

　この二ヵ月で、私に女の価値を思いださせてくれた。きみに似合う女になりたいと、思っていたんだよ。

　だけど、もうおしまい。

　楽しかった〝ごっこ遊び〟は終わり。

「好きにしていいよ」

　私は静かに呟いた。

「いいよ。処女くらいもらってって。勉強賃」

　須賀くんが私の首筋から顔を上げた。

「倫子さん……」

「だけど、きみとはもうおしまい。プロポーズはお断りします。バカにするのも、大たい概がいにして。私を賭けに使って笑ってた男を好きになると思う？」

　須賀くんが、それまでの上位者の表情を歪めた。くしゃくしゃになるくらい、顔をしかめてうつむく。

　彼の瞳から涙がこぼれ落ちるのが見えた。

「愛してます。倫子さん」

　絞りだすような須賀くんの声。

　私は答えない。須賀くんが私の肩に顔を埋めた。

「あなたと一緒にいたい」

　私は、決別のために最も必要な言葉を彼に告げる。

「無理だよ。私はきみが嫌いだもん。もう、私の人生に関わらないで」

　束の間だった。彼は私をぎゅうっと抱きしめ、それから身体を離した。

　私を畳に残し、立ちあがる。一瞬見えた彼の顔は虚ろで、涙に濡れた寂しげな表情だった。

「わかりました。もう、関わりません」

　背を向けて言う須賀くん。私は今度こそ終わりになるとわかった。

「たくさんのこと、すみませんでした。さよなら、倫子さん」

　須賀くんは部屋から出ていく。

　廊下を歩く、階段を下りる須賀くんの足音を、私はじっと聞いていた。

　たとえば、今、この部屋を飛びだして、彼の背に追い縋れば、私は幸せになれるかもしれない。

　嫌いなんかじゃない。私だってきみが好きだよ。

　そう言えば、彼がどれほど喜ぶだろう。

　だけど、できない。彼に追い縋れるほど、私はプライドを捨てられなかった。

　そこまで自分を惨めにできなかった。

　私は天井を仰ぎ、目を閉じた。ようやく泣ける。

　私は顔を覆い、声を上げて泣いた。










空虚




　約一週間を海辺の町で過ごし、私は東京に戻ってきた。いつまでも休んでいるわけにもいかない。大人なんだから。自分に言い聞かせ、電車に乗る。

　東京の街の喧騒は耳が痛くなるほどで、海辺で落ちついていた私の気持ちをかき乱した。それと同時に、無関心な目をした人の群れに安心感を覚えたのも確かだ。

　私が戻ってきた日常は、以前のものだとわかった。

　須賀 渡のいない世界だ。

　翌月曜、私は久しぶりに出社した。

「も～！　安斉さんがいないとホント大変だったよ～」

　白木さんが子どものように地じ団だん駄だを踏んで言う。本当の事情を知るはずもないのに、私が珍しく長期休暇をとったからと心配してくれたようだ。

　五十代のガタイのいいオジサマのする地団駄はちょっと可愛らしかった。

「安斉さん、すみませんでした」

　西村くんは会うなり、他の社員に聞こえないように謝ってくる。

「堀さんに事情を説明してしまったことも、須賀さんに行き先を教えてしまった件も」

　西村くんからは休み中に謝罪メールがきていた。弓枝ちゃんにつめ寄られて、事情を話してしまったこと。須賀くんを手引きするかたちになってしまったこと。

「もう、いいんだよ。すんだことだから」

「大丈夫でしたか？」

「全部、片かたをつけたから大丈夫」

　この言葉で、私は自分と須賀くんの関係の終結を告げた。西村くんはその場では何も聞いてこなかった。

　次にやってくるのは弓枝ちゃんだろうか。なんて思っていたら、思わぬ人物が三課にやってきた。

「安斉、ちょっといい？」

　顔を出したのは企画営業の同期、原くんだった。あの賭けのメンバーだ……。

　緊張をはらんで、四階の自販機スペースで向かい合う。広報課の人たちに見られたくないとは思ったけれど、ちょうど会議中らしく、自販機スペースには私たちだけだ。

「本当にごめん、安斉」

　原くんが頭を下げた。

「くだらないことしたと思ってる。同期なのに、俺、最低だな。本当にごめん」

「もういいよ。気にしてないし」

　半分、嘘をつく私。気にはしているけど、怒ったって仕方がない。

「他のメンバーも、何らかのかたちでおまえに謝りにくる予定だからさ。気分悪いとは思うけど、会ってやってくれ」

「だから、ホントもういいってば」

　私はきつく響かないように苦笑いを作って言う。こういう気の弱さが、女としてダメなのかな。ふと、マイナス思考に陥ったりして……。

「安斉さ、俺、新人の時、おまえのこと好きだったんだけど、気づいてた？」

　思わぬ言葉が原くんから聞こえ、私は苦笑いどころじゃなくなった。

　は？　だって、原くん、同期の中でいちばんに結婚したじゃない。代理店の事務員の女の子と。

　私がぶんぶんと首を横に振ると、原くんは「やっぱりな」と呟いた。

「俺的にはアプローチしてたつもりなんだけど、おまえ気づいてなかったんだな。俺はてっきりわざとシカトされてんのかと思ってた。それで、諦めようとつき合ったのが、今の嫁」

「はぁ」

　私は気の抜けた相あい槌づちを打つ。思いだしてみても、そんな記憶はまるでない。

「だから、俺、今回の件はちょっとした仕返しのつもりだった。俺のこと無視してお高く止まりやがって……っつう逆恨みだよな。ごめん」

「イエ、私こそごめんなさい」

　思われていたって、全然気づいてなくて……。無意識のうちに、同期に感じの悪い態度をとっていたんだ。

「賭けに参加してたメンバーさ。みんなどこかしらおまえに興味があったんだよ。藤堂さんなんか、嫁と子どもがいるくせに、おまえをものにする気満々だったし。ほら、須賀もさ。安斉に絡みたかったみたいで、必死になってあの役を藤堂さんから奪ったんだ。俺が絶対彼女を落としますなんて豪語してさ。おまえからしたら迷惑以外の何ものでもないよな」

　須賀くんの名前に私は固まる。

「安斉としてはさ、須賀と……その……つき合ってるって認識だったの？」

　原くんの言葉は遠慮がちだった。からかわれていることを勘違いしていたとしたら、哀れだと思ったのだろう。

　私はようやく、ふっと笑うことができた。作り笑いだったけれど、きちんと笑顔を作れていただろうか？

「正直、つきまとわれて困ってたの。だから、賭けだったって知って安心した」

　強がりに響かないよう細心の注意を払う。

「そっか、そうだよな。……本当にごめんな」

　原くんは安堵したように頷き、企画営業課のある三階に帰っていった。

　私はひとり、自販機スペースの窓から空を眺める。

　六月だというのに空は青い。今年は空から梅つ雨ゆらしい。




　お昼は弓枝ちゃんが連れだしてくれた。

「災難でしたね、倫子さん」

　弓枝ちゃんがおごると言って連れてきてくれたのは、近所ではいちばん美味しいイタリアン。

「ホント、須賀 渡、最低！」

「もういいよ。そんなことより、ランチを楽しもうよ」

　せっかくの美味しいランチに彼の名は聞きたくない。しかし、食後のコーヒーを飲む頃には弓枝ちゃんの怒りが戻ってきた。どうも、この一週間、怒りを溜めに溜め込んでいたようだ。

「あの最低男ですけどね、完全復活してますよ」

「復活？」

「タラシ復活ってことです！」

　私は黙り込んだ。

「先週一週間は毎日、どこかの部署の誰かとランチデートにアフターデートにお忙しかったご様子ですよ。まー、見事にとっかえひっかえ」

　私は密かにショックを受けた。私に別れを告げた須賀くんが、なんのダメージも負っていないことに。実際の彼の様子を見たわけではないけれど、少なくとも女の子と遊ぶ元気は出てきたわけだ。あんなに、悲しい顔して別れたのに……。

　どんなにショックでも、そんな様子を表情には出せない。

「まあ、元からそういう子だったしね。今さらでしょ」

　気にしているふうに響かないよう、私はサバサバと答えた。

「倫子さんねぇ、甘い態度はダメですよ」

「もう、私には近寄ってこないと思う。関係ないことだよ」

　私は深くローストされたコーヒーに口をつける。喉に石がつまったように飲み込みづらかった。

　存外、のんびりしてしまい、私たちは昼休み終了ぎりぎりで会社に戻った。玄関フロアに小走りで飛び込む。そこでエレベーターを待っている須賀 渡の姿を見た。

　私は心臓が止まりそうになった。

　須賀くんは広報課の村田さんと田中さん、そして他にも数人の女子社員と一緒だ。

「うわ、最低。倫子さん、行こ」

　弓枝ちゃんが私の手を引き、素早く階段に向かう。四階まで徒歩。食後には厳しいけれど、一緒のエレベーターに乗るのは絶対にイヤだった。

　須賀くんは私がいたことに気づいていたようだ。しかし、私と目を合わせることなく、女の子たちの会話に戻った。私も同じように目を合わせなかった。

　午後も一回、須賀くんは三課に来た。けれど、私や西村くんには目もくれず、課長と仕事の話だけをして帰っていく。

　帰り道は西村くんが送ってくれた。これほど心配し、助けてくれる西村くんには、今度、お礼にごはんくらいはおごったほうがいいかもしれない。

　そんな日々が一日、また一日と過ぎていった。

　こうして、私と須賀 渡は完全に元の日常に戻った。

　私の生活に明るい光はなくなったけれど、海の底のような静けさが再び戻った。寂しさは感じない。感じないように心を海底に沈める。

　これで、よかったのだ。

　所詮、違う世界の生物なのだから。




　水曜日の定例、公園ステージでのダンスにも、須賀くんの姿はない。

　あれほど熱心に通っていた会社の後輩が見えなくなったのは気づいているはずだけど、ユウちゃんやキョウカちゃんは何も言ってこない。気を遣ってか、ここ二週間はダンスの後にごはんに誘ってくれる。私はありがたいと思いながら、口に出せずにいた。ダンスの帰り道は寂しい。楽しくみんなでごはんを食べると、心が少しだけ軽くなって帰ることができた。

　今日も私は踊る。ダンスは私を非日常に連れていく。それだけは変わらない。

　私は幸福なのだ。好きなことがあるから。




　変化のない日々は続き、七月がやってきた。

　西村くんもだいぶ業務に慣れてきて、私の仕事が減るくらい。空いた時間はよく西村くんとオフィスでお茶をする。営業が出払ってしまうと、デスクにコーヒーと、私が持ってきたチョコレートなんかを並べて、休憩をとるのだ。

　西村くんは言った。

「急がなくていいので、おつき合いを検討してください」

　好意は嬉しかったけれど、まだとてもそんな気にはなれない。異動願いを出そうかということも頭にある。それも、まだ決めていない。

　須賀くんのことは日に一度か二度は目にする。でも、それだけだ。

　お互い目も合わせないし、極力同じ空間にいる時間を減らそうと努めている。

　その日、自販機スペースから聞こえてきた声も偶然、耳にしたものだった。

「須賀さん、おつき合いしてください」

　私は給湯室に向かっていて、その会話を聞いた。すでに定時は超えていて、私は帰る支度をしていたのだ。

　廊下から見えたのは、自販機の前に立つ須賀くんと広報課の田中さん。

「どうしても言いたかったんです。須賀さんが好きだって」

　私は廊下で石のように動けなくなった。須賀くんの声が聞こえる。

「村田のこと、出し抜く感じになっちゃわない？」

「そうですけど……好きなんだもん……」

「ありがとう」

　須賀くんがそう言って、彼女の頭を撫でた。

　私はひどい耳鳴りを感じた。心臓が凄まじい勢いで拍はく動どうし、頭もガンガン痛みだす。

　どうして、身体に変調をきたすのかわからない。

　もう、どうでもいいじゃない。私には関係ない。須賀くんが誰と遊ぼうが、誰とつき合おうが。

　でも、あの手は私の髪を撫でてくれたこともあったのだ。彼の腕は私を抱きしめてくれたものだし、彼の唇は私をとろけさせてくれたものだ。

　なのに……。

「倫子さん、帰らないんですか？」

　急に広報課のドアが開き、そこから私服に戻った弓枝ちゃんが顔を出した。

　声とドアが開く音に、自販機スペースにいたふたりが一斉に振り向いた。私との距離は十メートルも離れていない。私は慌てて、ふたりから見えないところに移動したつもりだったけれど、たぶんばっちり視界に入っていたと思う。

　私が弓枝ちゃんと給湯室で話している間に、田中さんは手早く支度をして帰っていった様子だ。弓枝ちゃんも帰り、私も給湯室から出ようと洗ったばかりの急須を手にする。

　すると突然、給湯室のドアをふさぐように須賀くんが入ってきた。私の心臓は跳ねあがった。

　須賀くんは私の顔を見ないように、残ったコーヒーを流しに捨て始めた。私も何も言わず、速やかに後ろを抜けようとする。

「倫子さん」

　彼が私の名前を呼ぶ。

　久しい感覚が胸を埋め、行き場のない感情が全身を巡る。

　無視して行ってしまおうかと思った。でも、さすがに大人げないと思ったし、久しぶりに名前を呼ばれたことが私を立ち止まらせた。

「何？」

「幕まく張はりの展示会、三課からは誰が行くんですか？」

　私に聞かなくてもわかりそうなことだった。

「白木さんと西村くん」

　私は素っ気なく答え、歩きだす。須賀くんがしたいのが仕事の話ではないことは察せられた。さっき私が目撃した光景についてだろうか。それなら聞きたくない。

「倫子さん」

　背中に彼の声が届く。

　私は今度こそ無視した。須賀くんは追ってこなかった。




　帰り道に、考える。

　須賀くんは田中さんとつき合うのだろうか。二十六歳と二十五歳。ちょうどいい感じ。さっきの様子だと、つき合うのかもしれない。

　だとしたら、それがいちばんいい。須賀くんは真面目につき合える彼女を探していたし、田中さんはそりゃあ私の悪口は言っていたけれど、根が悪い子ではないことは、同じ部署にいたからわかっている。

　彼に恋人ができたら、私も彼のことを吹っきれるかもしれない。

　最寄り駅から歩きながら、そんな思考を展開させる。

　ふと、駅近のヘアサロンの前で立ち止まった。

　以前、この鏡に映った私と須賀くんの姿を思いだす。買い物袋を掲かかげて、幸せそうな新婚夫婦みたいに見えたふたり。

　今日、鏡に映る私はひとり。いつも通り、会社から帰るだけの私だ。

　もう、全部過去のことだ。

　忘れなきゃ。

　じんわりと涙がにじんだ目頭をぬぐって、私は再び歩きだした。










納涼祭の夜




　七月中旬、我が社では〝納涼祭〟と題した大きな飲み会が行われる。

　創業記念祭でもあり、創業日の昼過ぎからホテルのバンケットルームで式典を行い、そのまま会社で行きつけの居酒屋に流れるのが恒例だ。工場や物流センター、大阪支社の社員も来るため、社内行事としてはいちばん大きい。今年は月曜日が創業日だったため、百五十名の社員は週の頭から二日酔いの心配をしなければならない。

　参加したくない。しかし、私は今年勤続十年の表彰があるため、参加は絶対だった。十年の表彰を受けるのは私と原くんたち同期の男子三名。私以外の同期女子は、見事にこの十年でいなくなった。もともと古い中堅メーカーだ。結婚や出産で女性がやめやすい風潮は確かにある。

　表彰で前に呼ばれた私は、気分としては〝売れ残り〟といった感じ。この前の賭けのこともあって、余計に周囲の視線が気になった。

　式典はあっさり終わり、立食形式の簡単なパーティーに移行する。パーティーは、久しぶりに顔を合わせる他部署同士の挨拶会にすぎない。メインはこの後の居酒屋だ。貸しきりの居酒屋には、全員とは言わないが、多くの社員が押し寄せる。

　男性が多い会社のせいか、この日の飲みっぷりはみんな激しい。私は、弓枝ちゃんや西村くんと座敷の隅に座を占め、なるべく静かにやり過ごそうと決めていた。

「あはは！」

「やだぁ、須賀くんスゲーバカだし！」

「えー？　なんでー？　俺、めっちゃデキル男よ？」

「自分で言うなよー！」

「須賀さん、面白ーい！」

　否応なく聞こえてくるはしゃいだ声。座敷の中心で女の子たちに囲まれている須賀くんが見える。

　本社はもちろん、普段会えない支社や工場勤務の須賀ファンには最高の機会なのだろう。須賀くんはあちこちの女子グループに混じってお酒を飲んでいる。その都度、はしゃぎすぎな笑い声が聞こえてくる。村田さんと田中さんが腰巾着のように須賀くんの後ろをついて歩く。

「白木さーん、課長ー！　飲みましょー！」

　弓枝ちゃんが、三課の白木さんと広報課の課長を呼んだ。須賀くんの笑い声を打ち消そうと、気を利かせてくれたみたい。お酒が大好きなオジサマふたりが加わって、私のいるテーブルも騒がしくなった。




　どれくらい時間が過ぎただろう。私のいる席は、まだまだ全員元気だ。西村くんだって、相当飲まされているはずなのに、けろっとしている。

　他部署のおじさん営業マンたちも加わり、年齢層もテンションも高い状態が続く。

「安斉さんはイイ人いないのぉ？」

　お酒で気が大きくなったのか、二課のベテラン営業さんが言う。私は困って苦笑い。

「もー、セクハラですよぉ！」

　私が答える前に、弓枝ちゃんがすかさず助け船を出してくれる。すると別のオジサマが言った。

「こんなに可愛いのになぁ。俺が二十歳若ければ！」

　酔っぱらいのオジサマたちが次々に「オネガイシマス！」と頭を下げて片手を差しだす。昔も最近も、お見合い番組でありそうな光景だ。

　私は苦笑いを続けるのが苦しくなってきた。どれほど、会場が喧騒に満ちていても、耳には須賀くんの声が聞こえ続けている。私自身が選びとって聞いているのだ。聞きたくないと思いながら、必死に声をたどっているのだ。

　もう、限界。

「すみません、私酔っちゃったみたいなので、風に当たってきます」

　遠慮がちに笑ってみせると、オジサマたちは口々に心配の声を上げる。

　私はオジサマたちも、心配げな西村くんも振りきって、ひとり居酒屋の外に出た。




　外は蒸し暑かった。七月の夜空は雑居ビルの間に狭く広がる。私はそれでも夜空を見上げて深呼吸をする。人目につきたくないので、居酒屋横の路地に入った。

　ふう。

　自然とため息が出た。須賀くんの姿が脳裏をちらつく。

　耳だけじゃない。目だって、気づけば彼を追っている。どこにいても姿を探してしまう。

　バカみたい。自分から離れたのに。

　これほど苦しいなら、やっぱり異動の件は真剣に考えなきゃ……。

　そういえば、この場所は……。

　ふと、この路地で四年前、須賀くんを介抱したことを思いだした。

　あの日、今と同じような時間帯。路地でうずくまる新人を、誰も助けにいかない様子だったので、声をかけた。二課にイケメンが入ったって同期のサキちゃんが言っていた。この子のことだな、と思った。

　吐ききるまで背中をさすり、ぐったりとした彼に肩を貸しながら、タクシーを拾った。私の足腰の強さも去ることながら、須賀くんもまだ細っこい若者で軽かったことを覚えている。

『すいません、ホントすいません』

　車中でも私の肩にもたれ、謝罪を繰り返す須賀くん。額や頬に貼りつく茶色の髪を剥はがし、ウェットティッシュで拭いてあげた。

　その時、私は言ったっけ。

『大人なんだから、飲めない時は断らなきゃダメだよ』

　抱きかかえるようにタクシーから降ろし、何度も振り返るヨレヨレの彼に『行きなさい』と目で合図して、きちんと玄関の中に入るのを見届けた。私には先輩として当たり前のことをした達成感が残ったけれど、やがて日々に紛れて忘れてしまった。

　須賀くんに言われなければ、絶対に思いださなかった些細な出来事。

　彼を恋に駆り立てた出来事。

　思わず、自嘲の笑みがもれた。

　ほら、須賀くん。たいしたことしてないのに、ダメじゃん。私みたいなのに興味持っちゃって。お陰で私、今こんなにしんどいよ。

　我慢していた涙がついにこぼれた。あの海辺の町で全部流しきってきたはずなのに。自分で決着をつけたのに。涙が勝手に流れてくるんだ。

「具合、悪いんですか？」

　その時、背中にかけられた声。

　私は聞きたかったその声に、反射的に振り向いてしまった。

　須賀くんがひとり、暗い路地の入口に立っていた。背中に繁華街の光を背負い、表情は逆光で見えない。

　泣き顔を見られてしまった。私は弱味を隠すように、キッと彼を見据える。

「大丈夫だから、放っておいてくれる？」

「泣いてるのに？」

「きみには関係ないことだから、気にせずもう行って」

　須賀くんがかまわず近づいてくる。接近にともなって私は後ずさる。

　踵かかとが転がった空き缶に当たり、よろけた。須賀くんが手を伸ばし、よろけた私をひと息に抱き寄せた。彼の腕が私の身体をのがすまいと力を込めるのがわかる。

「離して！」

　私は強い口調で言う。しかし、身体は一ヵ月ぶりに吸う彼の香りに歓喜していた。

　離れたくない。

　離してほしいのに、離れたくない。

　須賀くんが私をさらにぎゅっと抱きしめる。

「倫子さんは関係ないって言えるかもしれないけど、俺は無理です。好きな女が泣いていたら、放っておきたくない」

「私には関わらないでくれるんじゃなかったの？」

「努力してます。死ぬほど努力してます。でも、苦しい。誰といても倫子さんのことばかり考えてる。あなたの代わりに他の女の子とセックスしようともした。でも、できなかった。あなたじゃなきゃ、イヤだ」

　押し殺した低い声が、かえって須賀くんの情熱を感じさせた。

　その熱い思いを振りきるように、私は叫んだ。

「ムシのいいこと言わないで！　私はきみみたいな男に振り回されたくないの！　私にかまわないで！」

　須賀くんが私の耳に唇を寄せる。切ない声がささやく。

「今だって、倫子さんの涙が俺のために流れてるんじゃないかって、期待してるんです……」

　今なら、わかる。これまでの須賀くんの言葉にどれほど愛がこもっていたか。

　素直に感じることができる。

　ああ。

　ああ、この子はまだこんなに私のことを思ってくれている。

　きみの期待通りだよ……。私はきみを思って泣いているんだ。

　でも、私は彼の思いに振り向くことはしない。

「離して」

　離れたくない。

「倫子さん、好きだ」

　私も好き。大好き。

　あんな目に合わされても、須賀くんを嫌いになれない。

　背を向けるほど、どんどん好きになっていく。

「倫子さん……」

「須賀くんが離れてくれないなら」

　私は抱きしめられたまま、厳然と告げた。

「私がきみの前からいなくなるわ。本社以外に異動願いを出す」

　須賀くんがゆるゆると身体と身体の密着を解いた。私の顔を覗き込む瞳が、どれほど悲しげだったか。

「……それほど、俺が嫌いですか？」

　私は頷いた。

　大嘘つき。自分を嘲笑うように、涙がさらに溢れる。

「きみの姿を見てるとツラい」

　そして涙とともに、言うはずじゃなかった本音が少しだけこぼれた。




「憎いのか、大事なのかわからなくなるから」




　須賀くんの表情が変わった。

　悲しみが驚きに変化する瞬間、私は彼の抱擁を振りほどいた。そのまま、私は全速力で逃げだした。

　繁華街を抜け、大通りを抜け、誰も通らないオフィス街の裏路地まで走って、ようやく須賀くんが追いかけてこないことを知って立ち止まった。

「あはは……」

　涙が止まらない。そして、思わず笑ってしまう。

　バカじゃない？私。なんで、最後に余計なことを言ったのよ。

　縋れないくせに、気を持たせるなんて最低だ。

　許せないのに、愛していてほしいと願うなんて最悪だ。

　私は地べたに座り込んで、泣いた。いつまでも大声で泣いた。










私の好きな人




　須賀くんとキスする夢を見た。

　この上もなく優しいキス。

　私は彼を離したくなくて、一生懸命首にかじりつき、背にしがみついた。きっと、離してしまえば夢は終わる。

　須賀くんの唇がふっと離れる。

『倫子さんは俺が嫌い？』

　私は夢の中でまで素直になれない。頷くことも首を振ることもできないまま、彼を見つめる。

　好きだよ、須賀くん。

　私は必死になって彼の胸に顔を押しつけたけれど、そこで意識がなくなった。

　目覚めれば、部屋のベッドの上。

　須賀くんに会いたかった。

　もう一回、きつく抱きしめてほしい。わけがわからなくなるほど、めちゃくちゃにキスしてほしい。

　だけど、そんなこと、口が裂けても言えない。




　納涼祭から二日。須賀くんとは会っていない。

　水曜日、私は今日も井の頭公園に踊りにいく。今日は私の大好きなショーダンス。パニエにレギンス、胸元の開いたキャミソールの背には羽の飾り。

　私は一匹の蝶に変身する。

　ダンスは好き。私を別の世界に連れていってくれる。誰のことも気にせず、この舞台で、あたかもひとつの人生を生きるように私は役を演じる。

　短く美しい夢。

　ダンスの途中から私の視界には彼が映っていた。いつの間に来ていたのだろう。

　彼は私を見ている。

　今日の舞台が終わる。フィナーレに、私たちは揃って客席におじぎをした。それを合図に、いつも通り客席は解散となる。

　すると、客席からひとり、舞台に上がってくる人物がいる。裾にはけようとしていた私たちは足を止めた。

　何事かとざわめく後輩たちの中で、ユウちゃんとキョウカちゃんが私の背を叩いた。ふたりはまるで、私を応援するかのように頷く。

　私はものすごく戸惑っていた。

　彼……須賀 渡の突然の行動に。

　舞台の上で私と彼は向かい合った。帰りかけた観客や、公園を散歩中の人たちが足を止める。

　視線を感じる。

「倫子さん」

　須賀くんが私を呼んだ。

　それから私に一歩近づく。手に持っていた紙袋から現れたのは、大きな大きなバラの花束だ。私以上に周囲から「おお」と感嘆の声がもれた。

　須賀くんは私の前に片膝をついた。そして、私に花束を差しだす。

「あらためてプロポーズしにきました。倫子さん、俺と結婚してください」

　後輩たちからはもちろん、見守っていた客席からも、どよめきと歓声が上がった。

　言った！

　よりにもよって、この場所で!?

　私は混乱で真っ赤になっていく頬を押さえ、首を横に振る。

「こんなとこで言うこと？　何やってんのよ！」

　須賀くんは負けじと私を見据え、言い放つ。

「だって、倫子さんいつだって逃げるから!!　ここなら、逃げられないでしょ!?」

「そうかもしれないけど……こんなのズルい！」

「ズルくていいです！　一度嫌われてるんだから、もう怖いものなんてない！」

　須賀くんは引かない。私はうろたえて彼の名を呼ぶ。

「……須賀くん」

「さあ、この場をおさめるにはどうすればいいか……考えてください」

　最後のひと言は私にしか聞こえないように言う。

　本当にズルい。

　囃はやす声の中で私は困り果て、悩む余裕すら失い、結局須賀くんから花束を受けとってしまった。

「倫子さん」

　立ちあがった須賀くんが私を抱きしめる。

　なんというパフォーマンスだろう。周囲から、大きな拍手と歓声が巻き起こった。

　やられた……！

　はめられた！　しばらく忘れていた須賀くんのペースだ。

　しかし、時すでに遅し。私は衆人環視の中、須賀くんに抱きしめられたまま、歯噛みするのだった。




　公園に沿って、大通りを歩いた。

　駅前を抜けると騒々しさは落ちつき、車と帰宅者ばかりが道を急ぐ。

　私は通勤スタイルに戻り、薄手のシャツと膝丈の控えめなフレアスカート。手にはさっきもらった大きなバラの花束。

　横を歩く須賀くんは、ボタンダウンシャツのスーツスタイルだ。どこにでもいる会社員カップルみたいなふたりは、並んで歩く。

　私たちは、家路を急ぐ人々を避けて大きな歩道橋に登った。

　七月半ば。夜気は日中の熱を失っていない。歩道橋から、行き交う車を見下ろす。斜め前に動物公園の入口が見えた。

「今度、あそこに行ってみましょうか」

　須賀くんの声は落ちついていた。

「そうじゃなくてさ……」

　私のほうはまだ戸惑いを隠せないでいる。

「よく、あんなことしたね。私が断ったらどうするつもりだったの？」

　先ほどの大告白のことである。

　ダンスチームの後輩やお客さんに祝福され、見送られた私たちは、ほんの少し前まで、ホントは思いっきり離れるつもりだったのだ。

　別々に生きていくはずだったのだ。

「今日断られたら、明日三課の朝礼に乱入して、もう一回プロポーズするつもりでした」

　そんなことされたらもっと困る……っていうか。

「そーじゃなくて……」

　私はきみから離れたいって言ったじゃん。話が通じないのは、相変わらずだ。

　須賀くんはふっと微笑む。

「納涼祭の夜、倫子さんが言ったあんな言葉聞いて、あっさり引いたらバカですよ。何年、俺がタラシのチャラ男やってると思うんですか？」

『憎いのか、大事なのかわからなくなるから』

　ああ、やっぱり、言うべきじゃなかった。あんな言葉。

　気持ちバレバレもはなはだしい。

　でも、心のどこかで私は、彼がこうしてやってきてくれることを待っていたのかもしれない。

　最後まで受け身でごめんね。本当にごめんなさい。

　今度はちゃんと私が言うから。

「須賀くん」

　彼がもし、もう一度来てくれたら、言おうと思っていたことがある。ここからは自分できちんと伝えないといけない。

「前、自分で言ったこと覚えてる？」

「どんな話ですか？」

「私に好きな人ができたら、ささーっと身を引くってヤツ」

　須賀くんが数秒の沈黙を挟んで頷いた。

「……まあ、言いましたけど」

「よかった。じゃあ、聞いて。私、好きな人ができたの」

　言いきると、コンマ何秒かの沈黙を挟み、須賀くんが問い返してきた。

「マジっすか」

　わかりやすく表情を引きつらせている。きっと、彼の頭には西村くんの顔でもよぎっているのだろう。

「……年下なんだ」

　私は彼を横目で見ながら言う。

「けっこうイケメン。だけど、軽くて女好き。性格は直球勝負の肉食系で、趣味はセクハラ。……キスはすっごく上手」

　私がつらつら挙げる項目を聞きながら、引きつっていた須賀くんの表情が見る間に変わっていく。紅潮していく頬、大きくなる瞳、嬉しいと叫びだしそうな口元。

「振り回されてもう散々、っていっつも思うけど、気づいたら彼の姿を探してる。ひどいこともされたけど、結局嫌いになれない。長い間、女を忘れてた私を、大事に愛してくれたから」

　須賀くんの目は見る間に見開かれ、噛みしめた唇が震えるのが見える。

　感極まった彼の顔は、今にも泣きだしそうにくしゃくしゃだった。

　そんな顔しなくたって……正解だよ。

　私は夜空を見上げて呟いた。

「須賀 渡っていうの。私の好きな人」

　真横から須賀くんが飛びついてきた。私を乱暴なくらい抱きしめる強い腕。ずっと欲しかった彼の体温を感じる。

「……じゃあ、ささーって身ぃ引かなきゃ、俺」

「ぜひ、そうして。それから先は、ずっと一緒にいて」

　須賀くんが私の首筋に顔を埋める。泣いてしまうんじゃないかというくらい、彼のため息は深かった。そして、どんどん強くなっていく抱擁。

　彼の全身が私を愛していると叫んでいた。

　ありがとう、凝り固まった私の心を溶かしてくれて、寄り添ってくれて。

　やっと、きみを愛する覚悟ができた。一度背を向けた恋に、私は今度こそ挑んでみようと思う。

「須賀くん、大好き。責任とってくれる？　こんなに好きにさせた責任」

「はい……！　倫子さんの一生、責任とらせてください。大好きです……愛してます！」

　須賀くんの抱擁に応えようと、きつい束縛の中、身体の向きをどうにか変えて向かい合わせにする。

　あっという間に、須賀くんの唇が私の唇に重なった。そのまま、たっぷりお互いの熱を分け合うと、唇を離した須賀くんが言う。

「とりあえず、今日はもう離したくないんですけど……いいですか？」

　その顔が見事な困り顔で、私は思わず笑う。

　それから、初めて……生まれて初めて、私は自分から好きな人にキスをした。初心者の私は触れるキスが精一杯。

　すぐに唇を離すと、間近に彼の瞳を見つめ、聞いた。

「私も今日は離れたくないんだけど、いい？」

　須賀くんが「うわぁぁあ！」と叫びながら、私をぎゅうぎゅう抱きしめてきた。

「ちょっと！　痛い！　死んじゃう！」

　私は本気の悲鳴を上げる。須賀くんの力じゃ、さすがに骨がきしむ。

「俺も死んじゃいますよ、嬉しすぎて！」

　須賀くんはもうほとんど泣いていた。嬉し泣きの彼は、ちょっと間抜けなくらいでイケメン形なしだ。

　私はささやく。

「死なないで、ずっと一緒にいて」

「じーちゃんばーちゃんになっても一緒です！　あの世でも一緒です！」

「そんなに？　じゃあ、お互い覚悟しなきゃね」

　私たちの言葉遊びはいつまで経っても終わらなさそうだった。しばらく離れていた分、好きを自覚してからの分。

　三十一歳。

　ずっとひとりかと思っていた。

　誰にも愛してもらえないものと思っていた。

　……愛してもらえるのを密かに待っていた私は、傲ごう慢まんだったのかもしれない。

　振り回されて、傷ついて、それでも好きな人を見つけたら、自分の気持ちに素直になって愛してるって言えたなら、世界はこれほど変わるのに。

　知らなかったよ。

　気づかなかった。

　でも今日、勇気を出せてよかった。

　須賀くん、きみに会えてよかった。

　私は幸せだ。全力で恋を知ったから！

「倫子さん、すっっ好きです」

　須賀くんが大事なシーンでつっかえる。こんなにカッコいいのに、決まらない彼。愛しくて、思わず笑ってしまう。

「そこで噛む？　私も須賀くんが好きだよ」

　私たちは手を繋ぎ、歩道橋を下りる。

　歩き始めた私たちの歩調は、同じリズムで弾んでいた。







番外編










モーニングコーヒー




　空がしらみ始めた。夏の朝は早い。

　シティホテルの厚いカーテンの向こうに、夜の静寂はすでにない。

　バイクや車の音が聞こえる。ゆっくりと動きだす世界。始まる一日。




　室内のデジタル時計は四時を示していた。

　私は横の住人を起こさないように、そっとベッドから抜けだす。

　こういう時って何を身につければいいんだろう。よく、ドラマではシーツみたいなものにくるまっているけど、ホテルのシーツはベッドに貼りついている。

　ツインの使わなかったベッドから剥がすのもちょっと……。

　かけ布団との間に汚れ防止のシーツに似た布はあるけれど、こんなぱりっとしたのを身体に巻くのは現実的じゃない気がする。何より、彼を起こしてしまいそうだ。

　私は床に放り投げられていたショーツとブラジャーだけ身につけた。

　あらためて絨毯の床に立つと、身体の奥に鈍い痛みを感じた。

　ベッドで寝息をたてている須賀 渡の姿。

　実感する。

　処女喪失。

　うーん、ちょっと遅すぎるくらいだったけど、ようやくバージン卒業かぁ。

　チェストの上の電気ポットに水を入れ、スイッチを押す。あ、うちのメーカーのだ。なんて思いながら、ドリップ式のインスタントコーヒーをカップにセットした。

　ひとり分のコーヒーを淹れ、再びベッドに戻る。

　端に腰かけ、ひと口飲もうとした瞬間に、私の腰に背後から腕が巻きついてきた。

「わっ！　こぼれる！」

　驚きつつ、私はコーヒーをこぼさないようにベッドサイドに置いた。振り向くと、須賀くんが私の腰に抱きつく格好で、かけ布団からはみ出ている。

「先に布団から出ちゃダメです」

　まだ半分寝ぼけているのか、低くてかすれた声だ。

「だって、喉渇いたんだもん」

「倫子さん、やーらしい声いっぱい上げてたもんね」

　寝起きの須賀くんは私を見上げ、それでも余裕たっぷりにニヤリと笑った。

　むう。言い返せない。

「横に倫子さんがいなかったから、一瞬、ゆうべのことが全部夢だったのかと思った。超怖かった」

　須賀くんはぐりぐりと額を私の腰にこすりつけて言う。

「何よ、あれだけのことしといて、夢なわけないじゃない」

「いや、俺、日頃の夢だと倫子さんにもっと激しいことしてる。倫子さんとのエッチ、めちゃめちゃ妄想してたから」

　マジですか。私が可愛らしく須賀くんとキスをする夢で胸を痛めてた時、きみは私とヤリまくる夢を見ていたのね。……男子ってコワイ。

「っていうか、私はゆうべのことけっこう恨んでるよ」

　私は須賀くんに引っ張られるように、かけ布団の中に脚を戻して言う。

「痛いって言ったのに。ガンガンやられた……」

　ゆうべの記念すべき初エッチ。

　たっぷりの前戯で散々焦じらされて、鳴かされて、ついに彼自身が挿は入いってきた……と思ったら。

「すっごい痛かった……」

「あはは、すんません」

『痛い』って顔をしかめる私に、情熱的にキスをすると、そこから須賀くんが遠慮を見せることはなかった。

　私の脚を肩に担ぐと、一気に深く押し入って、そのまま揺さぶられまくったのだ。

　もう、初キスの時以上にわけわかんなかった。痛いし、激しいし、須賀くんは夢中で聞く耳持ってくんないし。

「いやぁ、痛がる倫子さん見たら、『あー、マジで倫子さんの処女もらってるんだぁ』って嬉しくなっちゃって……我慢できませんでした」

　私はじとっと須賀くんを睨む。

「恨みます」

「ごめんなさいってば。でも、二回目以降はけっこうよかったでしょ？」

　そう、ゆうべは一回じゃ終わらなかった。未経験者の私は、エッチってひと晩一回きりだと思っていたのだ。なのに、間を置かずに後ろから須賀くんが圧しかかってきて……。

　三回目なんか、シャワールームで……。

　あ、ダメ。思いだすと恥ずかしくて死にそう。

　エッチってすごい。

　他人にあそこまでの恥体をさらすことになるとは思わなかった……。もはや、カルチャーショックだよ。

　私が黙っていると、須賀くんが座った姿勢の私の肩をつかみ、ベッドに引き込んだ。

　唇が私を捕らえる。

　ゆっくりと舌を絡め、唾液を混ぜ合わせ、深く口づけてから、須賀くんが唇を離す。私を間近く覗き込んで意地悪く笑った。

「返事がないなぁ。四回目、試しときます？」

「だっダメ！　会社に行くんだから、一度家に帰って着替えないと！」

　もうじき始発も動く時間だ。制服があるとはいえ、昨日と同じ私服で通勤したら、わかる人にはわかってしまう。

　しかし、須賀くんのイタズラな手が私の身体を這い回りだす。

　いちばん、のがれられなくなるところを刺激されて、私はまた鳴き声を上げてしまう。

「ほら、欲しいんでしょ？」

「須賀くんっ……ズルいよ」

　私は覚えたての刺激に身をよじりながら、非難にならない声をもらす。

「あれ？　そういえば、名前で呼んでくれないなぁ。ゆうべはあんなに呼んでくれたのに」

　呼べば許してくれるのかな。以前の公園の時みたいに。

「わっ……渡っ！　渡っ、好き！」

　私は須賀くんの頬を両手で挟んで、懇願するように言った。

　須賀くんはにっこりと笑う。

「ハーイ、俺も倫子さんが好きですよ。でも、もう許してあげません。俺も止まんないもん」

　ああ、もう！　そんなことだと思ったよ！

　とはいえ、すっかり期待してしまった私の身体は、須賀くんを受け入れたくて自然と脚を彼の脚に絡める。

　彼の手で身につけたばかりの下着がずらされる。指が唇が、熱心に私の肌をたどる。

　私たちは再び、快楽の渦に堕おちていった。




「若い」

　私はクリーム色の天井を眺めながら呆ぼう然ぜんと呟いた。

「いやぁ、若いよ。須賀くん」

　これから仕事なのに、行為が終わったらクタクタだ。絶対、男の人のほうが疲れていると思うんだけど……。

「若くてごめんなさい」

　へらっと答える須賀くんは、スッキリさっぱり、元気いっぱいといった様子だ。

　身体を起こして、私が飲み損ねていたコーヒーを断りもなくごくごくっと飲んだ。

　冷めきってるとはいえ、私が自分用に淹れたのに。

「コーヒー、私のー」

　私はベッドに転がったまま、文句をつけた。私、まだひと口も飲んでない。

「あー、はいはい」

　何か思いついたように、須賀くんが返事する。そしてコーヒーをもうひと口含むと、私にキスをした。

　冷めたコーヒーが彼の体温にあたためられて、私の口腔に入ってくる。

　ごくん。

　唇を離すと須賀くんが笑った。とびきり爽やかなイケメンスマイルで。

「一度、こーいうのやってみたかった」

　……やっぱ、この子カッコいいわ。

　その笑顔が眩しくて、好きすぎて、私は赤面するのだ。

「なるべく早く、一緒に住みましょうね。もう、離れていたくない」

　須賀くんが間近に私を見下ろして言う。

「いいよ」

「ひとまず、今夜から倫子さんちに転がり込みますので、よろしく！」

「いや、そりゃよくないよ」

　私は頷いたそばから拒否する。

「なんで!?　いいじゃないですかー！」

「え？　狭いし、やだ」

　それに、毎晩これほど激しく求められまくったら、アラサーの私にはしんどいんですけど!?

「ちょっと倫子さーん！」

　抱きしめようとしてくる須賀くんにつかまらないよう、私はかけ布団にくるまってベッドを転がった。

　幸せすぎて、ちょっと頭がおかしくなりそうだ。

　これからシャワーを浴びて、家に帰って。会社に間に合うかな？

　今日中に、弓枝ちゃんに報告しなきゃ。そして西村くんにきちんと謝らなくちゃ。

　さあ、やることはいっぱいだ。

　私は逃げ回るのをやめて、かけ布団から飛びだした。そして、彼に抱きつく。

「須賀くん！　大好き！」

「俺も！」

　抱きしめたら、抱きしめ返してくれる人がいる。

　なんて幸福なこと。私は幸せ者の仲間入りをしてしまった。

　世界のすべてが愛しく思える。

　恋を知った朝の話。










あれから二ヵ月




「ハイハーイ、倫子さん、コーヒーだよー」

　分厚い雑誌を眺める私の前にインスタントコーヒーのマグカップが置かれる。私は彼を見上げ、微笑んだ。

「ありがと、渡」

　名前で呼ぶようになって二ヵ月。まだ、ちょっと慣れないのは、社内では『須賀くん』って呼んでいるせいだと思う。

　渡は私の後ろにあるソファに腰かけ、雑誌のページを一緒に眺めた。

「やっぱ、プリンセスラインかな」

　私は後ろをちらっと見る。

「やだ、三十代の花嫁なんだもん」

「えー？　フツーでしょ？　俺は倫子さんにお姫様みたくなってほしいんだけど」

　私たちが眺めているのは、何を隠そう結婚情報紙。そして、見ているのはウェディングドレスの特集ページだ。

　まだつき合い始めて二ヵ月ちょっとだけど、もうそんな話が出ているとは、私自身がいちばん驚きだよ……。

「やっぱ、Ａラインか、エンパイアかな？」

「だから、でっかいパニエでプリンセスしましょうって。似合うよ？　絶対」

　渡はまだ、私との会話に敬語が交じる。本人曰いわく「萌えるでしょ」とのことで、あまり直す気はないようだ。もともと軽口を叩く時は敬語抜きだったし、この敬語交じりのしゃべり方のほうが、まだ自然なのだろう。

「やだ……。じゃあ、間をとってマーメイドは？」

「どう、間をとったのか全然わっかんないけど、セクシーすぎるからダメです」

「そんなことないでしょ！」

　私は憤慨して言うけれど、渡は意見を曲げない。

「ダメ。倫子さんのボディラインを見ていいのは俺だけ。会社の連中に見せたら、また悪巧みするヤツらが出てくるもん」

「悪巧みなんか、みんな懲りたよ」

　渡が私の鼻先に指をつきつける。

「俺、知ってますからね。藤堂さんが倫子さんに謝りにいった時『つき合ってくれ』って言った件。妻子持ちのくせに。あのクソ浮気ヤロー！　……ってことでセクシーはＮＧ設定とします」

　渡は言いきると、自分のコーヒーをずずーっと飲んだ。

　ウェディングドレスだけで、こんなにもめるって……結婚式はどうなっちゃうのやら。私は来春の式を想像してため息をついた。

　私たちがつき合い始めたのは七月中頃。その週末には今住んでいる一ＬＤＫのマンションを借り、七月末には同居がスタート。

　お盆には双方の実家に挨拶に行って、休み明けには社内的にも「婚約しました」と報告した。入籍は年末の予定。私のバースデー頃かな。

　まさかのスピードだ……。

　端から見たら、三十を超えている私が、結婚を焦らせているように見えたかもしれない。でも、実際に事を進めたがったのは渡のほう。

　彼曰く、『一刻も早く、倫子さんを法的に俺のもんにしたい』だそうだ。

　嬉しいんだけど、お陰で須賀ファンの女子たちには、ものすごく睨まれた。一時は、どこに行っても針のむしろ状態で、ホント肩身が狭かった。

　最近はみんな諦めたみたい……というか、西村くんの好感度がうなぎのぼりなのは、それも関係あるのかもしれない。

「そうそう、西村が怖いんすよー」

　渡がコーヒーを飲みながら、タイミングよく西村くんの話を出す。

「昨日、一緒に営業先行ったんだけど、『須賀さん、僕、夢ができました』って」

「夢？」

「『燦々電器の取締役に就任して、須賀さんを社畜として飼い殺すことです』だって」

「ぶっ、社畜！　あはははは！」

　私は西村くんがさらっと言った様子を想像して爆笑してしまう。

「笑い事じゃないよ！」

　渡が悲鳴のように言う。

「ホント、西村くんなら実力、性格ともにありえるね。渡、頑張んなきゃ」

　西村くんは今、社内期待の新人として大注目だ。仕事ができすぎて、通常は半年以上行う営業事務研修を短縮し、早くも営業マンデビューとなった。役員からも女子社員からも熱い視線を浴びている。

「チクショー、顔なら俺のほうがイケてんのに」

「はいはい、そっちで競わない。仕事しなさい」

　私を好きだと言ってくれた西村くん。だけど、私たちがつき合うことになって、いちばん喜んでくれたのも西村くんだった。考えてみたら、私が房総に逃げた時も、須賀くんの後押しをしてくれたわけだし、私たちのいちばんの理解者で応援者だったのかもしれない。

　一方、弓枝ちゃんには本気で反対された。

『須賀くんは絶対にナシ!!　一度あんなこともあったし、倫子さんを幸せにできるとは思えない!!』とのことで、須賀くんは誠意を見せると言って、毎日、弓枝ちゃんに頭を下げ続けたっけ。しまいには、西村くんも説得の味方になってくれて……。

　私はふふふと笑う。

「何、笑ってんすか？　西村のこと考えてる？」

「まあね。幸せになってほしいなぁって」

　渡がコーヒーをテーブルに置くと、ソファからずるっと私の横に下りてきた。私の頬を両手で包むといきなりキスをする。

　脈絡がなくて、驚く私。

　唇が離れ、渡が真摯な瞳で見つめてくる。

「西村のことなんか考えないで。俺のことだけ考えてください」

「……はぁい」

　私がお返しでキスをすると、渡はにっと安心したように笑った。

　もう、可愛いヤツだなぁ。私はもう一回、キスをしてから渡に抱きつく。

「渡、好きだよ。大好き」

「倫子さんたら、積極的になったよね～。は！　俺、もしや誘われてる!?」

　誘ってるといえばそうなんだけど……面と向かって言われると恥ずかしい。

　私は小声で答える。

「そうとってもらってもいいけど……」

「やばい！　エッチなお姉さんが俺をたぶらかすよ！」

　そんなことを言いながら、渡の右手は私の身体を撫で始める。彼の吐息や、熱が、すっかりその気になってしまったのがわかる。

　私は彼の耳に唇をつけてささやいた。

「ベッド、行こ？」

　渡が私を絨毯に押し倒した。

「ダメ。このまま、ここで」

「床、痛いよ」

「気持ちいいから、気になんないでしょ？」

　彼のキスが降り注ぐ。私は幸せすぎて、心地よすぎて、わけもわからないまま、彼にしがみついた。

　私たちの恋は始まったばかりだけど、私にとっては最初で最後の恋になる。

　そんな予感がした。










未来を誓うその前に




「あのねえ、折り入って話があるのよ」

「え!!　今さら何？」

　その晩の私の真剣な眼差しに、渡は動揺を隠せない様子だ。薄暗い店内の照明より、窓からの夜景が彼の右頬を明るく照らす。私はじっと彼を見据える。

　今夜、私たちはちょっとお高いホテルのバーラウンジに来ている。

　十二月二日。

　私の誕生日の前日。明日、私たちは入籍する。

　つまり今日は三十一歳、安斉倫子の最終日。明日からは三十二歳、それと同時に〝須賀倫子〟になるのだ。

「いよいよ、明日入籍します」

「うんうん、するけど？　ふたりで区役所行くんだもんね。だから、今夜はホテルで前祝いなんだよね！」

「そう。だから、隠し事はナシでいきたいの」

　私はすうっと息を吸い込み、渡に告げる。

「お互い、隠してることがあったら、今、言っちゃいましょう。身ギレイになってから結婚するほうがいいと思う！」

「え!?　えええっ!?」

　渡が驚きの叫び声を上げた。

　ふふふ、動揺していやがるわね、須賀 渡。

　私だって考えたのだ。いろいろあった私たちがおつき合いを始めて五ヵ月弱。こんなにスピーディーに結婚しちゃったら、相手の本質も見えないまんまじゃない？

　三十一年間、慎重派すぎて処女だった私としては、結婚に対しても慎重にいく。

　渡のことが好きなことは間違いない……。だからこそ、結婚前にきちんと話し合っておきたい。

「質問です！」

　渡が何かしらの自白をする前に、私は続けて言った。

「うちの会社でつき合った子は誰と誰？　全部で何人いるの？」

　張りきりすぎて顔が真っ赤になった私を、渡がぽかんと見つめる。

「え？　隠し事ってそゆこと？」

「そーゆーことよ！　悪い？」

　何よ！　そんな返しされたら、私が空回りみたいじゃない！

　ずっと気にしていた。チャラ男・須賀 渡の女性遍歴。

　過去の女にまで嫉妬して、なんだこいつとか思われそうで、今まで聞けなかったのだ。でも、社内にいるとしたら知っておきたい。仕事で関わっていたら気まずいもん！

「答えて！　隠し事はナシ！」

「はいはい、今、会社にいる子では、つき合った子も寝た子もいないです」

　なんですって～？

「嘘だ！　女が切れないタラシってのが、きみの通説なんだから！」

　私はバーに似つかわしくない強い口調で言い、渡をびしっと指さす。当の渡はまだぽかんとしている。

「いや、本当デスケド。前、話したよね。最初が新人の時の同期でしょ？　その後、後輩の池いけ田だとつき合ったけど、彼女、会社の外に彼氏がいたんで、俺とは割りきった関係？　彼女もそいつとすぐ結婚退職しちゃって、俺捨てられちゃったし。その後は、代理店の子や仕入れ先の商社の子とは何人かつき合いましたよ。でも、社内は懲りたんでやめてたかな」

「わっ、私と離れてた時は!?」

　私が一度、渡を振った時の話だ。

　弓枝ちゃんに『タラシ復活』って言われて、実はとっても気になっていた。

　渡はさらっと答える。

「何人かデートしたり、ごはん行ったりしたけど……ってか言ったじゃないスか。エッチしようと試みたけど、ダメだったって」

「それは？　雰囲気的に？」

　ここまで聞いちゃう私ってどうなんだ。どんだけ、嫉妬深いんだ。

　自分自身が恥ずかしくなるけれど、渡は律儀に答えてくれた。

「勃たたなかった……」

「はぁ……」

　私たちの間に流れる数瞬の気まずい沈黙。そして、お互いのなんともいえない微妙な顔。

「……って、なんで俺はそんな告白までしてんだっつうの！　ちなみに、それは昔遊んでた子なんで、会社とは関係ナイので。その子ももう結婚するので、会うこともナイので」

　な……なんですと。

　社内に絶対元カノがいるはずだと気を張り続けていた私って……。っていうか、こんなにあっさり話してくれるんだったら、さっさと聞けばよかった。入籍前日まで引き伸ばさなくても……。

「……っ！　それだけじゃないわよ！　私とつき合ってから、本当に本当に本当に、誰ともエッチしてない!?　浮気ゼロ!?」

　さすがに少し声をひそめるけど、依然として強い口調の私。

　ああ、もう！　ホント嫉妬深いな、私って。質問するたび、どんどん自分がイヤになっていく。

　結局、私は心配なのだ。つき合っていても、結婚が決まっても、渡を信じきれていない。

　五つも年上の私。非モテで地味子だった私。

　自分の卑屈を渡に押しつけてどうするよ！

　……でも、彼の答えなんて本当はわかりきっている。たぶん、私はあらためて言葉にしてほしかっただけなのだ。

「いちばん欲しい人がやっと手に入ったのに、どうして俺がその他大勢を相手にするんですか？」

　渡は自信に満ちた声音で言った。

「倫子さんがいれば、何もいらない。俺、ずっと適当だったし、倫子さんのことをひどく傷つけたこともある。だから、俺のこの先の一生は、倫子さんにもう一度信じてもらうために使うんだ。一生かけて、あなただけを愛してるって信じさせるよ。がっかりさせないから」

　私は欲しかった彼の言葉を聞きながら、泣きそうになった。

　そんなプロポーズされたら、疑っていた私がバカみたい。

　私は渡に向かって素直に頭を下げる。

「渡、ごめん。マリッジブルーでした……」

　私の言葉に、渡が気が抜けたようにへらへらっと笑った。

「いや、俺、もっとマズイこと聞かれるかと思ってたから。倫子さんの可愛い嫉妬発言、キュンとした～。こんなんなら、いくらでもして」

「……『マズイこと』って何よ」

　感動を横に置いて、耳ざとく聞きつける私。

　渡が『やべっ』という表情をする。

「えーとね、隠し事ナシなんですよね」

「うん」

　私は目を細めて、彼を見据える。

「これはー、言わないでおこうかと思ったんですけどー」

「言ってよ」

　渡はゴクゴクとチェイサーのお水を飲んで、言葉を濁そうとする。

「でも、うん。実は気づかれてるかなぁとも思ってたりして……」

「言ってってば」

　渡はダークブラウンの髪をがしがしと掻く。困り顔だか、照れ笑いだかのまま、ようやく答えた。

「海で倫子さんから振られた後ね、俺あっさり引いたように見えたでしょ？　でも、あの頃、毎晩倫子さんちの近くまで行ってました」

「……マジで？」

　私は衝撃の告白に、目を見開く。渡は気まずそうな顔を伏せた。

「マジッス。あの前後って、けっこう西村のガードがきつくて、会社じゃ倫子さんの姿を垣間見るくらいしかできなかったから。家の周りうろついて、あわよくば帰り道の倫子さんと会えないかなぁって。ゴミ出しする倫子さんや、コンビニに行く倫子さんと会えないかなぁって、考えてたわけですよ」

　は、はぁ、そうですか。

　思わず、心の中で引き気味に答えてしまう。

「実はダンスも見にいってました。っつうか、ダンスは倫子さんに絡む二ヵ月前くらいから、ほぼ毎週通ってました。倫子さんを落とそうって、後をつけたのが最初なんですけど。ダンスとか意外すぎて、しかも踊ってる倫子さんがキュートすぎて、しばらくただのファンをやってました」

　私は黙った。

　それって……。

「まさかの、ストーカー？」

　渡は頭を抱えて小さなテーブルに突っ伏した。

「ほら！　ね？　そう言うでしょ？　だから言いたくなかったんだよ！　でも、俺ほぼ毎日行ってたし、ダンスも何ヵ月も通ってたし、気づかれてたとしたら言わないのもよくないでしょ？」

　それは、言われなければ気づかなかったよ……。

　私は、目の前のストーカー婚約者の頭をぐしゃぐしゃ撫でる。

　渡が目だけこっちを向ける。上目遣いは可愛い。

「そんなに私に会いたかったの？」

　私はからかってやりたい気持ちになって、少しだけ意地悪に聞く。

「会いたかった。死ぬほど。倫子さんちの灯りを見ながら、何度チャイムを鳴らそうと思ったか。嫌われてるって知ってたけど、諦められなかった」

　渡の愛を語る言葉が嬉しくて、からかうつもりがつい微笑んでしまった。離れていた時間、寂しく苦しかったのはお互い様だったのだから。

「私だってあの頃、会いたいと思ってたよ。それがバレて、今こうしているわけなんだけど」

「ホント、倫子さんの気持ち知れてよかった。あのままじゃ倫子さんをさらって、手ごめにしちゃうのも時間の問題だった……」

　またしても、怖い発言が出て、私は苦笑いしてしまう。

「今度はレイプ犯発言。……私、とんでもないヤツと結婚決めちゃったね」

「後悔してる？」

　渡が不安そうに顔を上げた。

　私はその頬を優しく撫でる。

「全然。むしろ、好き」

　私は手元にあったウィスキーソーダを持ちあげる。

「じゃあ、あらためて〝固めの杯〟といきますか」

　渡が自分のロックグラスを持ちあげる。グラス同士がぶつかる前に渡が手を止めた。

「待って！　俺、倫子さんの隠し事、聞いてない！」

「え!!」

　私は固まった。私が渡の本音を知りたくてしかけた話。とはいえ、そりゃ私だって言ってないことくらいはある。すっごく微々たるお話だけど。

「聞く？」

「俺にここまで話させておいて、自分は言わないとかないでしょ？」

　ですよねー。

「えっとね、実は先々週なんだけど」

「何？　最近じゃん」

「一課の藤堂さんにね、呼びだされて。また言われたの。『つき合ってほしい』って」

「なぁぁぁにぃぃぃ!?」

　怒りで叫んだ渡の口を素早く押さえる。周囲にペコペコ頭を下げながら、私は声をひそめて続きを話した。

「『嫁とは別れるから、安斉さんも須賀と別れて、俺とつき合ってくれ』って。も、もちろんお断りしたよ！」

「あんの！　クソ浮気男め!!　絶対嫁と別れる気ねぇだろ！　あいつ、ハナっから倫子さんを愛人にしようって狙ってたんだよ！　もう、絶対あいつに近づいちゃダメ！わかった!?」

　渡は声こそ抑えているものの、最っ高に怒っている。それを知りつつ、私はついつい火に油を注ぐ。

「で、これは言ってなかったんだけど。……入社して半年くらいまで、私、藤堂さんに憧れてたんだ」

「は？　はぁぁぁぁぁっ!?」

　渡の怒声を、口をふさいでさえぎりつつ、私は苦笑い。

「いや、でもすぐに藤堂さんと今の奥さんがつき合ってんのわかったし。儚はかない憧れで終わりましたとさ。むかーしむかしのお話」

　正直、過去に気になっていた人から好意を示されたのは嬉しかった。

　藤堂さんがどうこうではなく、事象そのものが。女として認められたみたいで。

　そして、女として私を変えてくれた須賀 渡がいなければ、こんなことは起こらなかったはずだ。

　私の心のうちを余所に、すっかりふくれっ面になった渡はスマホを操作し始める。

「完了」

「何が？」

　渡が目の前のウィスキーをぐっとあおった。それから、すっくと立ちあがり、私の手をつかむ。

「行くよ」

「え？　もう帰るの？」

　固めの杯もしてないし、まだ来たばっかりなのに。そもそもせっかくの高級ホテルのバーラウンジだよ!?

「帰んない。上の階に部屋とった」

　さっきのスマホ操作……あれは部屋の予約をしていたらしい。

　渡はぐいぐい私を引っ張り、ボーイにその旨を伝えるとバーを後にする。

「部屋？　泊まるの？」

「泊まりますよ。そんな話聞いた後で、倫子さんを優しく抱いてあげられるわけないでしょ？　今日は、これから朝まで、防音ばっちりの高級スイートでたっぷりイカせまくってあげますからね。遠慮なく声出しちゃってください」

　そんなことのために高級スイート？　イヤイヤ、勿体ないでしょ。

　なんて意見が通る雰囲気じゃない。

「ちょっと！　何それ！」

「明日は入籍だから有休とってるし、よっしゃヤるぞ～！　藤堂なんかにときめいた倫子さんを、焦らしていじめて、散々鳴かせて、死ぬほど後悔させてやる！」

『だから、ときめいてないってば！』なんて言ってもきっと聞いてくれない。

　相変わらずの須賀ペース。きっと、結婚してもずっとこう。

　諦めた私は渡の腕に抱きついた。

　嬉しさとドキドキ。いつまでもこうしていたい。

　いつか、私たちが年をとっても、死ぬまで彼にドキドキしていたい。

　私は甘えたように彼の肩に頬をくっつける。

「優しくしてよ。せっかくスイートとったなら」

「だーめ。倫子さんはちょっと乱暴にされて、もう限界～ってなってるとこがいちばん可愛いんだから」

　渡が真剣に私を困らせようとしているのがなんだか面白くて、私は渡にくっついたまま笑った。

　渡の全部が大好きで、私は嬉しくなる。これから始まる夜も、この先の長い一生も。

　ずっと、ずっとよろしくね。

　明日、私たちは入籍する。
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ベイビーアイラブユー




「かぁーわいいー!!」

　私は思わず歓声を上げた。

　弓枝ちゃんの腕の中には生後二週間の愛娘、愛あい華かちゃんが抱かれている。

「倫子さん、声おっきいよ。赤ちゃんビビるから」

　後ろから顔を出しながら、渡がおかしそうに言った。

　あ、そうだよね。私ってば、確かに興奮しすぎだ。弓枝ちゃんが明るく笑う。

「大丈夫ですよぉ。この子、夜寝てくれないから、昼間は起きててほしいんです。倫子さんの声なら、大歓迎」

「ハイ、ハーイ！」と手をあげて、渡が身を乗りだす。

「じゃあ俺が一曲歌いましょうか？　目がぱっちり覚めるロックテイストな歌」

「却下。須賀くんはいらない。あと、うちの娘に近づきすぎないでくださーい」

　顔を近づけた渡から、弓枝ちゃんが愛娘を遠ざける。「あああ……」と渡が大げさに悲しい声を出した。

　まあ、そうですよ。きみ、弓枝ちゃんの中ではまだ悪いムシ扱いですもん。




　私たちの結婚式が終わり、三ヵ月。

　七月の頭に弓枝ちゃんが赤ちゃんを産んだ。現在彼女は燦々電器を育児休業中だ。

「サキちゃんところもこの前見にいったんだけど、もう一歳でさ。ヨチヨチ伝い歩きしてたよー」

　私は先日お邪魔した、やっぱり育休中の同期、サキちゃんを思いだして言う。

「え～、そんな日来るのかなぁ。毎日、抱っこと授乳に明け暮れてると、すっごく先のことみたい！　夢のまた夢！」

　弓絵ちゃんが悲鳴を上げた。

　忍耐強い弓枝ちゃんがそんなことを言うってことは、育児って相当大変なんだなぁ。でも……ちょっとうらやましい悩みだとも思う。

「サキさん曰く『あっという間の一年だった』ってさ」

　私の返答を奪って渡が言った。そのままどさくさに紛れて愛華ちゃんに触ろうとして、当然ながら弓枝ちゃんに手を叩き落とされる。

　弓枝ちゃんはうさんくさそうな表情をしている。

「ホント？　ホントにあっという間？　須賀くんの言うことって信じらんないからなぁ」

「イヤイヤ、俺じゃないっすよ。サキさんの言葉っすよ。信じましょうよ」

「そうだけど。須賀くんが言うと信憑性薄い。……っていうか、須賀くんは私いなくてもちゃんと仕事してる？　サボってない？」

「バカ言わないでくださいよ！　新婚でヤル気マックスの俺ですよ？　広報課は俺に任せて、弓枝さんはゆーっくり育休とってくださいっ！」

「見てなさいよ、一年以内に職場復帰して、あんたと倫子さんの仲を引き裂いてやるわ！」

　私はふたりのかけ合いを眺めながら、なんとなくモヤモヤした胸に手を当てた。

　なんだろう、この感覚……。

「ねえ、倫子さん、うちの子、抱っこしてみません？」

　私の戸惑いを余所に、弓枝ちゃんが言う。気をとり直して、私は明るく答える。

「え？　いいの？　じゃあ、手ぇ洗ってくる！」

「大丈夫ですよー！　そんなに無菌にしなくてもいーんです」

「え？　え？　そうなの？　大丈夫かな？」

　私は焦りつつも、弓枝ちゃんから愛華ちゃんを預かった。

　ふにゃふにゃの柔らかな赤ちゃん。甘い匂いがして、自然と頬擦ずりしたくなる。甥っ子の海士の時は会いにいったのが生後三ヵ月くらいで、すでに首も据わって抱きやすかったけど、生後二週間の愛華ちゃんはまだ小さく華きゃ奢しゃで、抱いているのが不安になるほど頼りなかった。

　愛華ちゃんが小さくてクリクリの目で私を見ている。

「ふぅ……ふぇっふぇっ……」

　しかし、すぐにグズられてしまい、慣れない私は慌てた。

「あー！　ママじゃないってわかっちゃったね！　愛華ちゃん、ごめんね！　ママんとこ帰ろ！」

　愛華ちゃんはママの腕に戻ると、あっさり泣きやんだ。

　うう、やっぱり偽者ママはバレちゃうのね。

　弓枝ちゃんはすっかりママの表情で愛華ちゃんを見下ろしている。抱っこする姿は聖母マリア像みたい。安らかで慈愛に満ちている。

　私の心に巣食うモヤモヤが再び揺らめく。

「そろそろ、お暇しなくちゃね」

　口にした言葉は、思いのほかポツンと響き、自分に言い聞かせているみたいだった。




　弓枝ちゃんの家からの帰り道、渡と買い物をすませて帰ると夕方だ。日曜の夕食はのんびりとりたいので、私は早々に準備にとりかかる。

　結婚する前から知っていたけれど、渡は料理が上手で、現在も週何度かは彼が夕飯を作ってくれる。洋食屋さんで出てきそうなメニューから、小じゃれたイタリアンなど、女子ウケしそうな得意料理のラインナップはいつも感心してしまう。さすが元チャラ男だ。でも、私も女子として台所を任せっぱなしなのは考えものだ。

　やっぱり愛する旦那さんには、美味しいごはんを作ってあげたい。

　野菜を切ってお鍋にゴロゴロ放り込んでいると、背後に気配を感じた。振り向く前に渡が私を抱きしめてくる。後ろから、腰に手を回して。こんな一瞬もひとりで待っていられないなんて、子どもっぽいんだから。

「ダメだよ。危ないからあっち行ってなさい」

　私が言うと、右肩から顔を覗かせる渡は口を尖らせていた。

「子ども扱いしないでくださーい」

「お邪魔ムシなんだもん。子どもみたいだよ」

　私の肩で顎をがくんがくんと揺らす。もうすぐ二十八にもなるというのに、本当に困ったヤツだ。

　しかし、真に困ったことを始めるのが須賀 渡という男。お肉の下ごしらえをしようとする私の首筋に、あろうことかキスをしてきたのだ。

「こーら！　ダメでしょ」

「なんで？」

　渡はなおもちゅっちゅっと音をたて、私のうなじや耳の下にキスを繰り返す。

　キスの感触はもちろん気持ちいいけれど、料理中は困る。私は手の甲で、渡のおでこを押し返す。

「今、ごはん作ってるの。妨害禁止」

　子どもに言い聞かせるように、ひと言ひと言区切りながらゆっくりと言う。

「ごはんより倫子さんが食べたくなったんだもん。仕方ないっしょ」

　あ、マズイ。こいつは本気だ。

　すぐにわかったけれど、私は知らん顔で料理を続ける。

　料理中に限らず、私が何かしている時に渡がちょっかいを出してくることや、そのまま誘惑されることは、わりとよくあるシーンだ。でも今はごはんを作っちゃいたいんだけどなぁ。

　お鍋にお水とローリエを入れて、火にかける。お肉を叩いて塩コショウ。

　一方、背後で渡の活動は増える。腰に回された手はせわしなく身体全体をまさぐっているし、舌が私の耳朶を弄び始める。

「渡くーん、そろそろ怒りますよー」

　念のため声を上げてみるけれど、渡は動じない。どころか、私のスカートをたくしあげ、内ももを撫でさすり始める。耳元で響く濡れた音に、脚を行き来する指先に、私も平常心ではいられなくなってきた。

「ね、……渡、ごはん作らせて……あっ」

　渡の指がショーツの上から敏感な部分に触れた。思わずもれた声に、私は赤面する。

　待ちわびた私の反応に、渡がからかうようにささやく。

「顔赤いよ？」

「……気のせいです」

　強がって答えれば答えるほど、渡を面白がらせてしまう。

「じゃ、ここがとろけそうなのも気のせい？」

　イタズラな指が私の敏感な部分を刺激する。私は耐えきれず、声を震わせる。

「気の……せいだもん……」

「ねえ、倫子さん、キスしよ」

　料理中で手が汚れていたから、渡を押しのけられない。私は両手を宙に浮かせたまま、反転させられる。渡と向かい合うかたちになると、渡の唇が落ちてきた。

「は……やだ……」

　舌をいやらしく絡められながら、私は抗あらがえない欲望を感じる。彼に教えられて一年ほどしか経っていないけれど、味わうほどに、深みにハマる欲望。

「ね、倫子さん。覚えてる？　俺が初めて倫子さんにキスした時」

　渡はキスの合間に言う。

　左手をシンクにつき、右手は私の潤った部分をいじめ続ける。だから、私は話どころではないのだけれど……。

「俺、あっさりキスしたように見えたでしょ？」

　甘い渡の声に導かれるように、私は揺れる記憶をたどる。ともすれば、もれそうになる声を抑えて。

　一年前の四月、つき合ってと迫られ、自販機に押しつけられてされた強引なキスは、私にとってファーストキスだった。

『お試ししてみてください。俺のことが気に入ったら、正式につき合いましょ？』

　そんなことを言って、渡は混乱と恐怖ですくむ私の唇を奪った。

「あん時さ、俺、すっげー緊張してたんだよ？　本気で惚れてたからさ。絶対失敗できないでしょ？」

　渡が昔語りするのは、私の気持ちを高ぶらせたいからだ。恋の過程を思いださせてドキドキさせようとするのは渡の手口で、彼は、私の恋心をよーく理解している。私がどんなシチュエーションに弱いかも熟知している。

「とにかく気持ちいいキスにしなきゃって。倫子さんを身体から骨抜きにしてやろうって」

　彼のキスからのがれようと顔を横に向け、非難めいた声で言った。

「……処女には……気持ちイイかどうかなんて……わかんなかったの！」

　私は渡の策にまんまとハマりながら、身体も声も震わせる。

「だよね。あの時の倫子さん、本気で固まってたもん。でも、キスもエッチも、俺が教えられてよかったなぁ」

　渡の指がいっそう動きを速める。私は我慢できず、声を上げ、身をよじらせた。

　もれだす私の声が嬉しいようで、渡は微笑む。

「俺にしか反応しない身体だもんね、倫子さんは」

　最後通つう牒ちょうのようにキスされ、私は降参した。

「渡、手洗わせて。火、止めたらベッドに行こ」

　渡が二重の瞳を嬉しそうに細めた。

「やった。作戦成功」

「なんの作戦よ……」

　白旗だ。渡の言う通り、すっかり彼のすべてに反応してしまう身体になってしまった。それを押さえるだけの理性を、私は持ち合わせていない。

　寝室に連れ込まれ、ベッドに転がるなり服をむかれる。私を焦らしているうちに、渡自身の我慢が利かなくなっているようだ。

「あー、やばいな。理性飛んでひどいことしちゃいそう」

　あおるようなことを言いながら、キスも愛撫も丁寧で私を優しく高みに導く。

　サイドボードの引きだしから、渡がいつも通りゴム製品を取りだす。手早く装着する一瞬に、私はわずかに現実に立ち戻った。

　……避妊、やっぱりするんだ。

　しかし、それを口に出す間もなく、覆い被さってきた渡を受け入れる。揺さぶられながら、やがて私は快楽に身を委ねていった。




　月曜の朝、並んで出社する時は、ちょっぴり寂しい。土日をべったり一緒に過ごした分、別々の空間に離れることに寂しさを感じてしまう。結婚してなお、私は渡との恋愛真っ只中なのだ。

　私は営業三課、渡は広報課。つき合い始めた頃から部署は変わらず、同じ四階のフロアだ。

　自販機スペースで毎朝別れるのだけれど、渡はいつも周囲をささっと見回す。そして、誰もいないことを見計らうと、素早く私にキスをするのだ。

　キスの後、私は渡を間近く見上げ、一応注意してみる。

「もう、会社ですケド、ここ」

「へへ、知ってます。ちゅうすると一日頑張れるんだもん」

　キスなんて家でたくさんしてるじゃん。そんなことを思う私も、実は朝のこっそりキスが嬉しかったりする。

　きっと、他の子は高校生くらいに経験しているんだろうな。しちゃいけないところで、隠れてこっそりキスするなんて。

「今日は、ちょっと外出で遅くなるんで、ごはんの準備いいからね」

　渡は今日、あちこち回らなければならない上に、最後の打ち合わせ先が遠いらしい。

「ん、わかったよ。あ、今朝、牛乳使っちゃった？」

　今日はひとりの夕飯だ。せっかくだからゆっくり買い物して帰ろうかなと、冷蔵庫の中身を考える。

「あれ？　この前、倫子さん野菜室に買い置きしてなかったっけ？」

「えーと、それは一昨日おととい開けたからぁ……」

　ふたりで密着したまま、他愛のない家の話をしていると、真横からよく知った声が聞こえてきた。

「新婚のご夫婦、会社でラブラブなのはいいんですけど、始業時刻が迫ってますよ」

　私と渡が弾かれたように顔を向けると、そこには西村くんが腕を組んで立っていた。

　うわぁ！　いつからいたんだろう!?

「西村くん！」

「おーい、邪魔すんなよ！」

　私は赤くなり、渡は不満げな声を出す。二十三歳、子リス系男子はニコニコと動じない。

「倫子さん、今日は僕とごはん食べて帰りましょっか？　須賀さん、遅いんでしょ？」

　動じないどころか、平気で人妻を食事に誘ってくるし……。

　案の定、渡が対抗心をむきだしに、西村くんを睨む。

「うちの奥さんを気安く誘うんじゃねぇよ。あと、名前呼び禁止」

　西村くんは丁寧なのに挑戦的に響く口調で答える。渡相手にしかしない態度なので、たぶんからかっているんだと思う。

「えー？　三課はみんな倫子さんを名前で呼ぶようになってますよ。〝須賀さん〟じゃ紛らわしいし、旦那のイメージがどぎつすぎるからって」

「どぎついってなんだ、コノヤロー」

　私は今にもやりあいそうなふたりの間に割って入り、言った。

「喧けん嘩かしないの。はい、行くよ、西村くん。じゃ、またね、渡」

　私は先に立って歩きだし、名残惜しそうに手を振る渡に、手を振って返した。




　オフィスに入り、メンバーに挨拶する。今日もお仕事スタートだ。

　私はいつも通りサクサク受注入力をこなしながら、ふと手を止めてしまう。昨日見た弓枝ちゃんの赤ちゃんの映像がフラッシュバックする。

　正直に言えば、うらやましい。

　私だって女だ。渡との恋を諦めそうになった時は、自分が親になることなんて一生ないと思ったけれど、こうして大好きな渡と結婚してみれば、彼の子どもが欲しいと感じる。

　自分でも、結婚を機にこれほど思考が変わるとは思わなかった。

　渡の子どもが欲しい。

　赤ちゃんをこの手に抱きたい。

　小さくて柔らかな愛の結晶が、私のお腹に宿ってくれたらどれほど嬉しいだろう。

　渡が手に入った途端、今度は子どもが欲しいなんて、私は貪欲すぎるだろうか？　いや、好きな人の遺伝子を次に繋げたいのは、女として自然な欲求に思う。もちろん、そんな考えが浮かぶのは、この幸せな日々を渡がくれたからこそだけど。

　しかし、結婚して三ヵ月。渡は毎晩のように私を求めてくるけれど、必ず避妊をする。それはもう律儀に完璧に。

　昨日の弓枝ちゃんの赤ちゃんだって、可愛いとは思っていた様子だったけれど、それが自分のことには重なっていないように思えた。完全に人事の扱いだった。

　現に私たちの間に〝家族計画〟の話は出ていない。

　私から話せばいいのかもしれない。赤ちゃんが欲しいって。

　最初は、急せかしたくなくて言えなかった。

　彼は九月で二十八歳になる。同期で結婚している男子はいない。まだ若いから子どもなんて考えられないのかもしれない。

　しかし、そうこうしているうちに言葉にするタイミングを逸いっしてしまった。いつ言えばいいのかわからない。

　私は三十二歳、十二月で三十三歳になる。

　タイムリミットとは思わない。この会社は二十代で結婚という風潮の残る、古きよき会社だけれど、三十代女子が仕事で活躍しているのが昨今の風潮。大学や高校の友人だって、子どもがいるのは半分ちょっと。残りはバリバリ仕事している。そりゃ、世に言う高齢出産は目前だけど、珍しいわけでもない。

　わかってる。まだ焦らなくていいって。

　でも、やっぱり、サキちゃんや弓枝ちゃんがママになっている姿はうらやましい。

　女の幸せって感じがする。

　出産育児の苦労を知らず、ただ憧れているだけなのかもしれないけれど、それなら私だって体験してみたい。苦労でもなんでも味わいたい。

　渡との子どもなら、きっとどんな苦労だって幸せなはずだ。

「倫子ちゃん」

　真上からの声で、私は思考の淵ふちから舞い戻ってきた。白木さんが私を覗き込んでいる。発注書の束が両腕に抱えられている。

「ごめんね、これ、金曜に出し忘れてた発注書。急ぎでお願いしてもいいかな～」

「も、もちろんいいですよ！　すぐ打っちゃいますね」

　私は仕事中にぼーっとしていたことを恥じ、慌てて入力作業を再開させた。




　その日の午後のことだ。三課のオフィスに総務から内線がかかってきた。

　私が電話応対中だったので、取ってくれたのは西村くん。

　私が電話を終えるなり、西村くんが強張った表情で口を開いた。

「倫子さん、須賀さんが怪我されました。すぐに病院に向かってください」

　なんのことかわからなかった。

　渡が？　怪我？

　病院って、なんで？

　西村くんはなるべく急いで、今わかるすべてを説明しようとしてくれる。

「総そう武ぶ線の市いち川かわ駅で、ホームから落下したおばあちゃんを庇って須賀さんも落ちたそうです。電車が来る前にふたりとも助けだされて、今は近くの病院に……倫子さん？大丈夫ですか？」

　私はよほど真っ青な顔をしていたようだ。何度もコクコク頷くけれど、指先がぞわっとして全身の感覚がおかしくなりそう。

　今朝、手を振っていた渡の顔が浮かぶ。

　渡が怪我をした。

　嘘でしょう？　ねえ、嘘でしょう？




　電車で千葉の市川駅まで行き、そこからタクシーで病院を目指した。もどかしくタクシーの精算をし、怒られそうな勢いで病院に駆け込む。

「渡っ!!」

　教えられた病室に駆け込むと、ふたり部屋の窓際のベッドに渡がいた。ベッドの背を持ちあげ、座った姿勢だ。

　予想外なことに、渡は飛び込んできた私を見るとニカーッと笑った。

「倫子さん！」

　ベッドに縋りつくように駆け寄って、渡の全身を眺めわたす。頭と右手首に包帯。それ以外はなんでもなさそうだ。

「怪我は？　大丈夫なの？」

　私の慌てぶりを見たせいか、渡はあえてゆっくりと答える。すまなさそうに笑って。

「いやぁ、心配かけてごめんなさい。頭をちょっとぶつけて、右手首をひねっただけ」

　それを聞くなり、私は床に座り込んでしまった。気が抜けたと同時に、深い安あん堵どで涙が出てきた。涙はぽろぽろと床に落ち、止まらない。

　私の様子に驚いて、渡がベッドから手を伸ばしてきた。ベッドから下りかねない慌て方だ。

「わー！　倫子さんっ、泣かないで!!」

　私は渡の左腕に縋ってなんとか起きあがる。

　すごく、怖かった。

　大事な人に何かあったと知った時の恐怖感は半端ないものだった。

　渡は私を落ちつかせようと顔を覗き込み、子どもに言い聞かせるように話しかける。

「ごめんね、本当にごめんね。心配かけたね。俺的には、おばあちゃんがよろけた時につかまえたつもりだったんだけど、もろとも落っこちちゃった。鍛えなきゃダメだなーって痛感したよ。西村が通ってるジムに今度連れてってもらおうかと――」

「怖かった！」

　私は渡をさえぎって、怒ったように言った。涙が全然止まらない。

　渡は泣き続ける私を左腕で抱き寄せた。渡の匂いと、病院の消毒の匂い。

　もうひとつのベッドが空なのをいいことに、しばらく、渡の胸に身を寄せ、私はじっとしていた。渡も私が落ちつくのを待ってくれている。

「あのね」

　私が口を開いたのはそれからだ。

「ずっと考えてたことを聞いてほしいの」

「何？　倫子さん、顔が本気だよ」

　渡がなんの気配を察してか茶化そうとする。私は彼の腕の中で顔を上げ、言った。

「渡の赤ちゃんが欲しい」

　私を抱いていた渡の腕がピクッと震えた。様子をうかがうように、不安げな瞳で私を見下ろす。

「倫子さん……」

「すごく怖かった。渡にもしものことがあったら、私、この世でひとりぼっちになっちゃう。こんなことで焦るのはバカみたいかもしれないけど、やっぱり私はお互いに何かある前に、渡の赤ちゃんが欲しい。渡と新しい家族を作りたいよ」

　渡はしばらく黙っていた。私を抱きしめて、うつむいたまま。

　ややあって渡はポツリと言った。

「ごめんね、倫子さん、その件は少し保留させてもらってもいい？」

　私は信じられない気持ちで彼を見つめる。

　気乗りしないのかも、とは思っていた。それでも、私がお願いしたら、きっと前向きに考えてくれるんじゃないか。そんな甘えがあったのは確かだ。

　だけど、答えは〝保留〟。

　目をそらし、しばらく沈黙して、私は渡からそっと離れた。

「私、帰るね」

「うん、俺は一応、ひと晩検査入院みたいだからさ。帰ってくれていいよ」

　渡は困ったような、寂しそうな表情を見せていた。

　私は渡の顔をまともに見られず、病室を後にした。




　翌日、夜に会社から帰宅すると、渡が帰っていた。念のため、今日は退院後お休みをとっていたのだ。

「身体は？」

　私は、荷物を置きながら聞く。渡の顔が見づらくて、言葉もついぶっきらぼうな感じになってしまう。

　しかし、視界には否が応にも渡の頭と手に残る包帯が映る。渡が怪我なんてツラい。できるなら、代わってあげたい。

　でも渡はことさら平気そうに手首を振って、笑ってみせた。

「もう、全然平気だよ。手首の捻挫もお箸持つのが大変ってくらいだし。料理はできたよ」

　食卓には渡が作ってくれた夕飯が並んでいる。チキンの塩麹こうじソテー、キャベツ入りジャーマンポテト、おひたし、手まり麩ふのお味噌汁。

　渡の作る料理は好き。初めてハンバーグを作ってくれた時から、彼の料理ははずれたことがない。いつだってとびきり美味しい。今日は、怪我をしているのに、わざわざ作ってくれたのだ。すごく嬉しいとは感じるけれど、言葉がうまく出てこない。

　結局、ろくにしゃべらないまま夕食は終わってしまった。

「お茶にしようか」

「私が淹れるよ」

　渡が立ちあがろうとするのを制して、私はお茶の支度をする。お茶を手に、あらためて向かい合う。しばしの沈黙の後、渡が口を開いた。

「……昨日のこと、きちんと話したほうがいいよね」

　私は頷く。でも、すでに心は悲しみでいっぱいだった。

　渡の言うことがなんとなく察せられたから。

「俺、子どもはもう何年かはいいかなって思ってるんだ」

　渡の言葉に胸がぎゅっと痛む。

「なんで……」

　渡は少し視線をそらして、遠慮がちに言う。

「まだ、結婚して三ヵ月だしさ。考えられないっていうか……、そんなに焦らなくてもいいんじゃないかなって」

　いったん、言葉を止め、渡は私に同意を求めるような視線を戻す。

「夫婦ふたりで楽しいし、ね？」

「渡はそう言うけど……」

　私は泣きたいのをこらえて言った。

「私は……もう考えたい年齢だよ？　今年三十三歳だもん」

「倫子さん、まだ全然若いよ」

　励ます渡の声に苛立ちを覚えてしまう。

　違う、そういうことじゃない。渡はまるでわかっていない。本当に〝若い〟彼にはわからないのかもしれない。

　苛立ちから、つい言葉が強くなる。

「もし、すぐに赤ちゃんができなかったらどうするの？　不妊治療は始めるなら早いほうがいいって言うし、実際問題、私は渡より五つ年上なんだから」

　私をなだめるように、渡は笑顔で返す。

「考えすぎだと思うけどな」

「渡は考えなさすぎなの！」

　思わず声を荒げてしまった。渡がまた困った顔になる。そんな表情にいちいち傷ついてしまう私は卑屈なのだろうか。

　渡の笑顔も自分の卑屈も苦しくて、言わなくていいことまで喉の奥からせりあがってきた。

「ずっと、渡がエッチのたびに何も言わずに避妊するのが悲しかった。傷ついてた。私との赤ちゃんを望んでくれないのかなって。私の人生に責任をとってくれるとは言ったけど、子どもの分は含まれてなかったのかなって」

　渡は私の言葉に驚いたようだ。それから、笑顔を崩して、苦々しい表情になる。

「そんな……じゃあ、なんでその場で言ってくれなかったんだよ？　今さら言われても、俺だって」

「だって、渡は赤ちゃん欲しくないんでしょ？　じゃあ、結局いつ言っても同じじゃん。もういいよ」

　私は渡から顔をそむけると、話を打ちきって立ちあがった。

「ちょっと、倫子さん！」

「コンビニ行ってくる！」

　引きとめようとする渡を振りきり、マンションを飛びだした。

　無目的にコンビニまで歩く。

　夜の風は強く吹きつける割には生あたたかく、不快だ。

　渡は子どもが欲しくない。そのことがこれほど悲しいとは思わなかった。まるで、私の全部を否定されたような気分だ。

　赤ちゃんが欲しいって、自然な気持ちだよね。大好きな旦那さんの赤ちゃんだもん。

　だけど、渡は違うのだ。わかり合えないのは、男女の差？　年齢の差？　それとも、私たち大事な部分で価値観が食い違っていたのかな。

　私は浮かんできた涙をぬぐって、コンビニの灯りを目指した。




　翌朝、渡と顔を合わせたくない私は、五時に起きだし、ひとり出社の準備をした。簡単な朝食をダイニングテーブルに残し、六時にはそっと家を出る。

　あーあ、わかりやすく避けちゃった。でも、昨日の気持ちを引きずったまま、渡と顔をつき合わせて過ごす自信もない。

　会社近くのコーヒーショップで時間を潰したけれど、始業一時間前には会社に到着してしまった。燦々電器の古いオフィスビルを四階まで上がり、三課のオフィスに到着する。

「倫子さん、おはようございます」

　声の主を振り返ると、西村くんがすでに出社していた。

「え？　あれ？　早くない？」

「いえいえ、倫子さんも十分早いですよ」

　確かにその通りだ。私は自分のデスクにつくとパソコンを立ちあげる。せっかくだから今日の業務を始めてしまおうかと思っていたのだ。

「毎日、こんなに早いの？」

　パソコンに向かって真剣な表情の西村くんに聞いてみる。

　西村くんはディスプレイを見つめ、キーボードを叩きながら答える。

「ええ、最近は。どうしても日中は営業に出ちゃうことが多いじゃないですか。そうすると、メールのチェックや返信は朝のほうが効率がいいんですよね」

「そういえば、西村くん、定時に上がれる日もあるもんね。きちんと時間配分できてるんだ。えらいなぁ」

　自分のパソコンを見つめながらも、西村くんが手を止めたのがわかる。

「僕だって、いつまでも倫子さんの可愛い弟分じゃないんですよ」

　その言葉に横を向くと、西村くんは意味深な笑顔で私を見つめていた。

「だから、須賀さんと喧嘩したって慰めてなんかあげません」

　う！　なんでそれを……。

　顔に出ていたようで西村くんが笑いだした。

「須賀さんは来てないみたいなのに、倫子さんだけ早く出社してたら理由なんかわかりますよ」

「……はい、ご明察です」

　私は恥ずかしさに首をすくめ、うなだれた。

「僕は、須賀さんの愛を信じて倫子さんを譲ったわけじゃありません。倫子さんが須賀さんを好きになってしまったから諦めたんです」

　そう言うと、西村くんはすっと私に顔を近づける。驚く間もなく、彼の指が私の鼻先をちょんとつついた。

「倫子さんの気持ちが冷めたなら、いつでも奪いにいきますよ」

　さすが、裏肉食系。ロールキャベツ男子っていうんだっけ。

　とにかく、油断ならない西村卓馬・二十三歳。私はお返しに西村くんのおでこをつついて言った。

「大丈夫です！　ご心配なく！」

「そうですか、それは残念です」

　ちっとも残念そうには響かない。私も渡同様にからかわれているみたいだ。

　私は伸びをひとつしてから、あらためてパソコンに向かい直した。




　渡はここ最近、帰りが遅い。

　仕事で遅いのか、別な用事で遅いのか、私にはわからない。土日のどちらも半日は出かけて家にいなかった。

　正直に言えば、渡と顔を合わせないですむのは助かった。赤ちゃんの話をして以来、私たちの間にはすきま風のようなものが吹いていて、一緒にいてもぎくしゃくしてしまう。帰りが遅いのをいいことに、私も先に寝てしまうので、一週間以上なんの接触もしていない。

　もしかすると、ぎこちないのは私だけなのかもしれない。毎朝並んで出社していたけれど、朝早くひとりで出るようにしてしまった。

　渡はそれをよく思っていないのかもしれない。だから、仕返しで夜遅いのかな。それとも、そんなこと考えすぎかな。

　今まで通り仲良くやりたいとは思う。渡が大好きなことになんの変わりもないし、こんな毎日はツラい。

　でも、同時に〝家族観〟という価値観が決定的に違う彼と結婚してしまったことに、悩みも覚える。

　渡の若さもわかった上で結婚したのに。後悔なんてするつもりはなかったのに。

　赤ちゃんを望んだことは間違いだったのかな。

　怖いのは、渡に愛あい想そを尽かされてしまうこと。

　年上で美人でもない私。かたや、渡は十分すぎるくらい整った顔をしたイケメン。

　連日の遅い帰宅が、浮気だったらどうしよう。面倒な女と結婚してしまったと、外で息抜きをしていたらどうしよう。だって、渡は結婚する前は立派なチャラ男で、今だってモテるんだから。

　戸外は夏らしさを増し、私たちがつき合い始めて一年が経つことに気づく。夕暮れの帰路をぶらりと歩きながら、思う。

　たった一年だ。

　愛を伝え合って一年。

　結婚までの流れが早かったとはいえ、普通のカップルが子どもを望むには早すぎるかもしれない。やはり、私が焦っていたのだろうか。

　でも、赤ちゃんが欲しい。

　その気持ちはまだ変わっていない。渡が私に対して心変わりしたとしても。

　重そうに葉を繁らせた街路樹の下、まだ残る日中の熱気を振り払うように私は歩いた。今夜もひとりなら、また早く寝てしまおう。

　帰宅すると、部屋にごはんの炊ける匂いが満ちていた。ふと見ると、テーブルにメモが置いてある。

『冷蔵庫の中を見て』

　渡の字だ。右が少し上がるわりと丁寧な字で、そう書かれてある。

　冷蔵庫を開けると、大皿がひとつと鉢がひとつ入っている。出してみると、私の好きなサーモンとタコのカルパッチョが作ってあった。もうひとつは、これも好物のチキンのトマト煮だ。

　渡の字でメモがもうひとつ、鉢のラップの上についていた。

『こっちはあたためて食べてください。今夜も少し遅くなります』

　何、あの子……。

　胸にわけのわからない動揺が広がる。それが、嬉しさと感動であると気づいた。

　今朝、私が出ていった後、作ったのだろうか。そうに違いない。時間なんて、そうない。きっと、大急ぎで作ったのだろう。

「こんなことして……びっくりするじゃない」

　思わず、誰もいない空間に向かって呟いてしまう。

　渡の手料理を食べながら、涙がこぼれた。私の悩みや邪推を完全に吹っ飛ばすくらい、その料理には愛があった。彼の変わらぬ愛を感じた。

　なんだか泣ける夕食をひとりで終え、シャワーを浴びる。

　渡を待つつもりが、最近の早朝出社がたたったのか、いつの間にか私はソファで眠っていた。




「……さん、倫子さん」

　呼ぶ声にゆるゆると目を開けると、目の前に渡の顔があった。

「わわっ！」

　私はびっくりして、思わず声を上げる。

「驚かないでよ。ソファで寝てるから起こしただけ」

　渡は身体を起こし、心外とばかりに片眉を下げたけれど、すぐにふわっと笑う。

　変わらない笑顔だ。

　ここ数日、不穏な空気があったのに、いつもの渡の笑顔だ。

　いつだって、存在をまるごと認めてくれる渡の眼差しに、私がどれほど救われてきたか。

「渡……」

　私はソファに両手をついて、身体を起こす。

「何？　倫子さん」

「遅いよ。あんなに美味しい夕飯、ひとりで食べさせるなんてひどい」

「うん、ごめんね」

　優しい笑顔のまま、渡は謝罪を口にする。

　一切争う姿勢のない渡に、私はまた涙が出てきた。にじんだ涙をそのままに渡を睨みつける。

「毎日、何やってんの？　遅いよ」

「ホントごめんね」

　渡は素直に謝るだけだ。

「浮気かと疑いたくなったよ」

「そんなの、するわけないじゃん」

　責めても手応えがなく、なだめられている気がして、私は苛立った。

「……あんな喧嘩したのに、なんでフツーにしてんの？　ズルいよ、渡！」

　悲しいんだか、悔しいんだか、よくわからない。でも、この憤りをぶつけずにいられない。

「私ばっかり悩んで空回って、バカみたい！」

　叫んだ私を渡が抱き寄せた。ぎゅうっと音が出るくらいの強い力が私を包む。離すまいとする渡の腕の中、私は彼の胸に頬を寄せた。

　涙が止まらない。

「……私が望んだことは我わが儘まま？」

　赤ちゃんが欲しいって。そんなこと言ってはいけなかった？

「違うよ」

　渡ははっきりと言った。私は渡の腕の中で首を横に振る。

「嘘。重いんでしょ？」

「そんなんじゃない。あのね、倫子さん」

　渡が私の両肩をつかみ、ぐいと身体との間に距離を開ける。私の泣き顔をしっかりと覗き込んだ彼は、真摯な表情だった。これから大事なことを話すのが伝わるような。

「誤解しないでください。俺だって、ゆくゆくは倫子さんに子どもを産んでほしい」

　渡の目は真剣だ。私はじっと彼の瞳を見つめ返す。

「倫子さんによく似た女の子ができたら、どれほど嬉しいかってよく想像する。俺の兄弟、弟ふたりだし、女の子に憧れがあるんだ。もちろん、男の子だってすごく嬉しいと思う。一緒にサッカーしようとかさ」

「……じゃあ、なんで？　なんで今は考えられないの？」

　渡はひとつ息を吸い込んで、吐息とともにうつむいた。まるで懺ざん悔げするように。

「俺が……俺が我儘なんだ」

　私は渡の言葉の真意を汲みとろうと、うつむいた彼の顔を見つめる。渡は目を伏せ、告白する。

「俺、新人の頃から、倫子さんに惚れてたでしょ？　他の女の子と遊びながらも、いつか倫子さんと距離を縮めたいって思ってた。いろいろあって、倫子さんに近づけて、たくさん傷つけたけど、倫子さんが俺に振り向いてくれた時、本当に本当に嬉しかった。幸せで死にそうだった」

　渡の言葉は、私への長い恋を語る。信じられないことだけれど、彼は三年もの間、私のことを思い続けていてくれたのだ。私だって、それを知った時、嬉しかった。好きになった人が、ずっと私を見ていてくれたんだって。そんなスペシャルなプレゼントを、三十を超えてからもらえると思っていなかったから。

　渡は私の顔を愛おしそうに見下ろし、続ける。

「あれから一年、大好きな倫子さんが今じゃ俺の奥さん。毎日が幸せで、夢みたいで。でも、まだ全然足りない。もっともっと倫子さんが俺だけのものって実感したい。ホントは家に閉じ込めて、誰にも見せたくないくらい」

　渡が私の瞼まぶたにキスをした。我慢できないというように、額にも頬にもキスが降ってくる。私は心地よい感触に目を細めた。渡の深い愛情が胸を締めつける。

「俺、倫子さんに対して半端ない独占欲を感じる。誰にもわたしたくないし、俺だけを見ていてほしい。……だから、それが俺たちの子どもでも、今は間に入ってほしくないんだ」

　そう言って、渡は自嘲気味に笑った。

「赤ちゃんできたら、倫子さんをとられちゃいそうで。ごめんね。本当に、俺の我儘なんだ。幼稚な独占欲なんだ。バカだって思うけど、止められない」

　言いきって、泣きそうな顔をする渡。私はその首に腕を回し、思いきり抱きついた。

〝独占欲〟、それが理由だったんだ。

　私は勘違いしていた。彼は子どもに興味がないのではなくて、今は私とふたりきりでいたかった。ただそれだけの理由だったんだ。

　言葉にしなかったのは、自分の願いが幼稚だと思っていたから……。

　嬉しかった。それほどまでの愛情が、独占欲が嬉しかった。

　彼の強すぎる感情が私の心を満たしていく。

　渡が私の背を抱え、抱擁を強くする。しばらく私たちはそうしていた。

「……倫子さん、お願い。あと一年だけ待って」

　やがて渡が愛おしそうにささやく。

「あと一年、俺だけの倫子さんでいて」

　私は自ら渡の唇にキスをした。そして、笑顔で答える。

「うん、わかった。渡がそこまで思ってくれるなら、聞かないわけにいかないもん」

　渡の愛情を新たに感じた。その切なる願いを聞いてあげられるのは、私しかいない。

　渡はほっとしたように、でも少し心配そうに言う。

「赤ちゃん、待っててくれるかな」

「きっとね」

　いつか、私たちの元にやってきてくれる天使に祈る。

　お願い、もう一年だけ、待っていて。そうしたら、きみのペースでいつでもやってきて。パパとママの我儘につき合わせてごめんね。

「『重い』っていうなら、俺のほうが超重いよね」

「そのくらいでちょうどいいよ。私、けっこう寂しがりみたいだし」

　そう言って私たちは、どちらからともなくキスをした。何度も何度もキスをした。

「考えてみたら、渡が思っていてくれた期間の半分も、私は渡に愛を返してないね」

　渡は照れたように苦笑いする。

「倫子さん、俺のこと好きになってようやく一年だもん」

　キスの合間にささやき合う。渡の唇は私の肌を鎖骨に向かってたどり始めていた。

「じゃ、子作り開始まで、たっぷり渡だけに愛を注がなきゃ。渡が逃げだしたくなるほど、たーっぷり。両手じゃ抱えきれないくらい」

「え？　そんなの……望むところなんですけど」

　声が熱を帯び、渡の手が私のルームウェアの裾から侵入してきた。私はその手を押し留める。そして、いつもは渡に脱がせてもらっているけれど、今日は自分からルームウェアをがばっと脱いだ。

　そのまま渡の肩を押し、その背をソファに沈めた。

　驚く渡のシャツを開き、彼の胸にキスをする。何度も繰り返し唇を落とし、いつも彼がしてくれるように強く吸いあげる。見る間に、渡の胸にいくつものキスマークが散らばった。私はその光景に満足と高揚を覚える。

「倫子……さん？」

　渡は驚きと興奮の入り混じった顔で私を見上げている。

　普段、なかなか見ることのない渡の戸惑いが嬉しく、私は唇を横に引いて薄く微笑んだ。

「今日は年上の言うことを聞いておきなさい」

　喧嘩のお詫わび、ちょっとしたサービス。

　普段はこんな恥ずかしいことしないからね！

　私は渡の肌に舌を這わせながら、ソファの彼に覆い被さった。

「やらしいお姉さんだなぁ」

　渡が艶っぽい声で言った。




　水曜日の朝、私たちは並んで出社する。以前のように仲良く、会社が遠いうちは手を繋ぐ。

「そういえば、毎日遅かったり、土日出かけてたのはなんだったの？」

　私は聞きそびれていた疑問を投げかけた。ゆうべはエッチになだれ込んでしまい、それどころではなかったのだ。

「あー、あれはね」

　渡が照れ笑いをする。

「西村にスポーツクラブに連れてってもらってた」

「はぁ？」

　うつむきがちに頭をポリポリと掻いて、渡は答える。

「いやー、筋力落ちてんなぁって、しょんぼりしちゃったわけですよ。市川駅のホームで、おばあちゃんを助けられなかった事件は……。俺、最近あんまし運動してなかったし」

　確かに渡はそんなことを言っていたけれど、そこまで自信喪失していたなんて……。

　笑っちゃいけないけれど、私は笑いをこらえるあまり、唇がピクピク震えてしまう。

「そんでね、西村の恋の応援もしてたんです！」

　笑いをこらえる私には気づかず、渡は胸を張った。『俺ってえらいでしょ』って顔だ。

　西村くんの恋!?　初耳だ。

「西村、今、インストラクターのお姉さんを狙ってるんだって。倫子さんも知ってる人だよ」

「私も知ってる人？」

「最初は俺たちの結婚式で会って、その後スポーツクラブで再会したんだって」

　私の知り合いで、スポーツクラブ関係者って言ったら……。

「もしかして、ユウちゃん？」

　ダンスのインストラクターをしていて、私が所属しているダンスチームの振りつけ担当の？

「そうそう、でも手強いみたいでさー。俺はトレーニングがてら、ふたりの仲をとり持とうと連日通っていたんだな。俺って後輩思いでしょ？」

　ユウちゃんと西村くん……想像がつかない。

　というか、西村くんがいつからユウちゃんに恋していたか知らないけれど、そんな話、毎週会うユウちゃんからは一切聞いていない。ってことは現在二十九歳の彼女、二十三歳の子リス系男子に押されまくって、引きまくっているんじゃなかろうか。

　うーん……一年ちょっと前に似た経験をしている身としては、なんてアドバイスしたものか……。

　それにしても、渡が西村くんの恋を応援しようとするなんて意外だ。いつも、小競り合いしているような関係なのに。

「くっつくといいよね、あのふたり」

「うーん、まあユウちゃんも長いこと独り身だしなぁ」

　相手が西村くんなら文句のつけようはない。ふたりの年の差は、私と渡を超えて六歳だけどね。

「でも、ふたりの恋を応援しようだなんて、渡も大人になったね。えらい、えらい」私が茶化してそう言うと、渡がぶんぶんと首を横に振る。

「そうじゃなくて、俺は西村を早いところ安全パイにしておきたいの！　現時点、倫子さんにいちばん近い男はあいつなんだから！」

　え？　そんな心配が理由？　まあ、渡らしいというか、本音がブレてなくて納得というか……。

　渡はぬけぬけと言い放った後、私の手をぎゅっと握った。

「ちょっと、会社、目の前なんだけど」

「いいじゃん、俺たち夫婦なんだし」

「仕事しに行くんだよ、会社は」

「倫子さんが手ぇ繋いでくれるなら仕事する」

　もう！

　私は怒るに怒れない。

　だって、私を見下ろしてニカッと笑う渡の顔は、私が大好きな笑顔だもん……。

　私たちは手を繋いで歩いた。これまでも、これからも同じように。

　いつか、この手の間に、渡によく似た男の子が現れるかもしれない。

　私に似た女の子がやってくるかもしれない。

　そんな未来を彼と見られる幸福を、私は胸いっぱいに感じていた。

　夏はすぐそこで、私たちが恋をして二度目の一年がまた始まる。





〈了〉












あとがき




　この度は『仕事しなさい！』をお手にとっていただきまして、ありがとうございます！　砂すな川がわ雨あめ路みちと申します。アラサー未経験女子・倫子と後輩チャラ男・須賀くんの恋物語、お楽しみいただけましたでしょうか？

　テーマはアラサー！　私自身、倫子とは同世代です。ちょっと前の三十歳って、〝結婚を焦っている〟というイメージが強かったように思います。でも、私の友人たちは恋に仕事に頑張りながら、いまだに青春まっ盛りの輝きに満ちた女子ばかり。現代のアラサーには違うリアルがあるのではと思ったのが、本作を書き始めたきっかけです。

　男性経験ナシという大きなコンプレックスを持つ倫子は、地味でマイペースな日々に満足しながら、つきまとう孤独感や将来への不安感を抱えています。こんな感情は、きっと多くの女性が経験しているのではないでしょうか。

　初恋のときめきとアラサーの意地の狭間で揺れ動きつつ、最後は素直に幸せに飛び込めた彼女に、作者からも「頑張ったね！」と声をかけてあげたい気持ちです。女子はいつまでも女子。こんな恋をしたいなぁと思っていただけたら、とても嬉しいです。

　書籍化作業は、通常よりお時間をいただいたのですが、思いのほか大変でした。改稿作業の頃は、毎晩パソコンの前でうんうん唸り、日中の仕事中も「終わらない～」と心ばかり焦っていたように思います。まさに私が『仕事しなさい！』状態でした。

　焦る私を見守り、ちょくちょく肩をもんでくれた夫と、土曜日も大人しく保育園に行ってくれた子どもたちに感謝です。この本が出版されましたら、しばらくは家族サービスに徹して、よいママ業も頑張りたいと思っています。とはいえ、執筆ペースは落としたくないので、また夜な夜なパソコンに向かう日々は続きそうな予感……。うーん、バランスが難しいです。

　最後になりましたが、涙が出るほど素敵なイラストを描いてくださったイラストレーターのｍｏｅｋｏ様、書店で目立つデザインを考えてくださったデザイナーの佐藤様、我わが儘ままな私の要望を根気強く聞き編集をお手伝いくださった説話社の酒井様、三好様、いつも優しいお言葉でお気遣いくださった担当の堀口様、そして倫子と須賀くんの恋を応援してくださった多くの読者の皆様にお礼を申し上げまして、あとがきと代えさせていただきます。また、こうした場所で皆様にお会いできることを祈って。
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